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(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ーは,昭 和59年4月 に設 立 以来,各 種 事業 を 通 じてわ が国 デ

ータ ベ ー スの発 展 の た め に 鋭 意 努 力 して お ります 。

この た び,当 財 団 で は事 業 の一 環 と して調 査 団 を派 遣 す る こ とに よ り,「 欧 州 主 要 国 に お け

る デ ータ ベ ースの動 向 調 査 」を実 施 い た しま した が,本 報 告 書 は,そ の 成果 を と りま とめ た も

の で す 。

今 回の 調査 で は,西 ドイ ツ,フ ラ ンス,イ ギ リ スと欧 州 共 同 体(EC)プ ロ ジェ ク トで あ る

EURONET本 部 ル クセ ン ブル グを訪 問 し,各 国 の デ ー タベ ー ス関 連 機 関 の 責 任 者 と会 談 い た

しま した 。

本 報 告書 の 第1章 では,総 論 と して欧 州 の デ ータベ ー ス状 況 を ア メ リ カ と も比 較 しつつ 訪 問

国 別 に と りま とめ ま した 。第n章 で は,訪 問 した 主要3国 の デ ー タベ ー ス関 連 機 関 の 事業 概 要,

責 任 者 との 質疑 応 答 の 内 容 を 中心 にま とめ ま した 。第 田章 には,EURONETの 本部 ル クセ ン ブ

ル グを訪 問 した 際 の状 況 と直 接 デ ータベ ー ス とは 関 係 の ない もの の,西 ドイ ツの代 表 的情 報 関

連 機 関GMDが 推 進 す る科 学 情 報 ネ ッ トワー クの 構 想 にっ い て記 しま した 。

したが って,全 体 と して の構 成 の バ ラ ンスを とる必要 か ら,調 査 の 概 要5.調 査 訪 問先 お よ

び 日程 順 に す べて を記 述 し たわ け では あ りませ ん 。 しか し,重 要 と思 わ れ る調 査 結 果 の 成果 に

っい ては,す べ て 網 羅 され てお りま す 。

今 回の 調 査 に あた って は,訪 問 先 の ア レ ン ジにお い て在 日英 国大 使 館 文 化部,GID東 京 事

務 所 な らび に西 ドイ ツGMD,フ ラ ンスINRIA等 の 方 々,ま た,西 ドイツの秋 山夫 人 ほか 各

国 で通訳 の労 を と って く れ た方 々,さ らに報 告書 の 作 成 に あた って調 査 団 団 長 な らび に団 員 の

方 々の 多 大 の ご協力 を 得 ま した 。 この場 を借 りて心 か ら感 謝 申 し上 げ ます 。

本 報 告書 が関係 各位 の ご参考 にな れ ば幸 に存 じま す 。

昭 和60年3月

財団 法人 デ ータベ ース振興 セ ンタ ー

理 事長 円 城 寺 次 郎
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調 査 の 概 要

1.目 的

海外 諸 国,特 に欧 州 主要 国 にお け る デ ータベ ー スの 実 態 を調 査 す る と と もに,各 国 での発

展 の背 景 と今 後 の動 向 を把 握 し,わ が国 デ ー タ ベ ース産 業 の 発 展 に 資 す る こ とを 目的 とす る 。

2.調 査 事 項

欧 州 主 要 国(西 ドイ ツ,フ ラ ンス,

現 状 と動 向

イギ リ ス)お よ びEURONETに お け る デ ー タ ベ ー スの

3.調 査 団 員

団 長 中 山 和彦
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(敬 称略 ・順不 同)

筑波 大学教授

筑波 大学学術情報処理 セ ンター長

三井物産㈱ 情報産業開発部 デ ータベ ース ・グル ープ

㈱ 三菱総 合研究所 デ ータベ ース準備室 主任研究員

松 下電 器産業㈱ 東京支社部長

丸善㈱MASISセ ンタ ー セ ンター長

野 村 コン ピュータ システム㈱ 企画 調査室課長

沖電 気工業㈱ 総合 システム研究所 情 報 ネ ッ トワーク研究部

デ ータベ ース研究室長

防衛庁技術研究本部 数理研究室長

(財)日 本情報処理開発 協会 開発 部主任部 員

(財)デ ータベ ース振興 セ ンター 業務部長 代理

4.調 査 時 期

昭 和59年11月12日(日)出 発

昭 和59年12月2日(日)帰 国



5。 調 査訪 問 先 お よ び 日程

国 名 訪 問 先 名 ・ 住 所 訪 問 日 時

西 ドイツ ①GID(Ge8ellschaftfurInfoqmationundDokumentationGmbH:、 11月19日(月)10:00～

情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン協 会)

住i所:LvonerStra8se44-48.P.O.Box710370,D-6000Frankfu.rt

amMain71

②A.FI(A.rbeitsgemeinschaftfi∫rFachinformation) 11月19日(月)12:00～

住 所:Herriot8traβe5.D-6000Frankfurt71

③FachinformationszentrumTechnike.V 11月19日(月)15:00～

住i所:Ostbahnhofstraβe13.Postfach600547.D-6000

Frankfurt/M.1

、
④INKA(InformationSystemKarisruhe 11月20日(火)10:00～

住 所:D-7514Eggenstein-Leonoldshahen2

ルクセ ン ⑤Euronet-DIANE(DirectInformationA.ccessNetworkfor 11月21日(水)14:30～

ブルグ Europe)

住 所:177.routed'E8chL-1471Luxembourg

西 ドイツ ⑥TitusTEXTIHNFORM 11月22日 休)15:00～

住 所:CromforderAllee22.D-4030Ratingen1

⑦GMD(GesellschaftfurMathematikundDatenverabeitung 11月23日(金)9:00～

mbH:数 理 デ ータ協 会)

住 所:Postfach1240.SchioβBirlinghoven.D-5205
7

St.Augu8tin1

⑧BMWI(Bnde8ministeriumfurWirtschaft:経 済 省) 11月23日(金)ll:00～

住 所:VillemomblerStr.76.5300Bonn1

面 接 者:Ms.Vierarer,Ms.Vellezier
.

フ ランス ⑨MI.DIST(Mi8sionInterministeriellede1'Information 11月26日(月)10:00～

ScientifiqueetTechuklue)

住 所:9.rueGeorgesPitard75015PARIS

⑩Telesy8tem-QuEsTEL 11月26日(月)15:00～

住 所:83/85.BoulevardVincentAuriol.75013PARIS

◎INRIA(InstitutNationaldeRecherchenInformati(lue 11月27日(火)10:00～

etenAutomatique)

住 所:DomainedeVoluceau-Rocuquencourt.B.P.105弓8150

LeChesnayCedexFRANCE

⑫CISI(CompagnieInternationaledeServicesenInformatique) 11月27日(火)14:30～

住 所:35..BoulevardBr皿e-75680.ParisCEDEX14

イギ リス ⑬A.DP(theAssociationofDatabaseProducer8) 11月28日(水)14:30～

住 所:GeosystemsP.O.Box1024.Westminster.London

SW1.UK

⑭ASLIB(TheAs80ciationforInformationManagement) 11月29日(木)10:00～

住 所:InformationHouse26-27Bo8wellStreetLondon

WCIN3fZ

⑮INPUT 11月30日(金)10:00～

住 所:AirworkHouse35PiccadillyLondonWIVgPB

(た だ し,セ ミナ ー1をTOWER.HOTELで 行 っ た)

講 演 者:Mr.K.L.Hocking(ロ ン ドン 支 社 長)

Mr.P.Line8(コ ン サ ル タ ン ト)
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1,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スの 分 類 とそ の構 造

デ ー タベ ー ス ・サ ー ド ス を デ ー タ ベ ニ ス ・サ ー チ∴サ ー ビス と同様 に捉 え,「 オ ン ライ ン,

バ ッチ ・モ ー ドの い ず れ か で あ るか を問 わず,デ ー タベ ー ス を処 理す る機 関(セ ン ター)に よ

っ て提 供 され るサ ー ビス が デ 「 タ ベ ー ス .・サ ー ビスで あ る。 セ ン ター とは,機 械 可 読 の 形 で

デ ー タ ベ ー ス を 入 手 レ ・ 自 らの 手 で そ れ を テ ー プまた は 磁 気 デ ィス クに 記 録 され て い る

形 態 で鯉 じ 特 殊 の揚 餅 の ぞい て ぱ デ ー タベ ー ス'サ 「 チ'サ ー ビスに とは つ

た コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン と そ の 管 理 に 責 任 を も っ
,q・ る 者 の こ と で あ る 。」Computer

ReadableBibli・g・aphicData'Ba・e・ ・ASIS・1
.979・)と 定 義 され て い る こ とが 多 い 。

しか し,む し ろ デ ー タ ベ ー ス ・サ ニ ビ ス は,そ の よ うに 狭 義 な もの と し て 扱 わ ず,「 文 献 情

報 や デ ー タ(こ れ は,数
、の 形 で あ ろ う と,文 字 の か た ち で あ ろ う と,あ る い は 画 像 が デ ィ ジ タ

ル 化 さ れ た 形 で あ ろ う と 問 わ な い),を デ ー タ ベ ー ス 化 し ,蓄 積 して お き,ユ ー ザ ー の 求 め に 応

じ て ・ そ れ ら を提 供 レて くれ る た め に 必 要 な す べ て の サ ー ビ ス 」 と定 義 す べ き で あ ろ う。 この

デ ー タ ベ ー ス'サ ー ビ ス を ・ どの よ う納 容 の サ ニ ビ ス を す るの か の 「サ ー ビ ス 分 割 ・ その

サ ー ビス を ど の 範 囲 に ま で す る の か の

諺:適 々 「サービ… 」・その一 ・…
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図1-1デ ー タベ ース ・サ ー どスの分 類 と

、 相 互関 係 を示 す 構 造 図,

、施 して い る機 関 の種 類 の 「サ ー ビス実

施 機 関 」 との3つ の 領域 に分 け て考 え

る こ とが で き る。 この領 域 は互 い に独

立 してい るの で,3次 元 の 構 造 と して,

デ ー タベ ース ・サ ー ビ スを表 す こ とが

で き る。 図1-1の 「デ ー タベ ース ・

サ ー ビスの 分 類 と相 互 関 係 を示 す構 造

.図 」 が それ で あ る。

現 存す る デ ー タベ ース ・サ ー ビろ を

分 析 してみ る と,こ の立 体 模 型 をつ く

りあ げて い る構 成 要 素(積 木)の どれ

か に,相当 す る。DIALOGの よ うな 検
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索 サ ー ビス を業 務 と してい る民 間 の 会社 は,プ ロデ ュ ーサ ーが作 成 し,公 開 してい る デ ー タベ

ー ス ・テー プを購 入 ,あ るい は リー ス して加 工 し,そ れ を 自社 の フ ァイ ル に蓄 積 してお き,国

際的 に広 く,誰 に対 して で も検 索,配 布 サ ー ビス を実 施 して い る。 これ は,私 企 業 に よ る.国

際的 な デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス と して分 類 で きる。 一 方,外 務 省 の情 報 資 料室 が資 料 を収 集 し

て 自分 で デ ー タベ ー ス をつ く り,そ れ を蓄 積 して お き,自 分 の省 内 にの み 資料 提 供 をす る とい

うの は,政 府 機 関 に よ る機 関 内の み の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スで あ る。 前 者 は,私 企業 に よ る

営 業 活動 で あ るか ら,で き るだ け安 い 原 価 で,で き るだ け多 数 の ユ ー ザ ーに サ ー ビスの提 供 を

して,で き るだ け大 きな利 益 を あ げ る こ とを 目 的 と して お り,そ の 中 心 とな る考 え は コス トで

あ る。 それ に対 して,後 者 は,コ ス トの 点 よ りは,正 確 性,機 密 性,安 全 性等 に中 心 を おい た

もの に な るの は 当 然 で あ る。 この よ うに,目 的,対 象 に よ って,デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 内

容 も形 態 も異 な って く る。 現 存 す る デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスは,こ の2つ の 例 の 間 に,そ れ ぞ

れ の 位 置 を占 めな が ら,い ろい ろな 形 で存 在 し活 動 を行 って い るの で あ る。

デ ー タベ ース ・サ ー ビス分担 の 内容 は,図 に示 され て い る よ うに,「 ① デ ー タベ ー スの 作成

② 蓄 積 ・検 索 ・処 理 ③ 通 信 ④ 情 報 提 供 」 とな り,そ れ ぞれ の サ ー ビス を業 務 と して い るの

が,「 ① プ ロデ ューサ ー ② セ ン タ ー ③ 通 信 業 者 ④ イ ン フ ォ ーメ ー シ ・ン ・ブ ロ ーカ ー'

情 報 仲 介者 」で あ る。 サ ー ビス分 担 に よ る業 務 の 区 分 は,近 年 までは徳 っ き り と して お り,1

つ の 企 業体 が2つ 以 上 の サ ー ビス分 担 をま た が って行 うとい うこ とは ほ とん どなか った 。 しか

し,自 分 の機 関 は1つ の サ ー ビ スを分 担 して い る よ りは,他 の サ ー ビス も分 担 した方 が 利 益 が

多 い とい う経 営上 の視 点 か ら,2つ 以上 の サ ー ビ ス分 担 に乗 り出 して きて い る企 業 も最 近 でて

きた。 それ に よ って,こ れ まで に な か った新 しい,い ろい ろ な問 題 を引 き起 こ してい る例 もあ

る。

本 稿 に お い て は,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスに お け る 「サ ー ビ ス分 担 」 を中 心 と して,ヨ ー ロ

ヅパ全 体,特 に フ ラ ンス,ド イ ツ,イ ギ リスの 現 状 に つ い て 概 観 す る。

2.デ ー タ ベ ー ス の 作 成

筑 波 大 学 学 術 情 報 処 理 セ ン タ ー に は,UTOPIA(UniversityofTsukubaOnline

ProcessingofInformation)と い う情 報 検 索 シ ス テ ム の も と に,29種 類 の 文 献 デ ー タ

ベ ー スが 収 録 さ れ て お り,1985年1月 現 在 で3,000万 部 近 い デ ー タ が 蓄 積 され て い る。 そ の

ほ と ん どは デ ー タ ベ ー ス 作 成 者 か ら購 入,あ る い は リ ー ス を した もの で あ る。 た だ1つ だ け

「DBDB(DataBaseofDataBases)」 と い うデ ー タベ ー ス は,セ ン タ ー が 内 部 参 考 資
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料 とす るた め に 自分 で作成 した もの で あ る。 このDBDBは,ア メ リカ情 報 科 学 会 が 出版 した文

献 デ ー タベ ー スに関 す る ソ ー ス ブ ック(M.E.WILLIAMSetaLComputerReadable

BibliographicData .Bases,ASIS,1980&1976)や その 他 の もの か らえ た 資料 を

も とに ・1976年 か ら作 成 して い る もの で,1985年1月 現 在 で774種 の文 献 デ ー タ ベ ー ス

に関 す る情 報 が収 録 され てい る。1981年3月 当時 には572種 の 文 献 データベース が 登 録 され

てい た が,そ れ らを対 象 に行 っ た調 査 の結 果 を以下 に紹 介 す る。

572種 の文 献 デ ータベ ー スの 中 で,48種 は 当時 にお い て す で に作 成 が 中 止 されて お り,3

種 は 作 成 は され て い るが磁 気 テ ー プの 形 では 市販 され て お らず,38種 は磁 気 テ ー プ と して 市

販 され てい るか ど うか が不 明 の もの で あ った。 したが っ て,磁 気 テ ー プの 形態 で市 販 され て い

る こ とが は っ き りと して1い る もの は428種 で あ る。 この428種 を 対象 に ,デ 一夕ベ 「 ス作 成

者 に関 す るい ろ い ろ な 統 計 を と ってみ た 。 現 時 点 では,DBDBに 当 時 と比 べ る と約200種

の文 献 デ ー タベ ースに 関 す る情報 が加 わ ってい るが,こ れ らの ほ とん どは 小 規 模 の デ ー タベ ー

ス で あ り.ま た作 成 者 もアメ リカの 私 企 業 が 多 い。 現 在,新 た に統 計 を取 り直 してい るが,本

稿 で論 じる デー タベ ー ス作 成 に関 す る一 般 的 な 問 題点 は,こ こ で指 摘 す る傾 向 が ます ます 大 き

くな って い るこ とは あ って も,問 題 が解 消 あ るい は軽 減す る とい う傾 向 は見 受 け られ ない 。 本

稿 で は,1981年 の調 査 を も とに,デ ータベ ー ス作 成 に 関す る一 般 的 な 問 題 点 を指 摘 して み る。

(1)デ ー タベ ー スの作 成 国

1976年 に お い て は,全 世 界 で作 成 され て い るデ ータベ ー ス の種 類 数 で66.1%が アメ リカ で

生 産 され てい た。 図1-2の 「国 別 の デ

。 ぷ 一夕ベ ース作 成 状 捌 に示 され て 、、る よ

、纐
食 う に,1980年 に は49.5%と な り,一 見

C♂o
■ゼ.

4● .5

臼.ハ

図1-2国 別 デ ー タベ ー ス作 成 状 況

デ ー タ ベ ー ス 作 成 に つ い て の ア メ リ カ の

地 位 が 低 くな っ た か の よ うに み え る。 し

か し,1976年 に はDBDBに 入 っ て い

な か っ た 日本,東 ドイ ツ,オ ー ス ト ラ リ

ア等 の 国 々 の デ ー タ が 加 え ら れ た こ と,

1976年 に は1つ の デー タ ベ ー ス と し て

取 り扱 わ れ て い たPASCAL(Programme

ApPliquealaCompilation

AUtomatiquesdelaLiterature)
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とい う フラン スの デ ータベ ー ス を,1980年 には38種 の もの に分 け た ことによる影 響 が大 きい。

それ を と り除 い て計 算 す る と56.8%と な り,1976年 とあ ま り変 わ らな くな る。

こ の よ うに デ ー タベ ース の作 成 にお い て,ア メ リカの 占め て い る地 位 は極 め て大 きい とい え

る。 しか も,こ れ は 文 献 デ ー タ ベ ー ス種 類数 の 統 計 で あ り,デ ー タベ ース 化 され た 文 献 数 に

よ る統 計 では な い。 科 学 技 術 研究 に お い て重 要 と され てい る デ ー タベ ー スの 中,2/3位 が ア メ

リカ で作成 され てお り,そ れ らは い ず れ も巨大 な デ ー タベ ー スで あ り,1年 間 に収 録 され る文

献 数 が 年 毎に 増加 しつつ あ る とい う現 状 か らみ る と,情 報 の ア メ リ カ集 中 と い う傾 向 は増 大

こそす れ,減 少 は してい な い と考 え られ る。 この 情 報 の 偏 在 とい う現象 が,デ ー タベ ー ス ・サ

ー ビ スの 現状 に もは ね か え り ,い ろい ろ な問題 が 派生 して きて い る。

(2)デ ー タベ ー スに用 い られ て い る言 語

ア メ リカ,イ ギ リ'ス,オ ー ス トラ リア,カ ナ ダ とい うよ うな,英 語 を母 国語 とす る国 で 作 成

され る デ ータベ ー スが全 体 の68.5%を 占 め て い る 。 これ らの 国 で作 成 され た デー タベ ー スが'

用 語 と して は英 語 を用 い て い るの は 当 然 で あ る。 それ 以 外 の 国 に よ って作 成 され た デ ー タベ ー

スで も,フ ラン スのPASCALと,日 本 のJICSTデ ー タ ベ ー ス以 外 はす べ て英 語 が用 い られ

てい る。 しか も,PASCALは フ ラ ンス語 と英 語 との 混 在 で あ り,論 文 の オ リジ ナル ・タ イ ト

ル が 英 語 以外 の言 語 の 場 合 は,必 ず 翻訳 され た英 語 タイ トル がつ け られ て い る。

1980年 以 後 にDBDBに 追 加 され た デー タベ ー スの中 に は,英 語 以外 の言 語 を用 い てい る も

の も僅 か なが ら見 受 け られ る。 い ず れ も,自 国 内の 英 語 の 読 め な い特 定 グル ー プ を対 象 に した

もの で あ り,国 際 的 流 通 を 目指 した もの では な い。 それ らの 多 くは,公 的機 関 に よ り作 成 され

て い るが,私 企 業 に よ り作 成 され てい る もの は 流 通 範 囲 が 限 られ て い るた め に,経 済 的 に独 立

で きず 作 成 の た め の 費用 の 多 くを 公的 機 関 の 援 助 に頼 って い る。

以 上 の事 実 は,国 際学 術用 語 と して の英 語 の 位 置 を示 して い る もの で あ ろ うが,デ ー タベ ー

ス の分 野 にお け る英 語 の 重 要 性,優 位 性 を明 確 に 示 して い る。

(3)デ ータベ ー スを作 成 して い る機 関 の種 別

1976年 と1980年 を比較 す る と,ア メ リカに お け る デ ー タベ ー ス作 成 者 と して の政 府 ・国

際機 関の 占 め る地 位 は,そ れ 以外 の 国 と比 べ る と低 くな っ て い る。 アメ リカのみ の 比 較 で も,

1976年 以 前 にな され た調 査 と1976年 との 間 で,あ るい は1976年 と1980年 との 間 で は,

作 成 され てい るデ ー タベ ー スの 実 数 に お いて も,合 計 に対 す る比 率 で も,政 府 ・国 際機 関 が デ

ー タベ ー ス作 成 に 占 め る地位 は 低 くな ってい る。 この事実 の ほか,そ れ らの 機 関 か ら非 営 利 団体

に だ され て い た補助 金 の 削減 あ る いは 打 ち 切 り とい うこ と を考 え る と,ア メ リカ にお い て は,
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表1-1機 関種 別 に よ るデ ー タベ ー スの作 成 数

ア メ リ カ ア メ リ カ以外 合 計

1976 1980 1976 1980 1976 1980

政府 ・国際機関

44

(265)

38

(16.6)

39

(459)

138

(54.5)

83

(33.1)

176

(365)

営 利 団 体

99

(596)

113

(49.3)

41

(48.3)

87

(34.4)

140

(55.3)

200

(41.5)

私 企 業
23

(139)

78

(34.1)

5

(5.9)

28

(11.1)

28

(11.2)

106

(220)

合 計 166 229 85 253 251 482

(注)カ ッ コ内 は,合 計 にた い す る比 率(%)を 示 す 。

デ ー タベ ース作 成 の 中心 が政 府 サ イ ドか ら民 間 サ イ ドへ と移 り変 わ りつ つ あ る とい うこ とが で

き よ う。

私 企 業 に よ って デ 一 夕ベ ー ズが作 成 され て い るのは,ア メ リカの78種 以 外 で は,イ ギ リス の

10種,カ ナ ダの9種,オ ラ ンダの6種,フ ラ ン ス,ル ク セ ン ブル グ,日 本 の1極 ず つ だ け に しか

す ぎ ない。

(4)デ ータベ ー スが カバ ー して い る学 問領 域 と情 報 源

表1-2デ ー タベ ー ス に収 録 され て い る学 問 領域 別文 献 数

全 数
磁気 テープ購 入可 オンライン検索可能

種類数 デ ー タ数 種類数 デ ー タ 数(%)

科 学 ・ 技 術 365 302 198,839 275 101,312(93.1)

社会 ・人 文科学 237 195 48,515 183 47,026(96.9)

医学 ・生命科学 156 128 47,280 116 45,825(96.9)

複 数 領 域 93 79 38,103 73 37,448(98.3)

芸 術 31 27 8,702 23 8,231(94.6)

全 数 572 482 140,044 442 131,630(94.0)

(注)デ ー タ数 の 単 位 は1,000。%は,購 入 可 能 デ ー タ数 に 対 す る比 率 で あ る。
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市 販 され て い るデ ータ ベ ー スに は,科 学 ・技 術 と医 学 ・生 命 科 学 の 領域 の もの が 多 く,複 数

領域 に分 類 され てい る もの はす べ て この 両 領 域 を も含 ん でい る。482種 の 市 販 デ ー タベ ー スの

中 で,こ の 両領 域 に関係 の な い もの は104種 だけ で あ り,全 体 の78.4%の もの が この両領域に

関 連 してい る。しか し,全 体 に 占 め る 割 合 は1976年 と比べ る と減少 して お り,社 会 ・人 文

科 学 領 域 の もの,特 に法 律 関 係 の 分野 の もの の増 加 が 目立 つ。

デ ー タベ ー ス作 成 の 情報 源 と して は,雑 誌(学 協 会 誌)が 多 い 。1つ の デ ー タベ ー スが収 録

した 文 献 の 情 報 源 の 中,雑 誌 か らの 収 録 が最 も多 い もの は全 体 の80%以 上 にな っ てい る。 雑

誌 に投 稿 して掲 載 され るま でに1年 以 上 か か るの が普 通 で あ り,場 合 に よ る と1年 半 も2年 も

か か る現 状 で あ る。 その た め,出 版 され た 雑誌 か らデ ー タベ ー スを作 成 す るの で は,日 進 月 歩

してい る研 究 の第 一 線 に い る研 究 者 の ニ ー ドに応 え られ ない とい う声 が近 年 強 くな った。 その

た め,著 者 校 正 あ る い は原 稿 が ア ク セ プ トされ た段 階 で資料 を収 集 して,デ ー タベ ー スをっ

く る とい うこ とが す で に い くっ か の 私 企業 で な され て い る。

(5)デ ータベ ース作 成 が開 始 され た時 期

図1二3「 主 要4ケ 国 の デ ー タベ ー ス作 成 開 始年 別累 積 グラ フ 」 は,ア メ リカ,イ ギ リス,

フ ラ ン ス,カ ナ ダの4ケ 国 で現 在 作 成 され て い る デ ー タベ ー スが,何 年 に作 り始 め られた か を

調 べ,現 在 種 数(100)に 到 達 す るま で に どの よ うな 経 年変 化 を して きたか を示 した 図 で あ る。
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図1-3主 要4ケ 国 の デ ー タベ ース作成 開 始年 別累 積 グ ラ フ
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この 図 か ら知 られ る よ うに,ア メ リカは 平 均 した増 加 をみ せ て い るが,そ れ 以 外 の 国 で は1970

年 か ら1974年 頃 の間 に お け る伸 び が 目立 って い る。 これ は.こ の 時期 に各 国 と も政 府 機 関 の

手 に よ り,あ る い は 補 助 金 に よ る デ ー タベ ー ス作 成 が奨 励 さ れ た た め で あ る。フ ラ ン ス で

は,1980年 に 存 在 して い る デ ー タベ ー スの ほ とん ど全 ての もの が,こ の時 期 に作 成 を 開始 し

てい る。 しか し,1980年 か ら情 報 立 国 を 目指 した大 統 領 の 指 示 の もとに5ケ 年 計 画 で デ ータ

ベ ー ス作成 に 対 して 補 助金 をだ し,奨 励 を再 開 した結 果,デ ー タベ ー スの作 成 は さ らに盛 ん に

な る とと もに 確 固 た る 基 礎 固 め が で きた 。

㈲ デ ー タベ ー ス作 成 に 関す る政 策

ア メ リ カ

アメ リカ で は,1957年 に ソ連が 世 界 最 初 に打 ち上 げ た人 工 衛 星 ス プ ー トニ ックに シ ョ ック

を うけ て,科 学 技 術 振 興 の ため の 諸 政 策 が 立 案 さ れ 実 行 され た 。 それ らの政 策 立 案 過 程 で科

学 技 術 情 報 の 流 通 の 重 要 性 が 認識 され,1963年 に 「科 学,政 府,情 報 」 と題 す る ワ イ ンバ ー

グ報 告 書 が だ され た 。 この 報 告 書 の勧 告 に基 づ き,「 国 費,公 費 に よ って 行 わ れ た研 究 ・開 発

の成 果 物 で あ る技 術 報 告,デ ータ類 の 公 知 と配布 の一 元 化 」 を担 当 す る ク リア リン グ ・セ ン タ

ーとして商務 省 にOTS(OfficeofTedmicalService)を 設 立 した
。 さ らに,「 公 的 な 資 金 に よ

り現 在 実 施 さ れ て い る 研 究 ・開 発 に関 す る情 報 」に関 す る ク リア リング ・セ ンタ ーにSSIE

(SmithonianScienceInformationExchange)を 中央 図書 館 と して,出 版 物 の カ 夕

日ギ ング ・セ ンタ ーの 役 割 を議 会 図書 館(LC-LibraryofCongress)に 担 当 せ しめ た。

1964年 にOTSは ・CFSTI(ClearinghouseforFederalScientificand

TechnicalInformation)に 改 組 され.現 在 はNTIS(NationalTechnicalInfor-

mationService)に な ってい る。 この1964年 は,ア メ リ カに お け るデ ータベ ー ス元 年 と

も い うべ き 年 で,NASA,NLM,CAS,NTIS等 の 現在 も続 い てい る科 学 技 術 分 野 で 重 要

な 大 型 デ ー タベ ー スの作 成 が政 府 機 関 の 手,あ るい は補 助 金 に よ っ て開 始 され て い る。1985

年 に はERIC(EducationalResearchInformationCenter)が 国立 教 育 研 究所 内 に

設 立 され,現 在 ま で情 報 収 集 ・流 布活 動 を続 け てい る。

この よ うに.ス プ ー トニ ック ・シ ョックに よ り刺 激 を受 け て活 動 を開 始 した ア メ リカの科 学

技 術 情 報流 通 の た め の政 府 の 取 り組 み ・援 助 は,科 学 技 術 の各 分 野 に も進 め られ,巨 額 の 国 費

1を支 出 して その 振 興 に っ とめ た。 その 結 果,今 日 に お け る ア メ リ カ の 科 学 技 術情 報 流 通 の

た め の シス テ ムの 骨 組 み が 同 時期 に 完 成 した の で あ る。

しか し,ア メ リ カは政 策 と して,一 貫 して民 間 企 業 の活 力 に よ る国 の 繁 栄 とい うこ と を重視
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して お り,可 能 な 限 りデー タベ ー スの作 成 ・流 通 の民 間 へ の移 行 を進 め る た め,政 府 機 関 以 外

へ の デ ー タベ ース作 成 に関 す る 補 助 金 を 年 を経 る と と もに逓 減 させ る方 策 を と った。 その 結

果,民 間企業 に お い て は競争 の原 理 が生 か され,コ マ ー シ ャル ・ベ ー スの デ ー タベ ー スを急 激

に発 展 させ る こ とに な った 。

そ の 後,1979年 に カ ー ター 大統 領 は,技 術 革 新 に お け る世 界 の指 導 者 と して の ア メ リカの

地 位 が 脅 か され て い る こ とを強 調 し,外 国 の科 学 技 術 情 報 の 積極 的 導入 を最 重 点 政 策 と した 。

その 結 果,NTIS等 は積 極 的 に外 国 の 科 学 技 術 情 報 の収集 ・流 通へ 動 きだ した 。

イ ギ リ ス

イ ギ リスで は,デ ー タベ ー ス作成 の ため の 政 府 の施 策 とい う もの は,ご く最 近 に い た るま で

ほ とん どな され ず,民 間 の活動 に よ る と ころ が大 きか った 。 ア メ リ カの 大 デ ー タベ ー ス作 成 者

が 手 をつ け て い な い よ うな専 門的 分 野 の デ ー タベ ー スの作 成 が な され てい るが.大 き な デ ー タ

ベ ー ス と して はCAB(Commonwealth.AgriculturalBureaux),INSPEC(lnforma-

tionServicesforthePhysicsandEngineeringCommunities)が あ る。 しか

し,ア メ リカの 大 きな デ ータ ベ ー ス作 成 者 の ほ とん どが,デ ータベ ース化 の初 期 に お い て政 府

か らの援助金 を うけ,そ れ によって基盤 を作 った の に対 し,イ ギ リスで はCABに 対 し1969年

に政 府 の援 助 の も とにASLIBに よ り フ ィー ジビリテ ィ ・スタデ ィが行 わ れ た 程 度 で あ る。

イギ リスの基 本 的情 報技 術 の 劣 勢 を挽 回 し,日 本 の 第5世 代 コン ピュー タ ・プ ロ ジ ェク トに

対 応 す るた め に,1982年 に 情 報 技 術 相 は 情 報 政 策 検討 の た めの 委員 会 を設 置 した。 その報

告 は,委 員長J.ALVEY氏 の名 前 か らALVEYREPORTと よ ばれ て い る。 この リポ ー トに

基 づ き 「高 度 情報 振 興 プロ グ ラム 」 と して,1983年4月 か ら実 施 に入 った。 この プ ロ グラ ム

の 特 徴 は,単 に ハ ー ドウ ェアや ソ フ トウ ェアの 振 興 の み で な く,デ ー タベ ー スの振 興 を も重 要

な 目標 として い る こ とであ る。10年 計 画 で あ るが,最 初 の5年 間 に3億5千 万 ポ ン ドの 支 出 を

予 定 し,そ の 中の5百 万 ポ ン ドが デ ー タベ ース振 興 に あて られ る こ とに な って い る。 一 方,総

理 府 情 報 技 術 パ ネル は,情 報 産 業 の将 来 に注 目,情 報技 術 の 中 で もハ ー ドウ ェア及 び ソ フ トウ

ェア よ り もデ ー タ ベ ー ス 関 係 に 力 をいれ るこ とに な った。 政府 と して は,民 間 が今 後 も主 力

と な って い くよ うに振 興策 を講 じ,世 界 の市 場 で重 要 な地 位 を 占め る こ とを狙 って い る。
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西 ド イ ツ

西 ドイ ツで は,1974年 に作 られ た 「情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ・ン振 興 の た め の連 邦 政 府 プ ロ

グ ラム(IUD計 画)」 で,1974～1977年 の4ケ 年 計 画 と して,専 門 情 報 機 関 の 設 立 が 立

案 され た。 これ は,学 問全分野 を網羅する専門情報活動 を16分 野 に分類(そ の後4分 野追加

し,合 計20)し,そ れ ぞ れ に専 門 情 報 セ ンタ ー を設 立 しよ う と した(表1-3参 照)。 この 活

動 の た め に1975～1980年 に,約4億 ドイ ツマ ル ク が 支 出 さ れ て い る。 ま たttl984年 の 投

表1-31uD計 画 に よ る専 門 別情 報 機 関

二 次 情 報 機 関

主 務 官 庁 一 次 情 報 機 関

番号 IUDシ ステム内の位置 所 在 地 中 心 機 関

1 医学 ・生物学 ・衛生 ・ ケ ル ン DIMDI 青年家庭保健省 医学中央図書館
ス ポ ーツ (ケ ル ン)

2 農 林 ・営林 ボ ン ZADI 食糧農林省 農学中央図書館
(ボ ン)

3 化 学 ベ ル リ ン FIZChemie 研究技術省 技術情報図書館
4 エ ネ ル ギ ー ・数 学 ・ カ ー ル ス ル ー エ FIZ4 研究技術者 (TIB)
物理 ・宇宙 (ハ ノ ーバ)

5 冶金 ・金属材料 ベ ル リ ン BAM 経 済 省
6 鉱山学 ・地球科学 ハ ノ ー バ GEOFIZ 経 済 省
7 交通 ・運輸 ケ ル ン BAST 交 通 省
8 土木建築 ・都市計画 ス タ ッ ト ガ ル ト IRB 国土利用 ・建設

都市計画省
9 民生物資 フ ラ ン ク フ ル ト ZTDI 経 済 省

10 経 済 ハ ン ブ ル グ 経 済 省 経済科学中央図書館
(キ ール)

11 法 律 ボ ン 法務省(BMJ)内 のJURIS 法 務 省
シ ス テ ム

12 教 育 ミ ュ ン ヘ ン DOPAED 教育学術省 ベ ル リ ン

13 社会科学 ボ ン Infomationszentrum 研究技術省 国立図書館
Sozialwissenschaften ミ ュ ン ヘ ン

14 人 文 サ ー ブ ル ゲ ン Geisteswissenschaften 研究技術省 国立図書館
Informationsstelle

Universitatsdes

Saarlandes
15 政治学 ・国際関係 ハ ン ブ ル グ StiftungDeutsches 外務省

UberseeInstitut 経済協力省

16 工学(機 械電気) フ ラ ン ク フ ル ト FIZTechnike・V. 経 済 省 技術情報図書館
(ハ ノ ーバ)

17 特 許 ミ ュ ン ヘ ン 特 許 庁(DeutschePaten一 同 左
tamt)

18 規 格 ・規定DITR ベ ル リ ン DeutschesInfomations一 同 左 、
zentrumfurtechnische

Regeln

19 環境UMPLIS ベ ル リ ン UmweltSplanUngS一 同 左
Infomationssystem

20 研究計画FORIST フ ラ ン ク フ ル ト Forschungsinfomations一 同 左
stel▲e
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表1-4専 門 情 報 セ ン タ ーへ の 各省 の投 資額

(単 位 マル ク)

Ressort
1982年 1983年 1984年 『 1985年 1986年 1987年

BMFT研 究 技 術省789140007245700073168000802350008448000087400000

BML食 糧 農林 省7000000600000060000006000000600000q6000000

BMJ法 務 省570900057100005500000

BMV交 通 省300000300000390000390000300000300000

BMI内 務 省322600034450003495000357500036850003800000

BMJFG青 年家庭保険者212620002335200023106000231770002272700022727000

BMWi経 済 省334200011280000120000001240000098000009800000

合 計119753000122544000123659000125777000126992000130027000

資 総 額 は1.24億DMで あ った(表1-4参 照)。 計 画 さ れ た センタ ーの 中 で,今 日ま で に完 成

した の は9分 野 で あ る。9っ の セ ンタ ーは,そ れ ぞ れの 担 当 す る分 野 の デ ー タベ ースの作 成 を

行 ってい る 。この 中 には,国 際 協 力 に よ るAGRIS,MEDLINE,INIS等 の 国 際 的 な デ ー タ

ベ ー スへ の 入 力 デ ータの 作 成 も含 まれ ている 。使 用 言 語 は,初 期 には ドイツ語 の もの も複 数 あ

った が,ド イツ語 では他 国 へ 市場 を拡 げ る こ とは困 難 な た め,自 国 内 の英 語 が よ くで きな い 工

業 従 事 者 を対 象 とす る工業 関係 の デー タベ ースの ほか は 次 第 に英 語 に と って 代 わ って きた 。

GIDで は,ド イ ツ語 のみの デ ータベ ースに っいては,今 後,英 独 の2ケ 国語 に よることを薦 めてい る。

IUD計 画 は1984年 度 で打 ち切 りに な り,今 後 は1985年 度 か ら開 始 す る 新 た な長 期 計 画

に 基 づ く情 報 政策 の中 で デ ー タベ ース分 野 が見 直 され る こ とに な った。 化 学分 野 を担 当 す る

FIZ3は,自 力 で デー タベ ース を作 る こ とは以 前 か ら行 わ ずCAに 協 力 して デ ー タの 入 力 を受

け 持 ってい た が,見 直 しの結 果,化 学 情 報分 野 の不 整備 が指 摘 され 最 近 のINKAとCAの 契

約 に よ るSTNの 設立 とい った行 為 が 生 まれ るに 至 って い る。
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フ ラ ン ス

フ ラ ン スで は,「 他 国製 デ ータベ ー スへ の 依 存 は,文 化 的 植 民 地 と な り国家 的危 機 につ な

が る 」 との か って の ノ ラ ・レ ポー トの影 響 もあ り,デ ー タベ ー ス振 興 の た め に 政府 に よ る積 極

的 な政 策 が 展 開 され て い る。1973年 に,フ ラン スにお け る経 済社 会発 展政 策 の一 環 と して の

情 報 政 策,情 報 協 力 の 推進 機 関 と して設 立 され たBNISTは,1979年 に 発 展 解 消 してMIDI

ST(MissionInterministerielledel'InformationScientifiqueet

Technique)と して新 発 足 した 。

MIDISTは,フ ラ ン スの科 学 技 術 情 報 に関 す る全 省 庁 の横 割 機 関 と して デ ー タベ ー ス振 興

に取 り組 ん でい る。1984年 の予 算 は3,000万 フラ ンで あ り,そ の 中 心 はQUESTELへ の 支

援,DARCの サービス体 制 の確 立 が含 まれ て い る。フ ラン スで の 主 要 な 科 学 技 術分 野 の デ ー タ

ベ ー ス作成 は,CNRS(CentreNationaldeReseachScientifique)に 集 中 してお り,

年 間 約50万 件 の理工 学,医 学 関係 の 文 献情 報 がPASCALに 入 力 され て い る。CNRS以 外 で

作 成 され て い るデ ータベ ー スに つい て は,作 成 開 始 当初 に は補 助 金 を与 え るが 次 第 に その 額 を

減 じ,経 済 的に も自立 させ る こと を政 策 と して い る。 しか し,現 実 と して,国 際 的 に重 要 と考

え られ る デ ー タベ ースは,継 続 して補 助金 を うけて い る。

DARCは,パ リ大 学 で 開発 され た化 学 構 造 式 の検 索 シス テム をベ ー ス に した検 索 シス テ ムで,

1984年 の 利 用 者 中,国 外 か らの 利 用 率 が全 体 の70%を 越 えて6る 。今 後 は,郵 政 省 傘 下 の

Telesystem-Questelを 中 心 に 国 内 デ ー タベ ー スの 統 合 化 を 図 ろ う と して い る。

フ ラ ン スの情 報 政策 は,国 際協 力活 動 の 中 で,ECで の 活 動 を最 も重 要 な課 題 と してい る。

1971年 にECのCIDIST(科 学技 術 ・ ドキ ュメ ンテ ーシ ・ン委 員 会)の 発 足 以 来,今 日 ま

で 一 貫 して,そ の活 動 推 進 に 努 力 を払 って い る。

EC

欧 州 で は,か って メ イ ン フ レ ーム分 野 で の アメ リカ企 業 進 出 に よ るに が い 経 験 か ら,ECと

して情 報分 野 に お け る数 々の 政策 が と られ て きた。 つ ま り.UNIDATAに 始 ま り,EURONET,

ESPRIT,1985tliElか ら始 ま る情 報 基 盤 整 備 長 期 計画 等 で あ る。

この う ちUNIDATAは,ア メ リカ製 メ イ ン フ レームへ の対 抗 と して打 ち出 され た プ ロジ ェ

ク トで あ った が,各 国 の 思 惑 のか らみか ら計 らず も挫折 す る結 果 とな った。 一方,1977年 に

はEC諸 国 をパ ケ ッ ト網 で接 続 す る新 た な プ ロジ ェク トと してEURONETが 打 ち出 され たが,

こ れは ヨ ー ロ ッパ諸 国 に お け るパ ケ ッ ト通 信 網 の設 立 を促 し,ほ ぼ初 期 の 目的 を達 成 した と言
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え る。

ECで は.1982年 に アメ リカ及 び 日本 に お け る情 報 産 業 の急 速 な発展 と,ヨ ー ロ ヅパ 市 場

へ の圧 迫 に対 す る危 機 感 か ら,緊 急 課 題 と して 「情 報 技 術 の研 究 開発 に関 す る ヨ ー ロ ッパ 戦 略

プ ロ グ ラム」(ESPRIT:EuropeanStrategicProgrammeofResearch&

DevelopmentinInformationTechnology)を 策 定 し,約50億 円の 予算 を計 上 した。

これ は マ イ ク ロエ レ ク トロニ クス,ソ フ トウ ェア,高 度 情 報 処 理,OA,統 合CAD/CAMの

諸 分 野 に つい て研 究 開 発 を行 う もの で,現 在 プ ロ ジ ェク トが 遂 行 され てい る。

これ とは別 に,ECで は1985年 か らの長 期 計 画 と して,情 報市 場 の発 展 を図 る2つ の プ ロ

ジ ェク トを掲 げ,2,300万ECド ル(約40億 円)を 計 上 した 。この うちの1つ が 情 報 の基 盤 整

備 に関 す る もの で,① 特 許 ② バ イオ ・テ ク ノロ ジ ー ③ 機 器 情 報 ④ 工 学 ⑤ 電 子 出 版(イ

メ ー ジ ・バ ン ク)⑥EC諸 国 間 の情 報格 差 の是 正 をテ ーマ と して 盛 り込 ん だ もの であ る。

特 に① か ら⑤ は,デ ー タベ ー ス をEC共 通 の 場 で 完 備 しよ うとす る もの で,フ ラ ン スのMIDI

STが 中心 とな って企 画 を 行 って い る。

(7)デ ータベ ース作 成 に つ い て の ま とめ

以 上,い くつか の 点 を指 摘 した が.こ れ らデ ー タベ ー スの 作 成 に つ いて の特 徴 を と りま とめ

て み ると,デ ータベ ー ス作 成 の キ ー とな ってい る もの は,次 の3点 で あ る。

① 国 の政 策 ② 利 用者 の ニー ド ③ 採 算 性

その 具体 的な1つ の 例 を.IndexofMathematicalPapersに み るこ とが で き る。 こ

の デ ー タベ ースは,全 米科 学 財 団(NSF)か らの 補 助金 に よ って,1970年 か らア メ リカ数 学

会 の 手 で作成 され 市 販 され てい た。 しか し,1976年 に補 助 金 が途 絶 え る と と もに作 成 が 中 止

され て しま った。 これは,数 学 とい う学 問領域 の研 究 者 の利 用 だ け で はオ ン ライ ン ・デ ー タベ

ー ス の作 成 の採 算 が とれ なか った ため で ,必 要 性 は 感 じ られ な が ら算 盤 が あ わな い た めに,作

成 を中 止 しな け れ ば な らな くな ったの で あ る。

一 方 ,他 の 分 野,例 えば 医学 ・生 命科 学 の分 野 で は,学 術 雑 誌 に で た論文 を デ ー タベ ー ス化

す るの で は,時 間 的 に も遅 くな り意 義 も小 さ くな るの で,情 報 を で き るだ け早 く入 手 す る必

要 が あ る。 ま た'そ の 分 野 の研 究 者 の数 も多 く,私 企 業 の研 究 所 等の 経 済 的 に も余 裕 の あ る所

も多 い 。 その ため に ・有 効 な情 報 を入手 す るた め に は あ る程 度 の経 費 の か か るの も止 む を得 な

い とい う ご とで ・相 当 に高 い価格 が付 け られ て も利 用 す る者 は い る。 したが っ て,利 潤 の 追 求

を 目的 とす る私 企 業 が ・特 別 な費 用 をか け て著 者校 正 刷 りや 原 稿 を集 め てデ ー タベ ー ス化 し,

市 販 し て も 十 分 に ペ イで きる の であ る。
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デ ー タベ ー ス作 成 が 私 企 業 と して 成 り立 つ た めに は,広 範 囲 の,で き るだ け 多 数 の利 用 者 に

使 用 して も ら う必 要 が あ る。 したが って,作 成 され るデ ー タベ ースは,利 用 者 の 多 い 分 野 で

英 語 の デ ー タベ ー スで あ る こ とが 必 須 であ る。 それ 以外 の 方 法 で デ ー タベ ー スの作 成 を しよ う

とす るな らば,公 的な ソ ースか らの 資 金 援助 を うけ るか,あ るい はRINGDOC(Rhamaceu-

ticalLiteratureDocumentation)が か って行 って い た よ うに,特 定 の 業 界(製 薬業 界)

にの み販 売 し,他 に は売 らな い とい うよ うに会 員 制 に して採 算 性 を確 立 してお くこ とが 必 要 で

あ ろ う。

こ れ か らデ ー タ ベ ー ス作 成 に の りだ そ うと して も,利 用 者 の 多 い 採 算 の とれ る分 野 はす

で に ア メ リカ を中 心 とす る プ ロデ ュー サ ーに よ っ て お さ え られ て お り,新 規 参 入 に は 非 常 な 困

難 が伴 うで あ ろ う。 デ ー タベ ース作 成 の 開 始 当初 は,政 府 か らの 補 助 金 を受 け る こ とが必 要 で

あ るが,で き るだ け早 い時 期 に 自立 す る ため に は,利 用 者 に 喜 ば れ る 分 野 で質 の 良 い 英 語 デ

ータベ ー ス を作 成 しな け れ ば な らな い
。 どの分 野 を対象 にす るか と と もに,ど の よ うな シス テ

ムに よ っ て英 語 デ ー タベ ー スを作 成 す るか熟 慮 す るこ とが 必 要 で あ る。

3.オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス 市 場

(1)ヨ ー ロ ッパ の デ ー タ ベ ー ス市 場 と そ の 将 来

デ ー タ ベ ー ス を 蓄 積 し,検 索 の 用 に 供 した り,あ る い は 蓄 積 され て い る デ ー タ を処 理 して 分

析 を 行 わ せ た りす る 業 者 は,セ ン タ ー とか デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー とか よ ば れ て い る 。 一 般 に オ

ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス 市 場 と よ ば れ る場 合 に は.こ れ ら セ ン タ ー や デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー の

市 場 を示 し て い る こ と が 多 い 。 今 回 の 訪 問 の 際,INPUTと い う国 際 シ ン ク タ ン ク で 受 け た セ

ミ ナ ー に お け る レ ポ ー ト,「FuropeanOn-LineDatabaseMarket,1984-1989」

(Oct.1984)に も,オ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー ス市 場 を そ の よ うな 意 味 に 用 い て い る 。 調 査 対

象 の ヨ ー ロ ッ パ の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス 市 場 の65%を,イ ギ リ ス.フ ラ ン ス,西 ドイ

ツ,イ タ リア の 西 ヨ ー ロ ッパ4カ 国 で 占 め て い る。 しか し,イ タ リア は 他 の3ケ 国 に 比 べ て オ

ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス利 用 の 度 合 は 低 く,ヨ 一 口 ヅパ に お け る オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス 市

場 の 中 心 は,イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,西 ドイ ツ で あ る と い え よ う。 以 下 は,こ の 報 告 書 を 中 心 と

して 取 りま と め た もの で あ る。

オ ン ラ イ ン デ ー タベ ー ス 市 場 の 成 長 を予 測 す る と,図1-4に 示 す よ うに,西 ヨ ー ロ ッパ
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図1-4ア メ リ カ と西 ヨ ー ロ ッパ と の1984年 か ら

1986年 に お け る オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス

市 場 の 発 展 の 比 較
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図1-5

フランス イタリア イギ リス 西 ドイツ

1984年 か ら1986年 の 国 別 データベ ース市 場 の発 展
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で は,1.984年 か ら1986年 にか け

て 年 平均31%の 急 激 な成 長 が期 待

で き る。 この背 景 に は,各 国政 府 の

情 報 振 興策 が効 果 を発 揮 し,徐 々に

で は あ るが 民 間 の 活 力 が育 まれ て き

た こ とが大 きい要 素 とな っ てい る。

1986年 以 降 は,市 場 の安 定 に よ っ

て,成 長 率 は 幾分 ス ロー ダ ウ ンす る

もの と予 測 され て い る。 しか し,ア

メ リカと比 較 した場合 には 成 長 率 は

依然 と して大 きい。 これ は1984年

の市 場 規模 が ア メ リカの7/1し か

な い とい う点,市 場 規模,ユ ー ザ ー

ニ ー ズ,情 報 産業 の 発 達状 況 を考 慮

す る と,西 ヨー ロ ッパに お け るオ ン

ラ イ ン ・デ ー タベ ー ス市 場 の,今 後

の 発 展 の可 能 性 を示 してい る と考 え

られ る。

図1-5は,1984年 か ら1986

年 の 間 に お け る西 ヨ ー ロ ッパ主 要4

ケ国 にお け る デ ータベ ー ス市 場 の 発

展 を予 測 した もの で あ る。 イ タ リ ア

は1985年 か らの公 共 パケ ット交 換

網 の運 用 開 始 に よ り,ま た,西 ドイ

ツは デ ータベ ース ・サー ビス網 の 整 備

と需 要の 拡 大 に よ り,市 場 が 大 き く

発 展 す る もの と期待 され る。

図1-6は,ど の 分 野の デ ー タベ

ー ス市 場 が 伸 び るか を予 測 した もの

で あ る。
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図1-6分 野 別 に よ る1984年 か ら1986年 の デ ータベ ー ス市場 の 伸 びの予 測

(2)現 在 の デ ータベ ー ス市 場 価 格 に対 す る情 報 提 供 業者 の 考 え と利益

表1-4は,現 在 の デ ー タベ ー ス市 場 価 格 を情 報提 供 業 者 が どの よ うに感 じて い るか を調 査

した結 果 であ る。西 ヨ ー ロ ッパ 全 体 と して は,「 適 当 であ る 」 と感 じて い る業者 が44%で ,

他の 半 数(28%)ず つ が 「高 す ぎ る 」,「 安 す ぎ る」 に分 か れ て い る。 これ は,現 在 の 価 格 が

適 当 で あ るヒ とを示 して い る よ うに見 え る。 しか し,国 別 に比 較 を して み る と違 い が あ り ,興

味 深 い 。 国 家補 助 の大 きい 西 ドイ ツ,フ ラ ンス で は,現 在 の価 格 は安 す ぎる と感 じてお り,デ

ー タベ ー ス産業 の 発 達 して い な い イ タ リアで は高 す ぎ る と感 じてお り
,民 間 の 手 に よ って デ ー

タベ ー ス産業 が 発 達 し,活 発 な活 動 を してい るイギ リス で は適 当 であ る と感 じて い る
。 これ は,

国,あ るい は その 国 の 中 に お け る情 報 利 用 者 が 情 報 を どの 価 値 付 け てい るか に よ る もの であ

ろ う。
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表1-4デ ー タベ ー ス市 場 価 格 に 対 す る情 報提 供 業 者 の 考 え

国評価 フ ラ ン ス イ タ リ ア イ ギ リ ス 西 ド イ ツ 全 体

高す ぎる

適当であ る

安す ぎる

12%

38%

50%

53%

35%

12%

16%

68%

16%

10%

40%

50%

28%

44%

28%

情 報 提 供 業 者 が 利 益 を あ げて い るか ど うか の調 査 に対 して は ・ イ ン タ ビ ュー を行 っ た51

社 の 中 の 約60%に す ぎな い32社 しか 回答 を して い な い。19社(59%)が マ イ ナス で,3社

(9%)が トン トン,利 益 率 が5%以 内 が3社,5～15%が2社(6%),15～20%が3社.

20～25%が1社,25%以 上が1社 とな って い る。 この こ とは,現 時 点 に お いて は,デ ー タ

ベ ー ス産 業が 利益 をあ げ る と ころ まで は達 してい ない こ とを 示 して い る。

表1-5現 在 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スに対 す る価格 につ い ての ユ ー ザ ーの意 見

国ユーザー意 見 フ ラ ン ス イ タ リ ア イ ギ リ ス 西 ド イ ツ

非常 に高 価 であ る1 21% 11% 2% 0%

↑2 11% 0% 21% 25%

3 47% 45% 25% 59%

↓4 16% 33% 35% 8%

安 い 価 格 で あ る5 5% 11% 17% 8%

(3)現 在 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に対 す る価 格 につ い て の ユ ーザ ーの 意 見

現 在 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスに対 す る価 格 と して 市 場 価 格 をユ ー ザ ーが どの よ う}`感 じ

て い るか を,「 非常 に高価 で あ る」か ら 「サ ー ビスに比 べ る と安 い 価 格 で あ る」 ま で を5段 階

に 分 けて集 計 した結 果 が,表1-5に 示 され て い る。 この 結 果 か ら,フ ラ ン ス を 例 外 と し て

一 般 的に は ユ ーザ ーは,現 在 の価 格 をサ ー ビ ス と比べ て妥 当 な もの で あ る と判 断 して い る とみ

て よい で あ ろ う。
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表1-6ユ ーザ ーが言 及 した サ ー ビス提 供業 者 名 及 び 回数

言 及 さ れ た 頻 度

フ ラ ン ス イ タ リ ア イ ギ リ ス 西 ド イ ツ 合 計

Dialo9 10 4 40 2 56

ESA/IRS 9 5 17
一 31

SD(ンORBIT 7 4 18 _, 29

Pergamon-Infoline 2 一 20 1 23

Datastar 5 1 16 1 23

Blaise 一 『 19 一 19

Telesystems 13 2 一 一 15

Textline(Finsbury) 一 一
5

一 5

Dimdi 一 3 3 1 7

Eurolex 一 一 5 一 5

INKA 1 2 一 2 5

G-CAM 4 一 一 一 4

合 計 51 21 146 7 228

(4)ユ ー ザ ーの情 報 提 供 業者 に対 す る評 価

サ ン プ リングに よ り,対 象4ケ 国 の ユ ーザ ー109人 を選 び,50の オ ン ライ ン デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビス提供 者 に対 す る評 価 の 調査 を行 った。 表1-6は,そ れ ぞれ の サ ー ビス提 供 者 に

つ い て言 及 され た 回 答 を 国 別 に取 りま とめ た もの であ る。言 及 され た こ とを,興 味 が あ る,あ

るい は利 用 して い る とい うこ と と同 じ と考 え る と,こ の 表 か らDIALOGは,各 国 で同 じよ う

に利 用 されて い るが,そ れ 以 外 の サ ー ビス提供 業 者 の利 用 は 国 に よ って異 な り,何 れ の 国 も自

国 で行 ってい る情 報 提 供 サ ー ビス を利用 して い る とい うこ とが 知 られ る。
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1

鰯.デ ー タ の 質

2

11川1利 用 し 易 さ

3

iiiサー ビ ス 全 般

4 5

図1-7情 報提 供 業 者 に たい す る5段 階 法 に よ るユ ー ザ ーの評 価

各 オ ン ラ イ ン ・デ ータベ ース ・サ ー ビス提 供 業 者 が提供 して い る デ ー タベ ー ス検 索 サ ー ビス

に つ い て 「デ ー タの質 」,「 利 用 し易 さ」.「 サ ー ビス全 体 」 の3つ の 観 点 か ら ,5段 階法 に

ょ り,ユ ーザ ーに評価 して も らった結 果 が 図1-7に 示 され て い る。 これ らの うち ,「 デ ー タ

の 質 」 は プ ロ デ ュ ーサー が主 と して責 任 を もつ べ き もの で あ り ,「 利 用 し易 さ」 と 「サ ー ビス

全 般 」 につ い て が'サ ー ビス提供 業 者 と して責 任 を とるべ き もの で あ る。

この 結 果 か ら'い ずれ の情 報 提供 サ ー ビス業 者 に対 して も良 い評 価 が な され て お り ,現 在 の

サ ー ビス に対 して ・全 般 的 にみ る とあ ま り大 きな問 題は 感 じて い ない よ うに み え る。

図1-8は ・オ ンライ ン ・デ ータベ ー ス ・サ ービスに対 して,ど の よ うな点 で便 利 さを感 じて

い るか の 調 査 結 果 で,一 方,図 一9は どの よ うな点 に問 題 が あ るか の調 査 結 果 で あ る
。 い ずれ
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の 図に も,そ の 問 題 に 言 及 した 調 査対 象 者 の 人 数 と,言 及 した 問題 が 良 い方,あ るい は悪 い方

か ら何 番 目の 問題 であ るか の 順位 を つ け させ た 平均 順 位 が 示 されてい る。この結果 か ら,ユ ーザ

ーは オ ンライ ン ・データベ ー ス ・サー ビスを便利な もの と して その 価 値 を認 めてい ることが明確 であ

る。 しか し,そ の た め に必 要 な経 費 が か か りす ぎる とい うこ と,ま た,情 報提 供 業者 が 変 わ る度

に検 索 の た めの言 語(命 令)が 違 うとい う こ とに不 便 を感 じてい る者 が 多 い こ とが 知 られ る。

図1-8

ア クセ ス ・ス ピー ド

利 用 範 囲

ア ップ ・デ ー ト

情 報 へ の広 範 な ア ク セ ス

ア クセ ス の容 易 さ

プリント・サ ーチ よ り容 易 である

柔 軟 性

コ ス ト ・セ ー フ

コ ンセ プ トの 結 合

顧 客 へ の よ り良 い サ ー ビス

ア ブ ス トラ ク ト

オフライン ・カ ン トの スピード化

71Z

31

11

020406080.10012

ユ ー ザ ー に よ っ て 指 摘 さ れ た オ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス の 便 利 な 点
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図1-9ユ ー ザ ー に よ っ て 指 摘 され た オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 問 題 点
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ランク 特 徴/サ ー ビ ス 評 価
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12
ホ ス ト上 で の プライベ ート ・デ ータベ ース ・

サ ー ビス
4
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13 格 納 さ れ て い る イ メー ジの ア ク セ ス ・4
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4
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デ ィシ ジ ョン ・サ ポ ー ト ・サ ー ビス

配 送 方 法 の 柔 軟 性 /
り
!

♂

ユ ー ザ ー評 価 ベ ンダー評価

1.0:低 ～3.0高

図1-10ユ ーザーの オンライン検 索 システムへ の改 良 の 要 望 と業 者 の 考 え てい る重 要 点

(5)現 行 シ ス テ ムへ の ユ ーザ ーの 要 望

図1-10は,ユ ーザ ー とサー ビス提 供 者 とを対 象 に,現 行 シス テ ム を改 善 す る際 に どの項 目

に 重 点 をお くか を3段 階法 で点 数 をつ け させ,そ れ ぞれ の グル ー プ毎 に平 均 点 を とっ た もの を

図 と して 示 し た もの で あ る。第 一 に重 要 だ と考 えて い るの が,ユ ー ザ ー は 検 索 は1つ の フ ァ

イ ル を対 象 とす るの で は な く,複 数 の ファイルをオー プンに して,同 時 に 複 数 フ ァイル の検 索 が

可 能 に な る こ と を 望ん で い るの に対 して ・ サ ー ビ ス供 給 者 側 は シ ステ ム毎 に定 め られ た端 末

を使 用 す るよ りは,パ ー ソナル コン ピュータ を端 末 と して使 うことだ と して い る。 この よ うに,

両 者 の 間 に は その 立 場 に よ って 重要 と してい る ことが違 って い る。
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4.通 信 回線 の 状 況

EC諸 国 に お け る情報 流通 網 の確 立 の た め に,ECで は1977年 にEC諸 国 を パ ケ ッ ト網 で

接 続 す る プ ロジ ェク トと して,EURONETの 構 想 を打 ち出 した。1979年 に20の デ ー タベ

ース ・セ ンタ ー を接 続 して サ ー ビス を開 始 した。 しか し,そ の後,各 国独 自の パ ケ ッ ト交 換網

が整 備 され,現 在EURONETを 利 用 してい るの は イ タ リアとオ ラ ン ダの み に過 ぎ ない 。 イ タ リ

アは,1985年 に 独 自の パ ケ ッ ト交 換 網ITAPACを 完 成 させ,運 用 に入 る ことが 決 定 して い

る。 その た めECで は,EURONETが 各 国 のパ ケ ッ ト網 の 推 進 に起 爆 剤 と して の役 目を果た し.

その 所 期 の 目的 を 十 分 に果 た した と評 価 を し,1984年 を も ってEURONETの サ ーU"ス を完

了 し,そ の 後 は 各 国 間 の パ ケ ッ ト網 の 直 接 の 接続 に まか せ るこ とに してい る。

な お,EURONETの 終 結 に 伴 い.オ ンライ ン ・データ ・アクセス ・サー ビス と して著 名 なDI

ANEは,ト レー ドマーク と して その ま ま残 す こ とに な って い る。 ま た,各 国 に 共 通 して また が

って存在 す る問 題,例 えば共 通 言 語 の 開発,自 動 翻 訳.パ ス ワー ドの統一,通 貨 交 換 レー ト,

通 貨 交 換 等 につ い て は,ECHO(EuropeanCommisionHostOrganization)の 場 で議

論 す る こ とに して い る。

図1-11は,西 ヨー ロッパ各 国 で使 用 され て い る通信 回線 の 現 状 と1985年 の 予 測 で あ る。

西 ヨ ー ロ ッパ全 体 と しての 値 は グ ラ フ と して,各 国 別 の値 は数 値 と して 示 され て い る。1984

年 と1985tEEと の 間 で,公 共 パ ケ ッ ト交 換 網 の 利用 度 が大 き く伸 びて い るの は,1985年 に イ

タ リ アが パ ケ ッ ト交 換 網 を完成 させ運 用 に移 るた め で あ る。 図 中 にEURONETDIANEと

しての 記 載 が あ るが,こ れ はECの 政 策 決 定の 前 に調 査 が 行 われ た た め で あ ろ う。

公共パケ ット交換網

私 的 ネ ッ トワ ー ク

EURONET
DIANNE

TYMENET/
TEI、ENET

フ ラ ン ス イ タ リア イギ リス 西 ドイ ツ

一54 100 0 67 90

1・・ 100 72 83 90

総 珍織 田
156

20 72 75 50

20 72 67 50

8・14412517・52

㎜ ・・

1

40 22 33 30

134 40 28 42 30

lllllll1

0204060

Z現 在 口1985年 以降

80 100%

図1-11各 国 で 使用 されて い る通 信 回線
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この よ うに公共 パ ケ ッ ト網 が整

備 され て くる と,そ れ が デー タベ

ー ス市 場 に どの よ うな 影 響 を及 ぼ

す か を見 通 して お く ことが必 要 で

あ る。 公 共 パ ケ ヅ ト交 換 網 が,オ

ン ラ イ ン ・デ ー タベ ース市 場 に 及

ぼ す 影響 につ い て,サ ー ビス供 給

者 の 考 え が,図1-12に 示 されて

い る。西 ドイ ツでは,す べ て の人 が

影 響 は大 きい と答 えてい るの に対

し,イ ギ リス では その よ うに 答 え

て い るの が半 数 以 下 とい うの は興

味 が 深 い。 しか し,何 れ に して も

パ ケ ッ ト交 換 網 の影 響 は無 視 で き

な い で あ ろ う。

西 ヨ 一 回 ツパ

フ フ ン ス

イ タ リ ア

イ ギ リス

西 ドイ ツ

フ フ ン ス

イタ リア

イギ リス

西 ドイツ

西 ヨ ー ロ ッパ

020406080100%

口 高い 珍 中髄 ロ 町

図1-12公 共 パ ケ ヅ ト交 換網 が データベース市 場 に

及 ぼす 影 響

020406080100%

口 非常結 い 辺 画 と思われる

圏 高い 吻 醸 爬 ではない

図1-13通 信 料 金 に対 す る各 国 の ユーザーの 評 価
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図1-13は,各 国 の 人 々が 通信

にか か る費用 を,ど の よ うに感 じ

てい るか を示 した もの で あ る。 イ

タ リ アは,1984年 当 時 に は パ ケ

ッ ト交 換 網 が な く,公 衆 回線 を利

用 せ ざる を えな い状 況 の た め,通

信料 金 を高 い と感 じ る者 が66%

と他 の 国 に比 べ て 非常 に大 きな数

字 とな って い る。

イギ リスで は ・39%の 者 が 高 い

と感 じて お り,イ タ リア を 除 い た

他 の国 と比 較 す る と大 きな 数字 と

な って い る。 これ は国 内の電 話 料

金の体系 によ るもの と考 え られ,日 本

の現状 と対比す ると非常 に興味深い。



5.情 報 仲 介 の 提 供 者:イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン.ブ ロ ー カ ー

ア メ リ カ の 大 学 図 書 館 を 訪 問 す る と,レ フ ァ レ ンス ・サ ー ビス(参 考 図 書 係)に,よ く トレ

ー ニ ン グ さ れ た 情 報 検 索 を 専 門 とす る 図 書 館 員 が い て,必 要 とす る情 報 に つ い て 相 談 に の っ

て く れ,要 求 に 応 じ て コ ン ピ ュ ー タ の 端 末 を 操 作 して こ ち らの 欲 し い 情 報 を 提 供 して く れ る 。

レ フ ァ レ ン ス ・サ ー ビ ス は,必 要 に 応 じて オ ン ラ イ ン検 索 を行 っ て く れ るだ け で な く,登 録 し

て お く と,エ ン ド ・ユ ー ザ ー の 希 望 す る情 報 を 定 期 的 に 検 索 して 結 果 を 配 布 して くれ る,SDI

(SelectiveDisseminationofInforomation)サ ー ビ ス を も提 供 し て くれ る。 ア メ リ

カ で は,オ ン ラ イ ン で 検 索 され る 文 献 情 報 の う ち21%の も の だ け が エ ン ドユ ーザ ー の 手 に よ っ

て 検 索 され た もの で あ り,他 の79%は 情 報 提 供 の 仲 介 者 の 手 を経 て い る 。そ の 仲 介 者 の 役 割 を

して い るの が,図 書 館 の レ フ ァ レ ン ス ・サ ー ビ ス で あ り,イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ブ ロ ー カ ー と

呼 ば れ て い る業 者 で あ る 。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ ブ ロ ー カ ー は,顧 客 の 求 め に 応 じて 利 潤 を え る た め,料 金 を と っ て 情

報 サ ー ビ ス を 行 う個 人 ま た は 企 業 と定 義 さ れ て い る(K.WARNKEN:TheInformation

BrokersR.R.BOWKER,1981)。 日 本 で 代 行 検 索 業 と よ ば れ て い る もの と 同 一 で あ る 。

料 金 を と っ て の 情 報 サ ー ビ ス は,フ ラ ン ス でSVP(S'ilVousplait)と よ ば れ て い る も の

が1940年 代 に 始 め ら れ,そ の 後 世 界 各 地 に 広 ま っ た 。1970年 代 の 初 期 に は,ア メ リ カ に は

料 金 を と っ て 情 報 サ ー ビ ス を す る 会 社 が 数 社 あ っ た が,い ず れ もが 古 い 図 書 館 サ ー ビ ス の 形 態

を と っ て い た 。 オ ン ラ イ ン に よ る 代 行 検 索 は,オ ン ライ ン情 報 検 索 が 一 般 化 して か ら後 の こ と

で,1977年 発 行 のDirectoryofFee-BasedInformationServicesに は87の 業 者の

リ ス トが 掲 載 さ れ て い た 。1980-1981年 版 には257,そ の 後,隔 月 に発 刊 され るJournal

ofFee-BasedInformationServicesに は 毎 号10～20の 新 しい業 者 名が 掲 載 され て い る。

科 学 情 報 流 布 セ ン タ ー ・ ヨ ー ロ ッパ 連 合(EUSIDIC-EuropeanAssociationof

ScientificInformationDisseminationCentres)の リ ポ ー ト(EUSIDICSurvey

(1977))は,ヨ ー ロ ヅパ で の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス の 利 用 状 況 が,文 献 情 報 フ ァ イ ル ど

デ ー タ バ ン ク と で 非 常 に ア ン バ ラ ン ス で あ り,ア メ リ カで の 両 者 の 利 用 比 率 が1対1 .4で あ る

の に 対 し て,ヨ ー ロ ッパ で は1対4.7で あ る と指 摘 し て い る。 そ して,こ れ を ア メ リ カ の よ う

な 状 態 に 改 善 す る た め に は,ア メ リ カ の 図 書 館 の よ うに レ フ ァ レ ン ス ・サ ー ビ ス を強 化 し て,

そ こ を 情 報 の 仲 介 者 とす る こ とが 有 効 で あ る と結 論 づ け て い る。

し か し,リ ポ ー トか ら8年 を 経 過 し た 今 日 に お い て も,現 実 の 問 題 と し て,ヨ ー ロ ッパ に お

け る 図 書 館 の レ フ ァ レ ン ス ・サ ー ビ ス が エ ン ド ユ ー ザ ー の 求 め に 応 じ て 情 報 検 索 を 行 うま で
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に は 至 っ て お らず,ま た,イ ン フ ォメ ーーシ ョ ン ・ブ ロ ー カー もま だ 活 動 を ほ とん ど 開 始 して い な

い 。 た だ1つ 特 記 す べ き こ とは,イ ギ リ ス に お け る ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ンの 専 門 団 体 で あ る

ASLIB(旧AssociationofSpecialLibrariesandInformationBureaus,名 称

変 更 を 最 近 行 いAssociationofInfomationManagement,ASLIBと な っ た)が,

1984年 か らASLIBASANINFORMATIONBROKERと い う こ と を大 き く掲 げ,ASLI

Bの 今 後 の 重 要 な 営 業 分 野 の1つ と して 代 行 検 索 サ ー ビス を 開 始 した 。

西 ヨ ー ロ ッパ の 情 報 提 供 者 が,情 報 提 供 仲 介 者 の 役 割 を ど の よ う に み て い る か を.今 後 の デ

ー タベ ー ス市 場 に 及 ぼ す 情 報 提 供 仲 介 者 の 役 割 に つ い て の 調 査 結 果 か ら知 る こ と が で き る 。

表1-7今 後 のデータベー ス市場 に及 ぼす情報提供仲介者の影響

国評価 フ ラ ン ス イ タ リ ア イ ギ リ ス 西 ド イ ツ 全 体

非常に重要な役割を果たす

あま り重要ではない

情報提供業者にとって
脅威 となる

60%

40%

0%

17%

56%

・27%

38%

54%

8%

70%

10%

20%

41%

43%

16%

イギ リスの よ うに,す でに 図書 館 が 独 自の 形 で コ ン ピ ュー タ利 用 を開 始 し,一 定 の 地 位 を占 め

て お り,ま た情 報検 索 サ ー ビス も私 企 業 に よ って 活発 に行 わ れ て い る所 で は,今 後 の デ ー タベ

ー ス市 場 に 及 ぼす情 報 提 供 仲 介 者 の 役 割 に,西 ドイ ツ,フ ラ ン スほ どの大 きな期 待 を もって い

な い 。 一方,イ タ リアの よ うに デ ー タベ ー ス産 業 の あ ま り発 達 して い な い国 の情 報 提 供 業 者 に

と って は,情 報提 供仲 介 者 の役 割 につ い て の理 解 が ない の み な らず,情 報 提 供仲 介 者 が発 達 す

る と 自分 達 の 商売 の邪 魔 に な りか ね な い と考 え て い る。

6.STNに 対 す る 各 国 の 反 響

(1)STN問 題 と は;

世 界 最 大 の 化 学 デ ー タ ベ ー ス と い わ れ'る ア メ リ カ のCAS(ChemicalAbstractsService)

は,620万 件 の 文 献 フ ァ イ ル 「CAフ ァ イ ル 」 と,650万 件 の 化 学 物 質 を網 羅 して い る 「レ ジ

ス ト リ ー ・フ ァイ ル 」 を も っ て い る 。 こ れ ま でCASは,日 本 の ユ ー ザ ー に 対 し て,総 代 理 店

で あ る 化 学 情 報 協 会 を 通 じて オ ン ラ イ ン で の 情 報 提 供 サ ー ビ ス を 行 うほ か,DIALOG等 の デ

ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 提 供 業 者 を 通 じ て も情 報 の提 供 を 行 っ て き た 。
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しか し,CASは サ ー ビ スの 一 元 化 を は か り,全 て の 情 報 を同一 ソ フ トウ ェア で管 理 し・

同一 コマ ン ドで どの情 報 に もア クセ ス ・検 索 をす る こ とが で き る,同 一 料 金 に よ る 世 界 的 な

ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス を実 施 す る こと を構 想 した。 この 構 想 の下 に計 画 され たの がSTNイ

ン ター ナ シ ョナル(STNInternational)と よ ばれ る組 識 であ る。 この組織 は,ヨ ー ロ ッパ と

日本 に ノ ー ドの 役 目 をす る専 門 サ ー ビス機 関 を設 立 し,ア メ リカの オハ イオ州 コ ロ ンバ ス のC

AS本 部 との 間 を専 用 回 線 で結 び,お 互 い が 保有 してい る データベース を 自由 に 使 え る よ うに

しよ うとい う もの で あ る。 この 組 織 は,単 にCASが 製 作 した デ ー タベ ー ス を使 わ そ う とい う

の で は な く,各 ノ ー ドが 自分 の所 に しかな い デ ー タベ ー ス を他 に 自由 に使 わせ る こ とに よ って,

国 際 的 な情 報 流 通 を図 ろ う とい うの が主 な狙 い で あ る と説 明 され て い る。

(2)西 ドイ ツに お け るSTN問 題 の現 状 と将 来

CASは,1982年 に西 ドイ ツの カ ール スル ー エに あ るFIZ4の もっ てい る コン ピ ュー タ ・

シ ス テムINKAに 対 して,ヨ ー ロ ッパ にお け るSTNの ノ ー ドと して の 働 きを して くれ る よ う

に申 し入 れ た 。INKAで は,上 部 機 関 で あるGIDと 協 議 を行 った 結 果,1983年 にCASの 申

し入 れ を受 け,INKAは1988年 を 目標 に発 展 的 解 消 し,STNと して活 動 を行 って い くこ

とが決 定 され 現 在 は その 発 展 過 程 に あ る。

この よ うな 決 定 をす る に あた って,西 ドイ ツ国 内 で もい ろい ろな議 論 が戦 わ され た との こ と

であ る。 今 回 の 訪 問 で は,STNに 対 す る反 対 意見 を聞 く こ とは で きなか ったが,三 菱 総 合 研

究所 「科 学技 術 の 国 際 的 流 通 の あ り方 に関す る調 査 報 告書 」(1984,253頁)に よ る と,反

対 意見 は次 の よ うに 要約 され てい る。

① ドイ ツ国 内 でDBMSをDIMDIの 作 っ たGRIPSに 統 一 し,デ ィス トリービュ一夕 を カ ー

ル スル ーエ とケ ル ンに集 中 して運 営 を続 けれ ば十 分 であ る し,STNに 参 加 す れ ばEURONE・

Tを 通 じて培 った ヨー ロ ッパ の共 存 体 制 が崩 れ る。

②GRIPSは 優 れ たDBMSで あ り,EURONET用 に工 夫 した 統 一 コ マ ン ドを 採 用 し て

い る か ら,ア メ リ カ流 のSTNのDBMSMessengerに 切 換 え る必 要 は ない 。特 にMesser

gerに つ い て はFIZ4は 借 受 け るに過 ぎず,発 言 権 が全 くな い よ うな 契約 に な って い る 。

③ 過 渡機 関 にはDBMSの 切換 え に よ りユ ー ザ ー に迷 惑 が かか る。

④ 明 白 な表 現 で は 出 て こ ない が,国 際 間 デ ー タ授 受(TDF)問 題 に 関 す る懸 念 。

カール スル ーエ のINKAを 訪 問 した際 に,当 方 の調 査 団 か ら も,概 要 にお い て同 じ よ うな

質 問 を当 局 者 に行 った 。 その質 問 に対 す る解 答 は,大 要 次 の ご と くで あ った。

川 西 ドイ ツの産 業 に お け る化学 工 業 の 占 め る位 置 は 非 常 に 大 き い 。も し,CASか らの 情
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報 が 入 っ て こな くな った ら,あ るい は 自由 に使 うこ とが で き な くな った な らば 西 ドイ ツの

存 亡 に も関 わ る よ うな大 きな 問題 とな る。 そ の た め,ま ず 情 報 の 入手 を確 保 す る必 要 が あ る。

(川 これ ま で も,CASに 対 して は,デ ー タの 入 力 の 協 力 を行 って きた。専 門 情 報 の 提供 につ い

て の責 任 を とる こ とは,国 際協 力 の重 要 な一 環 を西 ドイ ツが担 う こ とにな り,国 際 的 な 情 報

流 通 につ い て の 国 と して の責 任 を果 た す こ とに な る。

旬 西 ドイ ツ国 内の み を対 象 に デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス を実施 してい たの では,マ ーケ ッ トが

小 さい。 もっ と大 きな市 場 を対 象 に サ ー ビス を実 施 す るこ とが必 要 で あ る。STNの ノ ー ドと

して サー ビスをす る こ とに よ り,広 くヨ ー ロ ッパー 円 に対 す るデ ー タベ ース ・デ ィス トリビ

ュー タ ー と して の地 位 を築 く こ とが で き る。

lV)STNを 通 じて,BeilsteinHandbuchやPhysicsBriefの よ うな西 ドイ ツで作 成 して

い る デー タベ ース を,広 い世 界市 場 に 提 供 す る こ とが で き る。 単 に,事 実 デ ー タ,文 献 デー

タの み な らず,西 ドイ ツの工 業 製 品 に つ い て の デー タベ ー ス を国 際的 に 提 供 す るこ とに よ り,

製 品 の市 場 拡 大 の機 会 を増大 す る。

以 上の こ とか ら判 るよ うに,西 ドイ ツがSTNに 積 極 的 に参 加 した の は,自 分 の 国で は必 要 と

す る化学 情 報 を確 保す る ことは で きな い の で,STNの 傘 の下 に入 る こ とに よ っ て 「化 学情 報 を

確 保 す る 」 こ とを 図 った とい う点 が 一番 大 き な理 由 であ ろ う。 しか し,そ の 裏 に,「 現 在 は

DIALOG等 の デ ィ1ト リ.ビュ一 夕に よ って 供 給 され て い るCASearchが,将 来 はSTNヨ

ー ロ ッパ ・ノー ドを通 じて のみ 供 給 され る こ とにな る であ ろ うか ら,現 時 点 でSTNに 積 極 的

に 参 加 す る こ とが 有利 で あ る。」 とい う考 え,あ るい は 「西 ドイ:ソで作 成 され て い るデ ー タベ

ー ス を・STNを 通 じて広 く全 世 界 に 流 通 させ る こ とが で きる 。」とい う考 え等,国 際 市場 に積

極 的 に 乗 り出 す こ とに よ って 自 国 の利 益 を得 よ う とす る,将 来 に 対 す る見 通 しが 大 きく働 いて

い るこ とは い うま で もない 。

これ らの 諸 点 につ い て,わ が 国 の状 況 と比 較 す る ことが重 要 で あ る。 化 学 情 報 が必 要 で あ り ,

そ れ を何 とか して確 保 しな けれ ば な らな い とい う点 につ い て は,わ が 国 も全 く同 じで あ る。 し

か し,国 と国 とが 接 して い る ヨ ー ロ ッパ と,他 の 国 とは海 洋 で隔 たれ て い るわ が 国 とでは,地

理 的 条件 に お い て異 な って い る。 ま た,近 隣 諸 国 の工 業 化の 度 合 か らみ て,日 本 がSTNの ノ

ー ドにな って も,そ れ が す ぐに利 益 に結 びつ くか どうか疑 問 が あ る。それ 以外の,た とえばわが国

と西 ドイツの 大 きな 違 いは,西 ドイツは 自 国 以外 の 国 々が欲 しが る国際 流 通 性 を もった英語 によ

る デ ータベ ースを も って い る こ とで ある。西 ドイツは,こ の デ ー タベ ー スを バ ー ゲ ニ ン グ ・パ ワ

ー と して ・国 際市 場 に参 入 しよ うと して い るの であ る。 これ が,STN問 題 を考 え る時 に ,西 ド
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イ ツ とわが 国の 間 の一 番 大 きな 差 とな って く るで あ ろ う。

(3)西 ドイ ツ以 外 の国 の 反 応

フ ラ ンス に お い て,西 ドイ ツがSTNに 参 加 し た こ とに対 して,「 西 ドイ ツは ヨー ロ ッパ を裏

切 った。」 とい う激 しい 表 現 を した政 府 担 当者 に 会 った。 しか も,そ れ は 特 別 な 個 人 の 意 見

で はな く,一 般 的 な見 解 で あ る と捉 え られ る所 に特 徴 が あ る。 これ は 「現 在 の ア メ リカに よ る

情 報 独 占 とい う状 況 を何 とか して 防 が なけ れば な らず,そ の た めに ヨ ー ロ ッパ 全 体 が 一 致 して

当 た る必 要 が あ る。」 とい うこ とか ら,西 ドイ ツに対 して化 学 情 報 デ ー タベ ー スの作 成 と流 布

につ い て の協 力 依 頼 の 申 し出 を フ ラ ン スが して い た。 それ に も関わ らず ,申 し出 に は 何 の返 事

もな く,自 分 の利 益 の み を考 え アメ リ カの情 報 独 占 をます ます 増 大 させ る こ とに 手 を貸 した。

この 事 実 に対 す る フ ラ ンスの 不 満 は 高 い 。

ECに お い て も,担 当 者 の発 言 は フランス で聞 い た もの と同 じ内 容 で あ っ た。これ は,フ ラ ン、

スが 国 際 協 力活 動 の な か でECを 最 も重 要視 し,ヨ ーロッパ独 自の デ ー タベ ー スをEC共 通 の場 で

整 備 しよ う とい うこ と を進 め て きた とい う点 か ら考 えれば,当 然 の 反 応 で あ る とい えよ う。

イギ リスに お け る反応 は,フ ラ ン ス,ECと は 大分 異 な る もの で あ った。 「CAS利 用 の た めの

ノ ー ドを西 ドイ ツに1つ だ け作 って も,ヨ ー ロ ッパ 全般 に サ ー ビスす るの に は不 十 分 で あ る。

また,経 験 の少 な い 西 ドイ ツで は,わ れ わ れ の要 求 す るよ うな サ ー ビス は で き っ こない 。 その

た め,恐 ら くあ とい くつ かの ノー ドを作 らな け れ ば な らな くな るで あ ろ う。 そ うな っ た場合 に

は,イ ギ リスが その ノ ー ドに な る こ とは 当然 考 え られ る。」 「ア メ リカに お い て も,CASに 不

満 を表 明 してい る者 も少 な くな く,別 の 化 学 情 報 デ ー タベ ース を作 ろ うと い う動 き もす で に あ

る。 今 じた ばた せ ず に,今 後 の進 展 を見 てか らで も遅 くは な い。」 とい うの が,そ の 中 心 の考

えの よ うで あ る。 政 府 筋 の 人 は,発 言 を控 えて お り,意 見 を 聞 くこ との で きたの は 何 れ も私 企

業 の 人 々 であ った 。 彼 等 の発 言 は,こ れ まで の イ ギ リスに お け る情 報 産 業 の 伝統 の 上 に立 った ,

自信 に 裏付 け され た もの で あ る。 言 い換 え る と,し た たか さを感 じ させ る もの で あ った。
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1.デ ー タベ ース振 興 を担 う情 報 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン協 会(GID),(AFI)

調 査 先:GID(GesellschaftfurlnformationundDokumentationGmbH:

情 報 ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 協 会),(AFI)

所 在 地:LyonerStrasse44-48.P.O.Box710370.D-6000FrankfurtamMain71

連 絡 先:電 話:GID:(0611)6687-418,AFI:(0611)6687-324

面 接 者:Dr.RobertAbbel(GID)

Head,DivisionofProjectAdmistrationandSponsorship,GID

二1∵ ㌻lld'Ges血aftshhrer}(AFI)

1.概 況

GIDは1977年 に設 立 され,1978年1月1日 よ り業 務 を開 始 した 。Gmbh(ド イ ツ法 によ

り株式 を一般 公 開 しな い組 織)と して設 立 され,主 な 出 資 者 は 連 邦 及 び州 政 府 で あ る 。GID

の 予算 の65%は 連 邦 政 府 が,残 り35%は 各 州政 府 によ って 出 資 され て い る。

GlDの 組 織法

(1)主 出 資 者 で あ る連 邦 政 府 よ り1人,州 政 府 よ り11人 の 代表 者 が選 出 さ れ,こ れ らの 代 表

者 がGIDの 経 営幹 部 をGmbh法 に基 づ い て選 任 す る 。

(2)経 営 会 は4人 の連 邦 政 府 代表 者,3人 の州 政 府 の 代表 者,GIDの 研 究 ・開 発 部 門 か ら'2

人,科 学 お よ び工業 界 か ら2人,全 国情 報 サ ー ビス部 門 か ら2人 の 代 表 者 に よ って 構 成 され,

一般 業 務 及 び主 な研 究 と管理 ・施 策 に関 す る事 項 を決 定 す る
。

(3)デ ィ レ クタ ー(科 学 及 び管 理 部 門 の デ ィレ クタ ー)は トッ プ経 営 者 の 補 佐 を行 う。

(4)科 学 技 術 委 員 会 は,GIDの 研 究 部 の長 と専 門 及 び技 術 職 員 よ り選 出 され た4人 の 代表 者

によ って構 成 され,そ の 基 本 的 機 能 は採 用 された 議 事 に対 して進 言 す る事 で あ る 。

さ らに,情 報 及 び ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン分 野,図 書 館,書 籍 業 界,科 学 技 術 及 び情 報 サ ー ビ

スの ユ ーザ か ら選 ば れ る21人 の 代表 者 と,マ ックス ・プランク協会(MPG)とDFGか ら夫 々

1人 の 代表 者 によ って構 成 され て い る。 ま た,外 部 の 顧 問 の 協力 を得 る こ と にな って い る 。

1984年 末 の 職 員 数 は272人 で,総 予算 は約2,600万DM(ド イツ ・マル ク)で あ っ た 。

各 デ ータ ベ ー ス事業 へ の 配 分 は,以 下の とお りで あ る(単 位:百 万DM)

① ビ ブ リオ ・デ ー タ ベ ー ス10.3
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② 数 値 情 報 デ ー タベ ース4.4

③ コ ン ピ ュータ接 続(ネ ッ トワ ーク ・シ ステ ム技 術)4.8

④ デ ー タベ ー スの 市場 性 調 査2.4

⑤ 基 礎 研 究(テ キ ス トの イ ン デ ック ス化,翻 訳 機 等)4.1

1985年 以降 は,① へ の 比重 は 低 下 し,② ～⑤ へ の 開 発 費 の 占 め る割 合 が 大 き くな る方 向 で

あ る との説 明 で あ った 。

実 際 に デー タ ベ ー スを作 成 す る場 合 や,デ ー タベ ー ス関 連 シス テ ム開 発 を 行 う場 合,民 間 企

業 へ の 委託 は50%の 負 担 率 とな り,大 学 や 政 府 の 研 究 機 関 へ の委 託 は100%の 補助 金 負担 と

な る の が 原 則 であ る 。つ ま り,民 間企 業 は 企 業 自身 で50%の 負 担 を し,残 り50%は 国が負担

す る こ とにな る 。 しか し,負 担 率 は プ ロ ジ ェ ク トの 内 容 に よ って異 な り,こ の 負 担率 に よ っ

て所 有 権(著 作権)等 の権 利 が異 な る 。

図1-1は,GIDの 組 織 図 で あ る 。

同 組 織 図 の うち,AFIは,GIDの ス タ ッ フに よ って構 成 され て い る もの の,法 的 にはG

IDか ら独 立 した 組 織 にな って い る 。

AFIの 運 営 は,会 員 に よ る会 費(年 会 費750DM)とGIDか らの 補助(年 間約50万DM)

を受 け て い る。 なお,現 在 会員 数 は 約60で あ る が,そ の 内訳 は 民 間 企業 が3分 の2,公 共 機

関 が3分 の1で 殆 ん どが 出版 業,そ の ほか各 種 情 報 セ ンター,図 書 館 等 とな っ てい る。

た とえ ば,民 間企 業 が情 報 セ ン タ ー構 想 とか,DB事 業 に乗 り出 した い ときは,AFIを 通

じてGIDの 補 助 を受 け る こ と も可能 とな って い る。現 在 の とこ ろ,組 織 と して の規 模 は そ れ

ほ どでは ない が,今 後 事 業 分 野 の 拡 大 と と もに組 織 も拡 張 して い く計 画 で あ る。

2.GlDの 事 業 活 動

GIDで は,政 治 ・経 済 ・公共 用 の情 報 ・文 章 作 成 ・通 信 シス テ ム等 々の た め の 極 め て広 い

意 味 での科 学 及 び技 術 の情 報 を含 め た 分 野 に お け る活 動 を行 って い る 。

GIDの 主 な 事業 は 以下 の とお りで あ 。

・応 用 研 究 及 び開 発

・技 術 サ ー ビス

・知 識 交 流 の促 進 及 び普 及

・情 報 科 学 及 び研 究 につ い て の情 報 サ ー ビス

・GIDの 協 力機 関,州 及 び連 邦 政 府 の 情 報 及 び ドキ ュメ ンテ ー シ ョン関 連 機 関 への助 言

及 び協 力

・連 邦 政 府 の 出 資 に よ る プ ロ ジ ェク トの管 理 ・促 進
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・国 際活 動 へ の 協力

研 究 ・開 発

GIDの 研 究活 動 に は,ド イ ツ にお け る情 報 市 場 の 開発 が 含 まれ て い る。GIDで は,ビ ジ

ネ ス ・マ ネー ジメ ン ト,科 学 ・技 術 通 信 の法 的 な分 野 に関 す る活 動,情 報 や 通信 技 術 の 進 歩 お

よ び応 用 分 野 の 調査 ・検 討 も行 って い る 。

さ らに,GIDは 民 間 ・公 共 企業 体 の 情 報 シ ステ ムの 開発 や運 営 にっ い て,科 学 的 ・技 術 的

・経 済 的 情 報 を与 え る と と もに,ユ ーザ の協 力 を 得 て,特 別 な 情 報 シス テ ムの 開発,新 しい デ

ー タ ベ ースや サ ー ビス体 制 の開 発 等 も行 ってい る。

"情 報 市場"と い う,非 常 に 広 い 意 味 を持 つ 用 語 は,情 報 の プ ロデ ューサや プ ロバ イ ダーの

利 益 及 び消 費 者 側 の利 益 を も含 む もの で あ り,そ の た め,GIDで は これ ら情 報 の プ ロデ ュ ー

サ,デ ィス トリ ビ ュータ等 の 組 織 を援 助 す る と同 時 に,情 報 サ ー ビ スが ユ ーザ に取 って よ り一

層 受 け 入 れ られ る もの とな るよ う尽 力 して い る 。

以 下 は,1983年 度 に お け る研 究 ・開発 活 動 の 主 な もの で あ る。

1983年 度 研 究 ・開 発 テ ー マ 及 び プ ロジ ェ ク ト

(1)情 報市 場 の分 析

・情 報 市場 の指 針 と概 念

・出版 分 野 の 新 技 術 の経 済 性 調 査

・特 別 な情 報 ・通 信 シ ス テ ムの 法律 面

(経 営 用特 別情 報 セ ン タ ー)

・経 営統 計 の概 念

(情 報 市場 に関 す る デ ータ及 び指 針)

・特 別情 報 セ ンタ ー用経 済 デ ータ を提 出 す る情 報 サ ー ビスの開 発

.経 済 情 報 の案 内

(2)電 子 文 章 作成 及 び配 達

.オ ンラ イ ン情 報 の 検索,注 文 及 び特 定 文 章 や 情 報 の配 達 に関 す るオ ン ライ ン ・シ ステ ムの

共 同 開 発(Literafurverbund)

・電 子 的 文 章 作 成及 び情 報 の 配 達

(3)ビ デ オテ ック スにお け る特 別 情 報

.情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ 。ン関 連 デ ー タの発 送 ・保 管 シ ステ ム と して の ビ デオ テ ・ ク ス(ビ

ル トシ ル ム テ キス ト)。

・農 事 指 導 の た めの 双方 向 性 ビデ オ テ ック ス
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・ビデ オ テ ッ クスで の 情 報 の提 供 と表 示

(4)フ ァク ト情 報 シ ス テ ム

・選 定 され た フ ァ ク ト ・デ ー タベ ー スの構 造 分 析 及 び機 器 の物 理 化 学 的性 能 の 開発

・芸 術 作 品 の文 章的 表 現方 法

(5)書 誌 情 報 シ ス テム

・試験 ・評 価 及 び検 索 方 法 の 改 善

・最 少 限 の操 作 で の 検 索

・EURONETDIANEを 使 った専 門 用語 用 デ ータ ベ ー ス

(6)情 報 マ ネ ー ジメ ン ト ・シス テ ム

・イ ンハ ウス情 報 シ ス テ ム

(7)ワ ー ク ステ ー シ ョ ンに関 す る情 報 シ ステ ム

・ ミニまた はマ イク ロコンピ ュ ータを使 った情 報 マ ネー ジメ ン ト及 び デ ータ処理 用 シ ス テム

・MIKROPLIS:企 画 ・研 究 者 用 マ イ ク ロ コン ピ ュー タを ベ ー ス と した情 報 ス テ ーシ ョン

・特 殊 情 報 の複 写 技 術

各 テ ー マ の 詳 細

(1)情 報 市場 の 分 析

新 しい 技 術 の 進 歩 や,オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス,双 方 向 ビ デ オ テ ッ ク ス(ビ ル ト シル

ム テ キ ス ト)等 の 出 現 によ って ,出 版 業 者 は 多 くの経 済的 問 題 に直 面 して い る 。つ ま り,

これ らの 業 者 は,新 しい シ ス テ ムの 機 能 に関 す る費 用 を算 出 し,新 技 術 の 導 入 後 の 費 用 効 率

を考 え,新 しく作 られ る商 品 の 価格 体 系 を考 え な くて は な らな い 。

前年 度 中 の情 報 市 場 の 調 査 研 究 の 結 果 に基 づ い て,特 定 の 市場 分 野 が 一層 の 調 査 の対 象 と

して選 出 され た 。 この た め,出 版 業 にお け る新技 術 応用 の経 済 的 分 析 を行 うた め ,新 しい プ

ロ ジ ェク トが 策 定 され た 。 この プ ロ ジ ェ ク トには ,関 連 す る法 的 諸 問 題 も含 ま れ て い る 。

特 殊 な 情 報 や 通信 シ ス テ ムに関 す る法 的研 究 で は,著 作 権 に関 す る法 律,一 般 商業 に関 連

す る規 制 ・情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンにお け る情 報 の 秘 密 性 に関 す る問 題等 に重 点 が置 かれ

た 。 さ らに ・憲 法 ・契 約 法 及 び競 合 に 関 す る法律 等 か ら発 生 す る諸 問 題 も取 扱 って い る。

一方 ,GIDで は,エ ネル ギ ー ・物 理 学 ・数 学 等 の専 門情 報 シス テ ム に関 す る プ ロ ジ ェ ク

ト(FIZカ ール スル ー エ)に 関 与 して い る。

情 報 市 場 の デ ータや 現 状 分 析 の た め の 調 査部 門 で は,市 場 の 現 状 分 析 ・傾 向 及 び情 報 市 場

で の将 来 の 開発 等 の デ ータ や事 実 を集 め た り評 価 した りす る仕 事 を行 ってい る。 こ れ らの情

報 は,情 報 サ ー ビスを 通 じて 一般 に公開 して い る 。
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(2)電 子 文 章 作成 及 び配 達

文 章 作 成 と その 配 達 にお け る電 子 的 方 法 の 進 歩 及 び その た め に発 生 した 経 済 上 の理 由か ら,

出版 業 界 にお いて は根 本 的 な組 織 の 再 編 成 に迫 られ て い る 。ま た 商 品 その もの だ け で な く,

出 版物 の 流 通 の 各段 階 が 変 化 して きて い る 。 この こ とは 当 然,書 店,図 書 館,読 者 及 び業 者

達 に 大 きな影 響 を 与 え て い る。国 際 競 争 の 観 点 か らみ て も,電 子 的 出版 は極 め て重 要 な分 野

で あ る。

GIDは,こ の分 野 に積 極 的 に取 り組 ん でお り,ECの 助 成 の もと に ジ ョ イ ン ト ・プ ロ ジ

ェ ク トを遂 行 して い る 。 この プ ロ ジ ェ ク トは 写 真 植 字 企 業,出 資 企業 及 びGIDの 協 力 の 下

に,種 々の 出版 業 者 だ け で な く,ま た ドイ ツ特許 局 も参 加 して い る 。電 子 出版 シ ステ ムの概

要 は 図1-2の とお りで あ る 。

(3)ビ デオ テ ック スによ る特 別 情 報

前 年 度 と同 様,情 報 のた めの 双 方 向 性 ビデ オ テ ック スは,最 優 先 の 分 野 として,1983年

に指 定 され た 。GIDの 種 々の部 署 の研 究 班 が この 分 野 を外 部 の 協 力 者 達 と共 に 積 極 的 に

調 査 して い る。 この 分 野 でのGIDの 役 割 は,独 自の 情 報 サ ー ビスの 作 成 と現 存 の ネ ッ トワ

ーク に ビデ オ テ ッ クスを接 続 す る事 で デ ータベ ース を呼 び 出 すよ うにす る事 であ った 。

さ ら に,同 じ ビデ オ テ キ ス トを通 じて検 索 した情 報 を処 理 す る た め の特 別 な 通信 用 ソ フ ト

を開発 し,テ ス トが行 わ れ た 。 こ れ らの プ ロ ジ ェ ク トを 通 じて 収 集 され た成 果 や 専 門 知 識 は

協 力 企 業 に提 供 さ れた 。GIDは,さ らに 同 シ ステ ム用 ユ ーザ教 育 プ ログ ラ ムの作 成 と諸 公

共 組 織 へ の サ ー ビス を成 功 裡 に遂行 した 。

(4)フ ァ ク ト情 報 シ ス テム

フ ァ ク ト ・デ ー タ ベ ー スの 構 造分 析 及 び フ ァク ト材 の 物 理 化 学 的 性質 を ベ ー ス と した フ ァ

ク ト情 報 シス テ ムの 開発 を 目的 とす る プ ロ ジ ェ ク ト ・グル ープは,デ ー タベ ー スを夫 々の 構

造 及 び使 用 目的 に よ って分類 す る こ とを実 現 した 。っ ま り,目 標 情 報,検 索 処 理 及 び ドキ ュ

メ ンテ ーシ ョ ンの タ イプであ る。この分類は,現 存 の30の デ ー タ ベ ースの分 析 に基 づ いて行 わ

れ て い る 。現存 の 情 報 シ ステ ム にっ い ての ユー ザの 要 求 事 項 の 調 査 の結 果,シ ス テ ムの仕 様

は そ の 内容 によ って大 き く変 わ る もの で あ り,異 った 型 の デ ー タ ベ ー スは別 個 に定 義 され な

け れ ば な らな い こ とが分 った 。

調 査 の 第2段 階 で は,特 に物 理 化 学 的 デ ータ な どの物 質 の 性 質 を 内容 とす る デ ータベ ー ス

の よ うな,特 定 の 情 報 シ ステ ム類 に 的 を しぼ った 。 調 和 を保 ち な が ら地 方 に 分散 させ た独 立

した デ ー タベ ー スを 作 成 す る こ とが提 案 され た 。研 究 グル ー プは物 質 情 報用 デ ータ ベ ー スの

推 進 班 を組 織 し,こ れ が中 心 とな って,物 理,化 学,物 質 及 び 関 連技 術 の 各情 報 セ ンタ ー を

作 り,物 質 の 性 質 に 関 す る デ ータ ベ ー スの全 国 ネ ッ トの 計 画 と開 発 に当 って い る。
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(5)書 誌 情 報 シ ステ ム

この分 野 で の数 々の 変 化 に もか か わ らず,情 報 の質 は,ユ ーザ が これか らの 書 誌 数 値,フ

ァ ク ト ・デ ー タベ ースを 呼 び 出 す の が 便利 で あ るか ど うか にか か って い る 。GIDは,こ の

方 面 で の手 順 や方 法 の 改 善 の た め の 努 力 を続 け て い る。 さ らにGIDは,緊 急 の課 題 で あ る

デ ー タ及 び事 項検 索 の 基 準 や 標 準 を 作 成 す るた め,情 報 関連 局 と協 同 の作業 を行 う こ とを提

案 した 。

情 報 に関 する言 語 学 の 面 で は,プ ロジ ェ ク ト ・グル ー プを2っ に分 け た が,そ の 内の1つ

KONNEXの 使 命 は,フ リー テ キ ス ト検索 用 の機 能 で,検 索 中に1回 の 操 作 で少な くと も2っ

の デ ィス ク リプ タ ーの 利 用 を可 能 に す るた め の もの で あ る。.これ が実 現 す る と,検 索 専 門 員

は よ り以 上 に正 確 に検 索 要 求 に 答 え る こ とがで き る 。

も う1つ の プ ロ ジ ェ ク トは,SYNOPSEと 呼 ばれ る もの で,科 学 ・技 術 情 報 処 理 の た めの

ワ ー ク ステ ーシ ョ ンの開 発 に 関 す る もの であ る 。

'EURONETDIANEに お け る専 門 用 語 データベース"の プロ ジ
ェク トは・EC予 算 出 資 に

よ る もので,参 考文 献 だけ でな く,専 門 用 語 の よ り詳 細 な 内容 と技 術構 造 の情 報 を格 納 す る こ

とを 目的 と して い る 。

(6)情 報 マ ネー ジメ ン ト ・シス テ ム

民 間企 業 にお いて,情 報 の重 要 度 が認 識 され る に したが って,イ ンハ ウ ス情 報 の流 通 の マ

ネ ジメ ン トや市 場 で利 用 で き る情 報 サ ー ビス に関 す る コ ンサル テ ー シ ョンの 要 求 が歓 迎 され

る よ うに な って きた 。GIDは プ ロ ジ ェク ト ・チ ー ムを編 成 し,各 組織 に対 し て イ ンハ ウ ス

情 報 シ ステ ムの設 立 の た めの援 助 を行 って きた 。組 織 内 での よ り専 門 的 な情 報 リ ソー スの マ

ネ ージ メ ン トが企 業 に よ って 受 け 入 れ られ,イ ン ハ ウス情 報 部 とい う新 しい部 署 が設 立 され

た 。

(7)ワ ー クス テ ー シ ョ ンに関 す る情 報 シ ス テ ム

ワー クス テ ー シ ョ ン用 の ミニ お よ び マ イク ロ コン ビ。ユ 一夕を ベ ー ス とした 情 報 シ ステ ムの

設 計 ・ソ フ ト開発 に関 す る研 究 は,パ イ ロ ッ ト ・ア プ リケ ーシ ョンの 段 階 に ま で進 ん で きて

い る。 い くっか の パ ー トナ ー企 業 が,現 在 まで に 開発 され成 功 裡 に機能 して い る この ソ フ ト

に 関心 を示 してい る 。UNESCOを 通 じて 開発 途 上 国 の い くっ か で,こ の シ ステ ム を使 用 し

て い る 。

企 画 ・研 究者 用 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タを ベ ース と した情 報 用 ワ ー ク ス テ ー シ ョンの プ ロ

トタ イ プの ア プ リケ ー シ ョ ン(MIKROPLIS)の テ ス トが 種 々の 協 力 団 体 の 協力 の 下 に行わ

れ た 。 この 協力 団 体 の 中 には,中 央 原 子 力研 究所 も含 まれ て い る。
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そ の 他 科 学 コンサ ル テ ィング と技 術 サ ー ビス

GIDの 科 学 系 の コ ン サル テ ィン グ と技 術 サ ービスは,ま す ます その 範 囲 を拡 大 して い る。 こ

れ らの サ ー ビスは,外 部 組 織 では 以前 以 上 に認 識 す る よ うにな って きて い る。 これ らの サ ー ビス

を受 け た 人 々の数 や情 報 分 野 で解 決 され た種 々の 問 題等 の数 は 計 り知 れ な い 。GIDの 任 務 は,

情 報 分 野 の専 門 家 達 に急 速 に進 歩 す る情 報技 術 に遅 れ な い よ うに,常 に新 しい事 実,シ ス テ ム,

処 理 方 法 等 を伝 え る事 に あ る。

連 邦 政 府 が 民 間 企業 の 自立 的 開 発 を奨 め て い るの で,新 しい 依 頼 人,た とえ ば民 間の プ ロデ

ューサーや プ ロバ イダー,特 に出 版 社 がGIDの 助 力 や援 助 を求 め て く る こ とが 多 くな った 。 さ

らに,GIDに よ って 作 成 された 調 査 報 告書 を,連 邦 及 び 州 政 府,政 府 機 関 並 びに 公共 団体 に

配 布 す る こ とで,GIDの 研 究 ・調 査 を よ り以 上,促 進 ・改 善 す る こ とが 可能 とな った 。

GIDの コ ンサ ルテ ィ ン グは,短 い時 間 での 照 会,専 門 的 意 見 や 評 価 並 び に技 術 問 題 へ の 協

力 等 とな って い る 。

GIDは 特 に 以 下の 分 野 に対 す る援 助 ・協力 を行 って い る:

・情 報 分 析 の概 念 と方 法 及 び デ ー タ フ ァイルの 構 成

・原 価 効 率 の 高 い,技 術 的 に進 ん だ 適切 な ハ ー ドの選 定(端 末 器 ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ,

外 部 メ モ リ,プ リ ン タ,プ ロ ッタ,複 写 器)

・イ ン テ リジ ェ ン ト ・レ コーダ等 の ハ ー ドや ビデ オテ ック ス用 ソフ ト

・あ らゆ る サ イズの書 誌,数 値,フ ァ ク ト ・デ ー タベ ース等 情 報 シ ステ ムの た めの 操 作 方 法

及 び検索 用 ソ フ ト

・電 子 的 ドキ ュ メ ン トの 入 力,変 換,製 作(電 子 的 ドキ ュ メ ン ト編 集)

・技 術 的信 頼 度 及 び原 価 効 率 の高 い通 信 回路 の 設 定

・ホ ス ト ・コ ン ピュー タの接 続 条 件

依 頼 事 項 は,特 別 な情 報 セ ンタ ーで発 生 す る経 済 的 諸 問 題(価 格 検討,サ ー ビスの価 格 付 け,

経 営 用 統 計 等)や,新 技 術 に よ って起 る著 作権,リ ー ス契 約,競 合,債 務,及 び デ ー タの秘 密

性 等 の法 的 諸 問 題 に も及 ん で い る 。

その ほかGIDで は,教 育 訓 練,各 種 セ ミナ ー,海 外 の 出 先 機 関 を通 じて の情 報 交 換 等 を行

って い る 。
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2.電 子,機 械 工学 分 野 の専 門情 報 セ ン タ ー(FIZTECHNIK)

調 査 先:FachninformationszentrumTechnike.V

所 在 地:Ostbahnhofstraβel3.Postfach600547D-6000Frankfurt/M.1

連 絡 先:電 話:(069)4308-255,テ レ ッ ク ス:4189459(fiztd)

面 接 者:Dipl。-Ing.WalterClassen

LeiterderFachabteilungElektrotechnik

1.概 況

FIZ(FachInformationZentrum)は,西 ドイツ政 府,各 州 政 府 の統 一施 策 に も・とづ き,

GIDが,補 助 金 支 出 な どの振 興 措 置 の 対 象 として 開設 ・育成 した科 学 技 術 分 野 の 専 門 デ ータ ベ

ー ス ・サ ー ビス事 業 体 で あ る。現 在,以 下の各 事業 が運 営 され て い る 。

FIZTECHNIK

FIZCHEMIE

FIZENERGIE

FIZPHYSIK

FIZMATHEMATIC

FIZWARKSTOFFE

GEOFIZ

(フ ラ ンク フル ト)

(ベ ル リ ン)

(カ ー ル スル ーエ)

(カ ー ル スル ーエ)

(カ ー ル スル ーエ)

(ベ ル リ ン)

(ハ ノ ーバ ー)

ENERGIE,PHYSIK,MAT且EMATIKが 集 合 してい る カ ール ス ル ー エのINKAに っ い て

は,後 述 す る 。 ま た,CHMIEに 関 して は,後 述 す るよ うに米 国STN社(ChemicalAbst-

racts提 供)と 提 携 が行 わ れ た 。

FIZは,そ れ 自体,デ ータ ベ ース の プロデ ューサーである と同 時 に,自 己 の 作 成 した デ ー タ

ベ ー スに加 え て他 の 第 三 者 作成 の デ ータ ベ ース も顧 客 に提供 す る総 合 デ ータベ ー ス ・デ ィス ト

リ ビ ュー タ ーの機 能 を 果 た してい る。

例 をFIZ//TECHNIKに とれ ば,現 在,こ こはll個 の デ ータ ベ ー スを販 売 して い るが,そ

の うち4っ が自 己 作 成 の もの で あ り,残 り7つ は 第 三者 作 成 の もの で あ る 。そ の リ ス トは,次

の とお りで あ る。

〈技 術 デ ータベ ー ス>

DECHEMA(化 学)☆

DKF(自 動 車 技 術)☆
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DKI(グ ラ ステ ッ ク ス,ゴ ム,繊 維)☆

DOMA(機 械 工学,生 産 技 術)

MEDITEC(生 物 工学)

PSTA(包 装 技 術)☆

VDI-N(全 文 型 デ ー タベ ー ス)☆

ZDM(電 機 ・電 子 技 術)

〈経 営 デ ータベ ース>

BEFO(経 営,組 織)

BLIS(経 営 理 論)☆

〈製 造 業 案 内 デ ー タベ ー ス>

EK-MRA(ホ ッペ ン ステ ッ ト社 企 業 便 覧)☆

以 上 の うち ☆印 の っ い た もの が第 三 者 ベ ー ス で,FIZ/TECHNIK自 身 の もの はDOMA,

MEDITEC,ZDEお よ びBEFOの4つ であ る。

2.事 業 内 容

FIZ/TECHNIKの 事 業 の 内容 は,

(Dデ ータ ベ ー スの 作 成

(2)情 報提 供

(3)検 索 代 行

(4)検 索 支援 ソ フ トウェ アの提 供

(5)コ ンサ ル テ ィン グ

等 で あ る 。

(1)デ ー タ ベ ー スの 作 成

デ ー タ ベ ー スの 作 成 は,ま ず,内 外 の関連 技 術 文 献 を,約250人 の技 術 者 によ って 網 羅

的 に調 査 して,い わ ゆ る書 誌 的 事項 デ ータ ・カ ー ドを作 成(独 自の シ ソ ー ラ スに よ って イ ン

デ ッ スづ け も行 う)す る。 次 に これ を 編集 して,分 冊形 態 の 刊 行物(速 報=抄 録=お よ び 一

定 期 間 の 総 編 集 版)に す る と同 時 に ・ マ シ ン ・リー ダ プルの形 態 で コ ン ピュー タ ・フ ァイル

に 蓄 積 す る 。

編 集 お よ び 蓄 積 デ ー クの う ち,標 題 以 トの 搬 書 誌 的 事項 は,す べ て ドイ ツ語 表 記 で あ る

が,要 約(ア ブ ス ト ラ クツ)は ・原 文 が英語 の 場 合 は 英 文 で・ 原 文 が ド イ ツ語 あ るい は英語

以 外 の 外 国 語 の もの は 原 則 と して ドイ ツ語 表 記 が採 用 され てい る・
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した が って,サ ーチ型 検 索 は,一 般 に ドイ ツ語 句 を キ ー ワ ー ドと して行 うよ う に な って お

り,ア ブ ス トラ ク ツ部 門 には 一部 英 語 句 の 併 用 も可 能 で あ る。

ドイ ツ語 句 を主 体 とす る サ ー チ方 法 を採 用 した理 由 と して,「 わ れわ れ の デ ー タ ベ ー スの

利 用 者 の 大 部 分 は,い わ ば中 堅 ク ラ スの現 場 の技 術 者 で あ る とい う想 定 で設 計 した 。高 度 な

研 究 者 や 上級 の専 門 技 術 者 な ら,も ち ろん,英 語 を 自在 に駆 使 で きる が,わ れ わ れ は,タ ー

ゲ ッ トを,よ り広 範 な層 に も とめた の で あ る 」 と説 明 して い る。

この説 明の 中 には,い み じく も,西 ドイツ政 府,GIDの 提 唱 によって,現 在,'急 速 に 育成 ・

充 実 され ている西 ドイツ固 有 の 技 術 データベース ・サ ービス の 特 徴 が表明 され てい る一とい えよ う

か(高 度 な 科 学 技 術 情 報 サ ービスにっいては,あ き らかに,既 成の 西 ドイツ市場 は,ア メ リカの デ

ータベ ー ス群 に よ って 席 題 され て い てお り,そ の シ ェア奪 回の 途 は か な り困 難 に もみ え る 。)。

(2)情 報 提 供

情 報 サ ー ビスの対 顧 客提 供 で は,前 記 各 刊 行 物 の 購 読,配 布 と い う形 態 と オ ン ラ イ ン会

話 型 検 索 に よ る直 接 提 供 形 態(第 三 者 ベ ー スの 提供 も含 む)が 併 行 して行 わ れ て い る。

SDI(選 択 型 情 報 提 供)サ ー ビス も,あ らか じめ 顧 客 の 登録 した指 定 質 問 に応 え る形 で

行 わ れ てい る(プ リ ン ト形式)。

ま た,原 文 献 の コ ピー提 供 も行 うが,オ ン ラ イ ン検 索 者 が その ま ま端 末 機 か ら原 文 献 コ ピ

ー の発 注 が で き る。

(3)検 索 代 行

FIZ/TECHNIKの 検 索 代行 サ ー ビスは,工 業 技 術,特 許 情 報,経 営情 報 の 各 分 野 で 顧

客 の 要 請 に 応 え て行 わ れ て い る。

(4)検 索 支 援 ソ フ ト

FIZ/TECHNIKは,現 在,コ モ ドール8032マ イ コン用 の検 索 支援 ソ フ トを開発 ・販

売 してい る。 その機能 は,① 手 軽 な 自動 ロ グ ・オ ン(デ ー タ ベ ー スの 呼 び 出 し)② 単 純 な コマ

ン ドによ る ス ピ ー ド検 索 と一時 記憶 装置 への保 管(ダ ウン ・ロ ーデ ィ ング)③ 利 用 者 固 有 の

表 現 の検 索 デ ータへ の追 加 等 であ る 。

(5)コ ンサ ル テ ィ ン グ

FIZ/TECHNIKは,広 く 一般 利 用 者 を対 象 に,そ の要 求 に最 適 の 情 報 サ ー ビスの 選 定,

紹 介 あ っせ ん な どを行 っ てい る 。 ま た,FIZ/TECHNIK自 身 の デ ー タベ ース利 用 促 進の
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た めの 利 用 者 教 育,助 言 サ ー ビ ス も当 然 行 って い る 。

3.経 営 内 容

FIZ/TECHNIKの 年 間売 り上 げ は,現 在,320万DMで あ る が,年 間経 費 が800万

DMで あ る 点 か らみ る と,そ の40%を か ろ う じて まか な って い る こ とにな る 。残 りの うち

50%は 政 府 補 助,10%は 産 業 界 か らの援 助 で あ る とい う。

また,売 り上 げ 額 の約50%が,FIZ/TECHNIKに と って は,第 三 者 ベ ー スで あ るDE-

CHEMA(化 学)か らの 収 入 であ り,FIZ自 身 の4つ も含 め て他 の サ ー ビ スは,提 供 サ ー

ビスの歴 史の 新 し さ(ま だ準 備 中 の もの もあ る)も あ って,残 りを10の デ ー タベ ー スで 分

け 合 って い る状 態 で あ る。
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3.エ ネル ギ ー ・物 理 ・数 学 分 野 の 専 門情報 セ ンター(INKA)

調 査 先:INformationsystemKArlsruhe

所 在 地:D-7514Eggenstein-Leopoldshafen2

連 絡 先.:電 話:(07247)824568,テ レ ッ ク ス:7826487(fized)

面 接 者:Kaufm.Geschaftsfuhrer

E.O.Schulze管 理,市 場,技 術 責 任 者'

FachabteilungmPhysikundAstronomie

Dr.H.Behrens物 理,天 文 学

AbteilungInformationsdienste

Dr.B.Jenschke情 報 サ ー ビ ス

セ ッ ト ・ ア ッ プ

ウ ィ ッ ト バ ー ガ ー 氏

ZentralabteilungInformationstechniku.Systementwicklung

Dr.C.VonConsbruch

1.概 況

フランクフル トの南方 ,車 で約2時 間 の所 に位 置 す るINKAは,正 式 にはFach-informa-

tions-Zentrum(FIZ)Energie,Physik,MathematikGmbHKarlsruheと 呼 ば れ,西

ドイ ツの原 子 力 セ ンタ ー で もあ る 。INKAは,西 ドイ ツに お け る16の 専 門 デ ータベ ース

(FIZ)構 築 事 業 の うちの 第4番 目 にあ た る,エ ネル ギ ー ・物 理 ・数 学 を専 門 とす る国 営 の 情

報 セ ンタ ーで あ る。

「INKA」 は,オ ンラ イ ン情 報 検策 シス テ ム名 として も用 い られ てお り,同 時 に デ ー タベ ー

スの総 称 名,サ ー ビス名 と して も用 い られ てい る。

活 動 は,1977年 か ら開 始 され,現 在2,500の ユ ーザ を抱 えて い る 。政 府 か らの年 間 補 助 額

は,4,000万DMで あ り,こ れ はINKA運 営 費の 約70%に あ た る 。残 りの30%は 利 用者か ら

の利 潤 で ま か な っ てい る 。現 在約300名 の スタ ッフで構 成 され て い る。 また,INKAの デ ー

タベ ースの 大 き さを表 わ す 収 録 デ ー タ 量は 約1,050万 ドキュメン トに達 し てい る。

INKAで の最 大 の 関 心 事 は,米 国STN社 との 提 携 の 問 題 で あ るが,結 論 的 にはINKAと!
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い うデ ータベー スの名称 は,1988年 までに発 展 的 に解 消 す る(主 要 デ ータベ ースは1985年 内 ・

一部 の ファク ト ・デー タベ ースは1988年 まで に) 。最 終 的 にはSTN-OH(オ ハイオ),STN-

KA(カ ール スル ー エ)と な る訳 で,INKAのSTNと の提 携 につ い ては,INKA側 の 今般 の

説 明 では,第 一の理 由 は,デ ータベ ースの 事 業 が 西 ドイ ツ国 内 の 需要 だけ では や って い け な い事,

第 二 の 理 由 は,STN社 と重 複 して作 成 して い る デ 一夕ベLス を な くす とい う事 で あ った 。 し

か し,情 報 立 国 を 目指 した 国策 が,破 綻 を示 し始 め て い る 一つの 現 わ れ で あ る感 を強 く受 け た 。

2事 業 概 要

INKA(INformationsystemKArLsruhe)は,西 ド イ ツの カ ー ル ス ル ーLエ に所 在 す る 国

営 エ ネル ギ ー ・物 理 ・数 学 専 門 情 報 セ ン タ ー(FIZ-Fach-Informations-ZentrumEnerg-

ie,Physik,MathematikGmbH)が 開 発 し た,ヨ ー ロ ッパ を 代 表 す る数 値 ・文 献 両 用 の オ ン

ラ イ ン情 報 検 索 シ ス テ ム で あ る 。

INKAオ ン ラ イ ン サ ー ビ ス の 中 に は,同 セ ン タ ー(FIZ-Energie,Physik,Mathematik)

の 理 工 学 情 報 は も とよ り,

FachinformationszentrumChemieGmbH,ベ ル リ ン(化 学)

FachinformationszentrumTechni'ke.VLフ ラ ン ク フルJト(機 械 工 学)

FachinformationszentrumWerkstoffee.V.ベ ル リ ン(材 料 学)

GEOFIZハ ノ ー バ ー(資 源 ・地 質 学)

ISASIボ ン(社 会 科 学)

IRBス タ ッ トガ ル ト(土 木 ・建 築 学)

等 の 西 ドイ ツ の専 門 情 報 セ ンタ ー が 独 自 に 提 供 して い る種 々 の デ ー タ ベ ー ス も収 録 し て い る 。'

INKAの 情 報 源 は,西 ドイ ツ,EC諸 国 を 中 心 と した,世 界 数 十 ケ 国 語 で 書 か れ た10,000

余 の 理 工 学 分 野 の 専 門 雑 誌 に 掲 載 の 論 文,政 府 出 版 物,会 議 資 料,レ ポ ー ト,モ ノ グ ラ フ,特

許,単 行 本 の 情 報 源 と して お り,情 報 量 は,約1,050万 ドキ ュ メ ン トと な っ て い る 。

INKAは,そ の 蓄 積 さ れ た 情 報 の 種 類 か ら,次 の よ う な 適 応 分 野 に 向 い て い る と考 え られ

る 。

① 理 工学 分 野 の学 術 研 究動 向 を知 る。

② 西 ドイ ツ・EC諸 国 の 技 術 動 向 を知 る。

③ 先 行 の業 績 を知 り,重 複 研 究 を避 け る 。

④ プ ロジ ェ ク トを計 画 し実 行 す る際 め 基礎 デ ータ とす る 。

⑤ 機 器分 析 デ ータか ら該 当 化 合物 を探 す 。 ・

⑥ 研 究 の進 歩 にお くれ な い よ う に最 新 の 研 究動 向 を監視 す る。
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適 応 分 野 か ら理 解 し え るが,INKAの 利 用 者 は,調 査 ・開発 お よ び教 育 分 野 に お け る科 学 者

や 技 術 者 で あ る と言 え る 。

INKAが 提 供 す る文 献 情 報 デ ー タベ ー ス,21種 類 は 以 下の とお りで あ る 。

(1)BIBLIODATA

文 献情 報 デ ー タ に関 す る デ ータベ ー ス

(2)COAL(IEACoalResearch(イ ギ リス),1978:48,000ド キ ュメ ン ト)

石 炭 研 究 と関 連 技 術

(3}COALRIP

(4)

(5)

(6)

(7)

COMPENDEX(EnRineeringIndex・Inc.1975:745,000ド キ ュメ ン ト)

工 学 全 分 野

CONF(1973':19,000ド キ ュメ ン ト)

エ ネル ギ ー,物 理,数 学 お よ び 関 連 分 野 の 会 議 情 報

CORP(Fiz・-INKA,48,000ド キ ュメ ン ト)

エ ネ ル ギ ー,物 理,数 学 お よ び 関 連 分 野 の 機 関 情 報

ECOMP

(8)ENERGIE

(9)

(10)

OD

⑫

03)

ENERGY(TechnicalInformationCenter,U.S.DeptofEnergy(ア メ リカ),

1974:960,000ド キ ュメ ン ト)

エ ネ ル ギ ー と 関 連 分 野(エ ネ ル ギ ーの 研 究 と技 術,経 済 学,政 策)

ENERGYLINE(EnvironmentalInformationCenter,Inc.(ア メ リ カ),

1971:41,000ド キ ュメ ン ト)

エ ネ ル ギ ー経 済 学 とア メ リカの エ ネ ル ギ ー政 策

INIS(lnternationalAtomicEnergyAgenay(IAEA)(オ ー ス トラ リア),

1970:720,000ド キ ュメ ン ト)

原 子 核 の 研 究 と関 連 技 術

INSPEC(lnstitutionofElectricalEngineers(イ ギ リス),

1970:1,700,000ド キ ュメ ン ト)

物 理 学 お よ び 関 連 分 野

MATH(}?iz-INKA(西 ドイ ツ),1972:409・OOOド キ ュメ ン ト

理 論 数 学 ・応 用 数 学 ・ コ ン ピ ュ ー タ科 学
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04MATHDI・(Fiz-INKA(西 ドイ ツ),1977:15,000ド キ ュメ ン ト) .

数 学 教 育 お よ び コ ン ピ ュ ー タ科 学 に お け る 教 育

⑮METADEX(A皿ericanSocietyforMetal(ア メ リカ),

Th。M。t。1、S。ci。ly(イ ギ リス),1966:500,000ド キ ュメ ン ト)

冶 金 学 お よ び 金 属

a6)NTIS(NationalTechnicalInformationService(ア メ リカ)・1975:

560,000ド キ ュメ ン ト)

米 国 政 府 提 供 の 研 究,開 発,エ ン ジ ニ ア リ ン グ文 献

⑰PATENTE(lnternationalsPatentdokumentationZentrum(西 ド イ ツ)・

.'1978:590,000ド キ ュメ ン ト)

オ ー ス リ ア,ス イ ス,西 独 の 特 許 情 報

aS)PATSDI(lnternationalesPatentdokumantationZentrum(西 ドイ ツ),

最 新6週 分10万 件/週)

INPADOKPatentGazetteに 対 応

a9)PHYS(Fiz-INKA(西 ドイ ツ),1979:440,000ド キ ュメ ン ト)

物 理 学,天 文 学 お よ び 天 文 物 理 学

②O)PHYSCOMP(Fiz-INKA(西 ドイ ツ),1979:3,300ド キ ュ メ ン ト)

物 理 分 野 に お け る デ ー タ の 編 集

⑳SIGLE(Commi'ssionofEuropeanCommunities(EC),1981:

15,000ド キ ュメ ン ト)

欧 州 加 盟 国 の 研 究 報 告(GreyLiterature)

一 方 ,FIZ-TECHNIit〈(フ ラ ン ク フ ル ト)の 管 理 下 でINKAに 登 録 さ れ て い る デ ー タ

ベ ー スは11種 類,機 械 工 学 ・電 気 工 学 の 分 野 で あ る 。

①BLISS⑦MEDITEC

②DECHEMA⑧PS.TA

③DKF⑨TECLEARN

④DKI⑩VDI-N

⑤DOMA⑪ZDE

⑥EK-MRA

そ の 他,16の 専 門 情 報 セ ン タ ー か ら登 録,収 集 され る デ ー タ を 含 め て ・INKAが 構 築 され

て い る こ と に な る 。

FIZ-INKA,FIZ-TECHNIK以 外 で 主 要 な も の は,次 の 通 りで あ る 。
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・GEOLINE(西 ド イ ツ):地 理 科 学,天 然 資 源,水 の 供 給

・ENEC(オ ー ス トラ リア):エ ネ ル ギ ー と経 済 学

・C13NMR(西 ドイ ツ):C13に よ るNMRス ペ ク トル デ ー タ,化 学 式

・ICSD(〃):無 機 化 合 物 の 結 晶 構 造 デ ー タ

・DE且EMA(〃):化 学 技 術 と バ イ オ テ ク ノ ロ ジ

・DKI(〃):プ ラ ス チ ッ ク,ゴ ム,繊 維 に 関 す る性 質 ・技 術 ・応 用

:::当(〃)・ 冶金学および金属

・ZDE(〃):電 気 」学,制 御関 係,デ ー タ 処 理

・MEDITECH(〃):生 物 医学 工学

・RHEO(〃):レ ォ ロ ジ

・TRIBO(〃 、):ト リボ ロ ジ(摩 擦,潤 滑,摩 損)

・ORLIS(〃):都 市 計 画,地 域 計 画,国 家 計画

・PASCALBAT(フ ランス):建 設 工学,都 市 計 画 ・地 域 計 画

・BYGGDOK(ス ウ ェーデン):住 宅 ・ビル関 係,ス カ ン ジナ ビアの 都市 計 画

・FORIS(西 ドイ ツ):経 済学 ・教育学'■心理学等社 会科学全般 に関す る研究 プ ロジェ ク ト

・SOLIS(〃):社 会 学

っ ま り,以 上50種 を 超 え る デ ー タ ベ ー ス の 提 供 をINKAは 行 っ て い る こ と に な る。 デ ー タ

ベ ー ス検 索 シ ス テ ム の 正 式 名 は 「Dirs/Grips」 で あ る が,実 際 に はINKAそ の も の が,前

述 の 通 り デ ー タ ベ ー ス 検 索 シ ス テ ム 名,デ ー タ ベ ー ス名,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス名 と し て

定 着 し て い る 。 ハ ー ド ウ ェ ア と し て は,2台 のSiemens社 製 コ ン ピ ュ ー タ,SiemensTYPE

7551,TYPE7561を 使 用 し て お り,デ ィ ス ク容 量 は60ギ ガ バ イ トと な っ て い る 。

ユ ー ザ 用 端 末 機 は,1984年 現 在1,182で,そ の 内 訳 は,ヨ ニ ロ ッパ1,067,日 本 が83,

米 国12,豪 州5,サ ウ ジ ア ラ ビ ア5,カ ナ ダ3,ア ル ゼ ン チ ン3,ブ ラ ジル2,メ キ シ コ2

と な って お り,世 界 各 国 か らの 利 用 が 可 能 で あ る 。 な お,利 用 実 績 は 年 間31時 間(1984年)

で あ る 。

図3-1は,INKAで 整 備 さ れ た デ ー タ ベ ー ス の 個 々 に つ い て,経 年 的 に表 示 し た も の で

あ る 。

こ れ らの デ ー タ ベ ー スの デ ー タ量(デ ー タ 収 集 量)を 経 年 的 に と らえ る と ・ ドキ ュ メ ン ト量

の 推 移 は 図3-2の 通 りで あ り,ま た,デ ィ ス ク容 量 の 経 年 的 推 移 は 図3-3と な る 。

一47一



BUSINESS

BLISS

、
、
、
、
、

COALRIP

ECOMP

ENERGIE

ENEC

ENGilGY・

LINE

ENSDF-

MED

ENSDF-

NSR

PH[YS

ENSDF

GE)O

LINE

釦
、
㎜

一
㎜

m
皿
13
E
H

-

C
D
C

ZDE

DOMA

SDI,M
L/2

NET
ADEX

COMP
ENDEX

RHEO

TRIBO

DKF

EK-MRA

MEDITEC

PSTA

91ザ/

FORIS

SOLIS

ぎ ・

PATSDI

PATENTE

!
/き
/ぷ

/

(注)1984年 中 に50以 上 の データ ベースを提供 す る。

図3-1 INKAに よ る デ ー タ ベ ー ス
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図3-3デ ィス ク容 量の推移

INKAで の 最 大 の 関 心 時 は,米 国 オ ハ イオ州 コ ロ ンバ ス に あ るSTN社 との提 携 にっ い て

で あ る。

まず,INKA側 の 弁 で あ る 。 今 後 は,INKAの 表 現 は な くな るの で,第4番 目の 専 門情

報 セ ンタ ーとして の 名 称 「FIZ-4」 で話 をすす め る。 「FIZ-4」 と して は ・これ ま で

国 策 と しての 補 助 を受 け,デ ータ ベ ースの整 備 を行 って きた が,最 近 当 局 か ら受 けた指 示 は ・

「で きる だ け早 い時 期 に,い ち早 く独 立採 算 を 可能 な状 態 にす る事 」,っ ま り,デ ータ ベ ー ス

事 業 そ の もの が,事 業 と して 成 り立 つ よ うに努 力 せ よ とい う こ とで あ った 。

しか し,事 業 として の採 算 を考 え,成 り立 つ た め には,FIZ-4の デ ータ ベ ー スでは,西

ドイ ツ国 内の 需 要 の み で は,運 営 して行 く事 が で きな い こ とが 判 明 した 。 こ うした 事情 か ら,

FIZ-4で は,STN社 と提携 して デ ータ ベ ース事 業 を展 開 す る こ とが 得 策 と考 え た 。 これ が

第 一 の理 由 で あ り,本 音 で あ る 。 さ らに付 け 加 えれ ば,重 複 して い る デ ー タベ ー スの 作 成 を避

け,コ ス トの低 減 をは か る こ と,ま た,利 用 者 に と って 以 下 の よ うな利 を得 る こ とが で き る と

して い る 。

(1)広 汎 な サ ー ビ ス(STN社)下 で利 用 で きる 。

(2)全 て の セ ンタ ーの全 て の フ ァイ ルが利 用 で き る。
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(3)利 用 者 は,よ り身 近 な セ ンタ ーか らサ ー ビ スが受 け られ る 。

(4)オ ン ライ ン出力 の サ ー ビスの 充 実 。

(5)一 つ の契 約,一 つ の パ ス ワー ド,一 つ の 請 求 書 。

(6}地 域 サ ービスの充 実 。

(7)相 談,教 育 へ の 自国語 の サ ー ビ ス 。

(8}最 適な価 格(廉 価 な 回 線 料 金 等)。

(9)貨 幣 単位 の 均 一化(各 国 毎)。

(マ ル ク,ド ル,フ ラ ン,ポ ン ド,円 等)

STN社 の世界 戦 略 構 想 を図 式 化 す る と図3-4の とお りとな る 。

デ一夕ペ ース

プ ロデ ューサ

ス イ
ッ 《

世界織模

図3-4STNネ ッ トワ ー ク構 想

STN社 の この 戦 略 構 想 は,日 本 に 対 し て も適 用 さ れ よ う と し て い る 。 少 な く と もSTN

社 の 実 力 は,化 学 情 報(CHEMIcalABstracts)で,群 を 抜 い て い る の は 事 実 で あ る 。

STN社 サ ー ビ ス ・セ ン タ ーの ハ ー ド ウ ェ ア お よ び ソ フ ト ウ ェ ア の 状 況 は 以 下 の と お りで あ る 。

・IBM3081KX

・LaserprinterXEROX9700

・OperatingSystem:MVS-XA

・IBM-SNA/TCAM

・ADABASデ ー タ ベ ー ス検 索 シ ス テ ム

・パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ ・ネ ッ トワ ー ク との 接 続 可

・サ ー ビ ス ・セ ン タ ー間 の ダ イ レ ク ト切 換 え
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した が っ て,FIZ-4で も 同 じ ハ ー ドウ ェ ア お よ び ソ フ ト ウ ェ ア を 装 備 す る事 に な る 。っ ま

り,STN-KA(STN－ カ ー ル ス ル ー エ)と な る 。

そ の 場 合,使 用 さ れ る コ マ ン ドは,以 下 に示 す よ うな デ ータ ベ ー ス検 索 シ ス テ ムADABAS

下 の 検 索 コ マ ン ドで あ る 。

FILE

SEARCH

QUERY

EXPAND

DISPLAY

SAVE

ACTIVATE

DELETE

PRINT

SET

NEWS

HELP

FILECA

SOIL(W)HEATINGANDSWIMMING(W)POOL

SLAWSON?(BLAU,CT)Trancation?#

QUEANAL?ORDETER?

ELAWSON/(AU,BI)

DL35-7

DHIS

DSAVE

DBOEHM/Q

DPRINT

SAVL12BENZ/Q

SAVL151RON/A

ACTBENZ/Q

BEL

P

SETLINE40

NEWSCA

?

情 報 立 国 を 目指 そ う とした 西 ドイ ツの 国策 が,FIZ-4のSTN社 との提 携 とい う形 で,破

綻 しよ う と して い るか に見 える 。

ドイ ツはFIZ専 門 情 報 セ ン タ ーの 中 に,化 学 ・ア ブ ス トラ ク トの専 門 セ ン タ ーを確 保 す べ

きで あ った 。 もちろん 「INKA」 の中 には,化 学 関係 分 野 の デー タベ ー ス(DEHEMA,Cl3

NMR等)も2～3件 入 ってい る が,FIZセ ンタ ー と して の提 供 で は な い 。

デ ータベ ー スの事 業 と して の ツ ボを心 得 て い なか った た め,こ う した結 果 にな った が,こ れ

は 国策 の欠 陥 と も言 え よ う。 とい うこ とは,「 政 府 の積 極 的 支援 に もか かわ らず,化 学 情 報 分

野 の 不整 備 とい う致命 的 な欠 陥 によ って,言 い換 えれ ば,ユ ーザ ・ニ ー ズの把 握,市 場 の 分 析

等 に問 題 が あ った た め,所 期 の 目的 を十 分 に達成 で きず,政 府 の 思 惑 がは ず れた 」 とな る。

しか し,こ の変 化(STN社 とFIZ-4の 提 携)が 必 ず し も マイ ナ スの イ ンパ ク トを与 え る

もの だ け との 見方 は,近 視 眼 的 で あ ろ う。確 か に,情 報 立 国 を 目指 す 西 欧 各 国 か ら見 れ ば,裏

切 り行 為 であ る との批 判 の声 の み しか 聞か れ ない か もしれ な い が,「 西 ドイ ツの 市 場 は世 界 に

開 放 され る 」 との 見方 もで き る。現 実 に,そ う した 見方 を して い る企業 もあ る 。
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4.繊 維 ・衣 料 専 門情 報 セ ン タ ー(TitusTEXTILINFORM)

調 査 先TitusTEXTILINFORM

所 在 地CromforderAllee22D-4030Ratingen1

面 接 者Dr.Hirschel

1.概 況

TitusTEXTILINFORMは,VTDI(RegisteredSocietyforTextileDocumen-

tationandInformation:西 ド イ ツ繊 維 衣 料 協 会)の 繊 維 ・衣 料 関 連 専 門 の デ ー タ ベ ー ス

・プ ロ デ ュ ー サ で あ る
。

資 金 はBMWI(西 ド イ ツ経 済 省)が36%,東 バ イ エ ル ン州 政 府 が20%,VTDIの 会 員

費 が20%,そ の 他 は 事 業 収 益 に よ っ て い る 。

VTDIは 西 ドイ ツ国 内 の 繊 維 産 業 協 会,繊 維 機 械 製 造 業 者 グル ー プ,ド イ ツ エ ン ジ ニ ア協

会,繊 維 技 術 研 究 所,繊 維 工 学,専 門 誌 出 版 社 等,繊 維 関 連 す べ て の 業 者 等 に よ り,1980年

末 に設 立 さ れ,翌1981年1月1日 よ り活 動 を 開 始 し た 。

デ ー タ,情 報 シ ス テ ム にっ い て は,VTDIが 設 立 さ れ る 前 に,1956年 よ りVDI(ド

イ ツ エ ン ジ ニ ア 協 会),1971年 よ りZTDI(衣 料 ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ンお よ び 情 報 に 関 す

る 中 央 セ ン タ ー)を 通 じ て 基 礎 づ く りが さ れ て い た 。

こ れ と同 時 に,デ ー タ 作 成,デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ 面 で の 国 際 協 力 を 積 極 的 に行 っ て い る 。 主

な パ ー トナ ー は フ ラ ン ス で あ る が,そ の 他 イ ギ リ ス,イ タ リ ア,ベ ル ギ ー,ス ペ イ ン,ア メ リ

カ,カ ナ ダ等 が パ ー ト ナ ー と な って い る 。 関 連 図 は 図4-1に 示 す と お り で あ る
。

Titusの コ ン ピ ュ ータ ・セ ンタ ーは フ ラ ン ス のITF(lnstitutTextiledeFrance)に あ

り,デ ィス トリ ビ ュ ー タ はODAV-DE(東 バ イ エ ル ン情 報 セ ン タ ー)と フ ラ ン ス のQuestel

社 と な って い る 。

・ ドキ ュ メ ン ト数150 ,000

.ユ ー ザ ー数(パ ス ワ ー ド数)ド イ ツ 国 内 で300

・ ス タ ッ フ8名

Titusの 特 徴 と し て は,特 に 中 小 企 業 に と っ て,同 セ ン タ ーの デ ー タ ベ ー ス を 使 う こ と に よ

り,最 近 の 技 術 情 報 が 手 軽 に 入 手 で き る こ と で あ る 。
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ま た,こ の セ ンタ ーの持 つ 大 きな特 徴 は,「TitusNシ ステ ム」・言 語 自動 翻 訳 シ ステ ムが 世

界 で初 め て実 稼動 して い る こ とで あ る 。

英 語,フ ラ ンス語,ド イ ツ語,ス ペ イ ン語,4ケ 国 語 へ,論 文,記 事 等 の 要 約 版 の み を自動

翻 訳 す る 。自動 翻 訳 の ポ イ ン トは 前 記4ケ 国語 が 文 法 上の 構 成 が 同 一で あ る(イ ン ドー ゲル マ

ン族言 語)こ とか ら専 門 用語 辞書 を完 壁 に 作 る こ と(現 在14,000語)に あ り,自 動 翻 訳 シ ス

テ ムの汎 用,応 用 性 も 自 つ と そ の あ た り に限 界 が あ る と考 え られ る。 ち なみ に・価 格 は25

万DM,ソ フ トウ ェアの所 有 権 はITFが 持 って い る。

セ ンタ ー

ITF

フ ラ ン ス(パ リ)

デ ィス トリ ビ ュ ー タ

Questel

CEDOC

スペイン バルセロナ

スペ イン繊維協会

VTDI

西 ドイツ繊維衣料 協会

TIUC

ア メ リカ繊 維 協 会

ディストリビュータ

ODAV-DE

東 バ イエ ル ン

情 報 セ ン タ ー

図4-lTitusデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス網

_方,Titus-TEXILINFORMの サ ー ビス 内 容 ・価 格 は 表4-1に 示 す と お り で あ る 。

デ_タ の 内 容 は 繊 維 関 連 の 全 般 に わ た って お り・ 世 界 の 最 近30年 間 分 で あ る 。 約15万 の

ドキ ュ メ ン トを所 有 し て い る 。 文 献 に つ い て は ・ 約1・000種 の 雑 誌 を 参 照 し て い る 。

提 供 方 法 と し て は オ ン ラ イ ンの ほ か ・ コ ピ ー ・ ま た原 本 で 提 供 し て い る場 合 も あ る 。 そ の ほ

か,検 索 ソ フ ト,自 動 翻 訳 シ ス テ ム の 販 売 ・ コ'ン サ ル テ ー シ ョ ン も併 せ て 行 っ て い る 。
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表4-lTitusTEXTILINFORMの サ ー ビ ス 内 容

サ ー ビス名 サ ー ビ ス形 態 サ ー ビ ス 内 容 料 金(単 位DM)

限定 された問に対 す 1970年 以 後 の 約15ド キ ュメント

〇七
`七us る特別な解答 文献情報と要約

基 本 料 接 続 準 備

検 索料10レ コ ー ド迄(タ イ トル+要 約)

300

100
w－ 領
■1二は"1・ド■

〃 追 加1レ コ ー ドあ た り 6

定 常 レ ビ ュ ー トピ ックス を19に 区分 して 提供 年 間費 用480タ イ トル迄 1,650

o℃陀US
追 加1タ イ トルあ た り 4

精一"
■:`司 ■1ド`■

磁 気 テ ー プサ ー ビ ス 1ケ 月単位 に最近 の情 報を提 供 月間基本料 200

〇七陀us 1タ イ トル あ た り 4.50
▼-一 ■闇

■ 弓へ.コ"・■

オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス Questelま た はODAVの ホ ス ト 1時 間 あた り

ot
`tus コ ン ピ ュ ー タ に直 接 ア ク セ スす る

EURONET/DIANEを 通 してTelesystemsに

ア ク セ ス(英 語 ま た は フ ラ ン ス語) 220
「冨}頬
1コ 三1・ハ.1■1●`■

ODAV(ド イ ツ)に ア ク セ ス 180

数値情報 レ ポ ー ト関 連 パ ー ソ ナル1時 間 あ た り100DM 使 用量に依存
ot陀us

"一 ●甫
コ ン ピ ュータ接続時 間1時 間あた り300DMで

}
計 算 平 均1件 あ た り100～125DM

トレ ン ド情 報 各種文 献 を編集 して トレン ドを予 リ ク エ ス ト数

ot
`むUS

測 に比例
"一"
`●{・1"1=11惰 」

文献情報 キ ー ワ ー ド集,カ タ ロ グ,述 語 等 ENVIRONMENT

oU七US AutomatedTextileplant

25

35
w-M

■`竺1司"1・ ド ■

TextileDictionary(4カ 国 語) 185

一
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サ ー ビ ス名 サ ー ビス形態 サ ー ビ ス 内 容 料 金(単 位DM)

特許情報 繊維 関連 約4万 件 基本 料

検 索 料10レ コー ドま で(タ イ トル+要 約)

追 加1レ コ ー ドあ た り

300

100

6

日七us
▼-周一 ■M

一

製 品,製 造 特許関連 パ ー ソ ナ ル1時 間 あ た り100DM

コン ピュータ接続時 間1時 間あた り300DMで

計算 平 均1件 あた り80～100DM

使 用量 に依存

ot陀u5
一貿}～"

■り・、・ゴ"`d■

1 .

研究 報告 繊維 製 造 の発 達 に関 す る レポ ー ト

ot
ltu9
■貿－M

1づ 三1・」・1列 →

1

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 情 報 技 術,自 動 翻 訳 シ ス テ ムの応

用 にっ い ての コ ンサ ル テ ーシ ョ ン

検 索 プ ロ グ ラ ム,自 動 翻 訳 シ ス テ ム の 販 売 等

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン と ト レ ー ニ ン グ コー ス

相談

時 間に依 存ot陀
us▼■一

■ 三1司コ ・`・`■

元本,写 真等の提供 オ リ ジナ ル資 料,図,統 計,表,

写 真 等 の 提 供

基本 料5コ ピー迄

追加 料 金1コ ピーあ た り

20

2.50
otltus

w冨一"'

`叫,1"1二1・ 」r



2.Titus-IV自 動 翻 訳 シ ステ ム

Titus-IVは 科 学 技 術 の分 野 にお け る デ ー タベ ー スの多 重 言 語 処理 の た め に,特 に設 計 さ

れ た 自動 翻 訳方 法 で あ る 。 こ れ を利 用 すれ ば,ド イ ツ語,英 語,フ ラ ン ス語,ス 〔 イ ン語 の ど

れ を使 って も情 報 を収 集 す る ことが で き る。

蓄積 され た 情 報 シス テ ムの4カ 国語 の1っ によ って取 出 し,翻 訳 す る こ とが で き る 。

言 語 の 複 雑 さ と その あ い ま い さの問 題 を解 決 す るた め に,こ の シ ス テ ムで は 「検 査 構 文 法

(ControlledSyntax)」 と呼 ばれ る 自動 盤 訳 の特 異 な方 法 を用 い て い る。 この構 文 法 は 日常

使 用 され る 自然 言 語 を指 向 す るが,文 法 上 は古 典 的 な表 現 形 式 も許 容 す る 。 しか し,そ の 構 造

は 制 限 付 き で事 前 に設 定 された言 語 学 上 の基 準 を必 ず 充 足 しな け れ ば な らな い 。

Titus-N法 の た め に利 用 され る検 査構 文 法 用 の 言語 は2つ の基 本 要 素 か ら構 成 され る。

したが って 各言 語 ご とに,そ して諸言 語 間 での完 全 な 一致 の 下 で,次 の要 素 が 決 定 され て い る

(図4-2)。

川 語 彙 の サ プ アセ ンブ リ:こ れ は,対 象 言 語 の あ る領 域 の 全 ての専 門 的概 念 と,基 本 的

語 彙 集 積 の 一部 とを含ん でい る。 もちろん,専 門 的 語 彙 は分 野 に よ って変 化 す る が,基 本 的

語 彙 は全 ての領 域 につ い て ほぼ共 通 で あ る。

(iD全 構 文 法 規 則 の サ プ ア セ ンブ リ:こ れ は1つ の 言語 を支 配 す る アセ ン ブ リで あ る 。数

は限 定 され て い る もの の,Titus-Nシ ス テ ムが受 入 れ て い る構 文 法 規 則 は全 く自然 な

もの で あ る 。

ある言語 の

全 語彙

あ る領 域 に

お け る専 門的な

Titus-IV

語 彙 の サ プ

ア セ ン ブ リ

基本的

語彙

ある言語の

全構文規 則

許 容 され る

Titus:N

の

構 文 規 則 の サ プ
ア セ ン ブ リ

図4-2検 査構文法 の基本要素
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(1)Titus-1Vの 流 れ(図4-3)

シ ステ ム に よ って受 入 れ られ るた め に は,標 題 や 概 要 の よ うな,各 文 章 を構 成 す る諸 要 素

は 検 査構 文 法 の 事 前 に設 定 され た 規 則 に 合致 す る文 章(phrase)を 使 って編 集 され な け れ ば

な らない① 。それ らが使 用 する 用 語 は 事 前 に決 定 され た語 彙 の 中 に必 ず 含 まれ て い る必要 が あ

る 。② これ らの文 章 は ドイ ツ語,英 語,フ ラ ン ス語,ス ペ イ ン語 の い ずれ で書 か れ てい て も

よ い 。

シ ステ ムへ の 導 入 は 必 ず対 話 式 の タ ー ミナ ル を使 って行 わ れ るが,各 文 章 は この 導 入の 時

に生 成 文 法 ③ に よ って構 文 と語 彙 の 合性 法 が 検 査 され,生 成 文 法 は 文 章 を記 憶 す る た め にそ

れ を簡 約 基 軸 言 語 ④ の形 に変 形 す る。 この 段 階 で検 出 さ れ た全 ての 誤 りや あ い ま い さは,タ

ー ミナル の オ ペ レ ータに対 す る エ ラ ーや 明 確 化 要 求 の表 示 ま た は メ ッセ ー ジを生 み ,人 間 の

知能 の み が解 決 で き る段 階 で,言 語 の あ い ま い さが取 り除 か れ る(多 義性,同 形異義語 な ど)。

⑤

Titu8-IV.の

書 式に編 集

された文 書

自 動

インデツ

キシノグ

③ 生成文法 ←一 一一 →
多重言語
辞書

基軸言語←一ーーー一〉 による

文 書
ファイル

変 換 用
文 法

ドイソ語へ 英

翻訳 された へ翻訳 され

文書 た文書

フラノス語

へ翻訳 され

た文書

スペイン語

へ翻訳 され

た文書

図4-3Titus-Nの 流 れ 図
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使 用 され る基軸 言語 は2進 法 の形 を取 ってお り,極 端 に簡 約 化 され て い る 。各 単語 また は

言 語 表 現 は4～10の 機械 文 字(4～10バ イ ト)だ け で表 わ され る 。この 基軸 言 語 は シ ス テ

ム内 の 自然 言語 の1っ に極 めて 高 速 で 自動 的 に再 翻訳 で き る とい う,特 異 な構 成 を持 っ て い

る(1文 章 の 翻訳 の平 均 時 間は0.03～0.08秒,た だ し使 用 す る コン ヒ.ユータで異 な る)。

さ らに 文 章 の 入 力 の 際 に,あ る文 章 の 合 法 性 が認 識 され た 後 で,生 成 文 法 は 並行 的 に その

文 章 が含 ん でい る基本 語(キ ー ワ ー ド)の 検 出 に よ って,自 動 的 イ ンデ キ シ ン グ⑤ を行 う 。

出 力 の時 には,基 軸 言 語 に よ って 選 別,記 憶 され た各 文書 は,出 力 転 換 用 文 法 ⑥ に よ って

処 理 さ れ,そ の 文 法 に よ って 自動 翻 訳 され,選 ば れ た1っ の 言 語 ⑦ に よ って,希 望 す る形 で

磁 気 媒 体 上 に表 示,編 集,ま た は記 録 され る。

(2)Titus-1Vの 語 彙

保 有 され て い る語 彙 の要 素 は 次 の2っ の種 類 が あ る。

(D固 定 要素:こ れ は シ ステ ムの 構 成 要 素 を な す部 分 で あ り,ソ フ トウ ェ アに含 ま れ て い る。

これ は次 の よ うな全 ての 言 語 の 基 本 的 な語 彙手 段 に関係 し て い る。

普限 定 詞(定 冠 詞,不 定冠 詞 等 ・…・…)

× 前置 詞

苦接 続 詞

×活 用 の各 種 の時 制 お よび 各種 の 人称 にお け る助 動 詞

X数 量 を示 す 副詞

壬否 定 の 副 詞

([D語 彙 単 位:い わゆ る語 彙 を 構 成 す る もの で,多 重 言 語 の 語 彙 の 中 に 記憶 され る 。

あ る与 え られ た概 念 を表 わ す場 合 に,各 種 の 言 語 の 中 に必 ず し も常 に対 応 す る言 葉 が存

在 す るわ け では ない 。 した が って,語 彙 の 中 で表 現 す るた め に選 ば れ た 各概 念 が1っ ま た

は複 数 の 用語(腕 曲 語 法 ま たは 表 現)で 言 い表 わ させ る こ とが あ る 。 この 理 由 の た め に,

Titusの 多 重言 語 辞書 の 基本 要 素 は 単 語 で は な くて ,「 語 彙 単位 」(UniteLex

icale=UL)と 呼 ば れ る概 念 の表 現 とな って い る。 各ULは 各 言語 に お い て,可 能 な

限 り完 全 な対 応 性 を も って,そ の概 念 の 正 しい表 現 を示 す単 語 もし くは 単 語 の組 合 せ を含

ん で い る。

(3)多 重 言 語 辞書

多 重 言 語 の 辞 書 が持 つ 語 彙単 位 は次 の よ うな各 種 の 文 法 的形 態 を取 る 。

-X－名 詞 的語 彙単 位

－X形容 詞 的 語 彙単 位
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×動 詞 的 語 彙 単位

－X－副詞 的 語 彙単 位

① 名詞 的 語 彙 単 位(普 通 名 詞)

この種 のULは 普 通 名 詞,お よ び名 詞 と し て翻 訳 可能 とみ な され る頭 文 字 か ら構 成 され

る。 この 種 類 のULは 単 独 の 名詞 の場 合 もあ れ ば,形 容 詞 の名 詞 の 補 語,状 況 補 語 等 の 他

の 単語 を伴 った名 詞 の場 合 もあ る。

名詞 的語 彙 単 位 の 例:

TRAITEMENT(処 理)

TRAITEMENTSOUSVIDE(真 空 処理)

ACIER(銅)

ACIERABASCARBONE(低 炭 素 鋼)

PLANTEOLEAGINEUSE(採 油植 物)

PAYSENVOIEDEDEVELOPPEMENT(開 発 途 上国)

各名 詞 的ULは 単数,複 数 とも に存在 す る時 には それ ぞれ に表 現 され る。 ドイ ツ語 では

主 格,属 格,与 格,対 格 な どに活 用 した各 種 の 形 が あ る 。

② 形 容 詞 的 語 彙 単位

3っ の 種 類 の 品質 形 容 詞 また は 類 似 語 を この シ ス テ ム では使 うこ とが で き る 。

-X補 語 の な い(単 純)品 質 形 容 詞

－X－補語 を持 ち得 る品質 形 容 詞

－X－形 容 詞 的 に解 放 され る過 去 分 詞

形 容 詞 的ULの 例:

LAPORTEVERTE(緑 色 の ドア)

(補 語 の な い 付加 品 質形 容 詞)

LATOICEESTMINCE(こ の 布 は 薄 い)

(補 語 の な い 属辞 品質 形 容 詞)

L'ATMOSPHEREPOLLUEE(汚 染 さ れ た大 気)

(単 純 形 容 詞 と解 され る過 去分 詞)

CEDISPOSITIFESTADAPTABLESURTOUSI.ESMODEL

(こ の装 置 は全 ての モ デ ル に適 合 で き る)

(補 語 を持 つ 題辞 品 質形 容 詞).. .

UNEMACHINEUTICISEEPOURLAMANUTENTION

(操 縦 の た め使 用 され る機械)

(補 語 を持 つ 形容 詞 と解 され る過 去分 詞)
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名 詞 の場 合 と同 様,形 容 詞 の 単 数,複 数 等 の綴 字 形式 が 自然 言 語 に存 在 す る場 合 には,

そ れ ぞれ の形 が記 録 され て い る。

(注)辞 書 には 比 較 級,最 上級 の 不 規 則 な形 も含 ま れ て い る 。

③ 動 詞 的語 彙 単位

助 動 詞,様 相動 詞 の他 に,こ の シ ステ ムで使 用 可能 な動 詞 を次 の2つ の 分類 に 区分 す る。

(i)通 常 「述 語 」動 詞

例:DONNER(与 え る)MODIFIER(修 正 す る)TEINDRE(染 め る)

CUCTIVER(耕 や す)SOUDER(溶 接 す る)

㈲ 「動 的 補 語 」動 詞

例:PERMETTRE(DECULTIVER)(耕 やす ことを)可 能 にす る

この辞 書 に は これ らの動 詞 の 全 ての活 用形,す な わ ち活 用 の 各種 の人 称,時 制 の形 が含

ま れ て い る。全 て の動 詞 は 態動 態 で も受 動 態 で も使 用 で き る 。

④ 副 詞 的語 彙 単 位

この 辞書 に はSOUVENT(し ば しば),TOUJOURS(い つ も)な どの 日常 的 な副 詞,

さ らに 副詞 句 も含 ま れ て い る 。

⑤ 多重 言語 辞 書 の 組 織 と構 造

特 殊 な対 話 式 ソ フ トウ ェアが,選 択 に よ って2つ,3っ,ま た は4っ の 言 語 を含 む こ と

が で きる多重 言 語 辞 書 の構 成,更 新,訂 正 を行 う。

1つ の語 彙単 位 の た め に必 要 な全 ての パ ラ メ ータは 「基 本 辞 書 」(lexiquesource)

に記 憶 され て い る 。 この辞 書 の 中 で これ らの パ ラメ ー タは ペ ー ジ,す な わ ち デ ィ,スプ レイ

・イ メ ー ジの形 で 配列 され る 。

第1ペ ー ジには常 に全 ての 言 語 に とって有 効 な情 報 が含 ま れ て い る 。

XULの 種 類:名 詞

苦固 有の 意 味 上 の特 性

X応 用 的 な意 味 上の 特 性

第2AO－ ジに は フ ラ ン ス語 に関 す る全 ての パ ラ メ ータが 含 ま れ て い る。 あ る名 詞 的UL

につ い て言 えば,次 の よ うな情 報 で あ る 。

Xフ ラ ンス語 にお け る性 別

x単 数 お よび複 数 の 存在

X単 数 の形 式

X複 数 の 形 式

+必 要 が あ れ ば,定 冠 詞 の 母 音 省 略
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X簡 単 な定 義(ス コ ー プ ・ノ ー ト)

-X'場合 によ って は 多…義性

第3ペ ー ジは 英 語 に つい て の同 じパ ラ メ ータ,第4ペ ー ジは スペ イ ン語 であ る 。

ドイ ツ語 は第5,6ペ ー ジに含 ま れ て い る。そ の 理 由は さま ざま な場 合の 語 尾 変 化 を ・

自動 的 な生 成 に よ って で は あ る が,デ ィス プ レ イに表 わ し,例 外 的 な場 合 につ い て ドイ ツ

語 専 門 家 が訂 正 しな け れ ば な らな い か らで あ る 。

この辞 書 の対 話 的 な 管理 は 全 て の 新 し い追加 ま た は修 正 の非 常 な 高 速 によ る修 正 が 可能

で あ る。

(4)検 査 構 文法

① あ る言 語 の1っ の 文 章 を他 の 言 語 に正 し く翻 訳 す るた め には,そ の 前 にその 構 成 要 素 の

そ れ ぞれ の構 文 的及 び意 味 論 的 な価 値 を決 定 す るた め に,そ の 文 章 を精 密 に分 析 す る必 要

が あ る。進 展 す る 自然 の言 語 は そ れ を使 う人 間 に,思 想,そ して感 情,喚 起 され る映 像 な

どの 無限 の 表 現 を可能 にす る。 な か ば無 限 の組 合 せ の可 能 性 を与 え て い る。最 近 の言 語 学

は 明 らか に次 の よ うな言 語 の 二重 構 造 を実 証 して い る。

X外 見的:表 面 的 な 構 造

+内 面 的:隠 れ た構 造 で,言 語 学 的 な経 験,話 し手 ま た は 聞 き手 の素 養 に よ って認 識

され る もの 。

表 面 的 構 造 の 正 確 な翻訳 で さ え も,言 語 的手 段 の 与 え る無 限 的 な 組 合せ に起 因 す る困 難

な 問 題 を提 起 して い る 。内面 的 な 構 造 にっ いて は,人 間 の 知能 だ け が,そ れ が問 題 の2っ

の 言 語 を完 全 に知 って い る とい う条件 で,翻 訳 す る こ とが で きるの が現 状 で あ る 。

Titusで は,こ れ らの 理 由の た め に,科 学 技 術 文 献 の 自動 翻 訳 を 目的 と して い る 。 し

た が って,あ ま り 「情 緒 的 」では な い明 確 な 言語 の表 面 的 構 造 を検 討 す る こ とに して い る。

この システムの主な 目的 は,文 献 を複 数 ¢)言語 に高速 で翻 訳 す る こ とに あ る 。 した が って・

シ ス テ ムは 処 理 され る全 ての 文章 を高 速 で分 析 し,し か も自然 言 語 の あ い まい さを最 大 限

に避 け る こ とが で きな け れ ば な らな い 。 この 目的 の た め に,Titus-Wは,明 確 な 規 則

に従 っ た,イ ン ド ・ヨ ー ロ ッパ系 の 全 言語 に有 効 で,自 然 言 語 の 日常 的 な論理 的 思 考 の全

て を表 現 す る こ とを 可能 に す る十 分 な弾 力 性 を持 つ,文 章 の 単 純 な 構 造 に準 拠 して い る 。

このTitus-IVシ ス テ ムの バ ー ジ ョ ンAは,現 在 各 種 の 領 域 で実 動 して い るが,文 章 当

り1っ の 命 題 しか 許 容 しな い 。後 の バ ー ジ ョ ンでは 文 章 が3っ の命 題(主 要 ・関 連 ・従 属

お よ び補 完)を 含 む こ とが許 容 され るよ うにな るだ ろ う。

②Tit.9-Wの 命 題 の 基 本 モ デ ル(図4-4)

全 ての 命 題 は 添 付 の 図 式 に示 した 「命 題 の 基本 モ デル 」 と呼 ば れ る・TITUS-Wの 基本
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図4-4Titus-Nの 基 本 的 な 命 題 モ デ ル

的 モ デル に記 入 で き る言語 構 造 と組 織 とを持 た な け れ ばな らな い 。 この モ デル にあ る命題

の 可能 な最 大 限 の 構 造 を示 して い る が,こ こに お いては 名 詞 的 グ ル ープ主 語 の み が必 須 の

もの で あ り,他 の全 て の もの は任 意 で あ る 。各 グル ー プは 語 彙 単位 と許 容 され た 単語 の集

合体 で あ り,そ の 可能 な,可 変 的 な組 合せ が それ らの 主 要 な要 素 に した が って,次 の グル

ー プを構 成 し てい る 。

-X－名 詞 的 グ ル ー プ(GN)

(主 要 な要 素 は グル ープの名 詞 主語)

-X－動 詞 的 グル ー プ(GV)

(主 要 な 要 素 は動 詞)

③ グル ー プの定 義 と使 用 目的

・最 初 の 主 要 グ ル ー プ(GroupeSujet=・GNS)は 名 詞 的 であ り,こ れ だ けが 必 須 の もの

で あ る 。

これ は 少 く とも辞 書 中 にあ る名 詞 ま たは 人称 代 名 詞 を含 ん で い な けれ ば な らな い。

・次 の 状 況 名 詞 的 グ ル ー プ(GNCI,GNC2,GNC3)も 名 詞 的 な もの だ が,こ れ らは 選

択 的 な もの で あ る。命 題 に よ って0か ら3ま で持 つ こ とが で き る。 この よ うな グル ー プは

前 置 句 が必 ず その 前 に 付 く とい う事 実 に よ って認 識 され る 。

・動 詞 的 グ ル ー プ(GV)は 選 択 的 で あ り,そ れ は単純 また は 複 合 時 制,能 動 態 ま た は受

動 態 の 動 詞 を含 ん で い る 。 ・
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・補 助 動 詞 的 グル ー プ(GVC)も 選 択 的 で あ る
。 そ れ は この 前 にあ る グル ー プGV中 に

あ る動 詞 の 補 語 的 不 定 法 に よ る,少 な く と も1個 の 動 詞 を含 ん で い る 。

・補 助 名 詞 的 グル ー プ(GNV1)は 選 択 的 で あ り,こ の 名 詞 的 グ ル ープは 少 な く とも辞 書

にあ る1個 の 名 詞,ま た は1個 の 属 辞形 容 詞 を含 ん で い る 。 この グル ープは 動 詞 の1っ ま

たは複 数 の 目的 補 語 を表 わ し てい る 。

・補 助 名 詞 的 グ ル ー プ(GNV2)も,GNVIと 同様 に選 択 的 で あ る。 これ は命 題 の動 詞

の1っ ま た は複 数 の帰 属 補 語(ま た は受 動 態 動 詞 の動 作 主)を 表 わ し てい る。

・前 置 的 名 詞 的 グル ー プ(GNPI ,GNP2,GNP3)は 状 況 グ ル ープGNCI,GNC2,

GNC3と 同 じ規 則 に従 う。

またTitus-Nの 全 て の 文 章 は名 詞 的 グル ー プと動 詞 的 グル ー プ に分 解 され る 。

④ 名 詞 的 グル ー プ(GN)と 名 詞 的 サ ブ グル ー プ(SN)(図4-5)

各名 詞 グル ー プは1っ ま たは 複 数 の名 詞 的 サ ブグル ー プ(SN)に 区分 され る。

名詞 的 サ ブ グ ル ー プは全 て の名 詞 的 グ ル ー プの 基本 的要 素 で あ る 。 サ プ グル ー プの 組織

構 成 は図 に示 す通 りで あ る 。 この 名 詞 的 サ プ グル ープの 図 にお い て,1つ の名 詞 的語 彙 単

位 の 存在 が必 須 にな って い る こ とに注 意 しな けれ ば な らな い 。 この名 詞 は最 低 限 必 要 な構

成 素 であ る 。また名 詞 的 サ プ グル ー プは 以 下 の よ うな選 択 的 な他 の構 成 要素 も持 つ こ とが

で き る。

-x－前 置 詞

×限 定 詞

Xlつ か2っ の 単純 形 容 詞(使 用言 語 の 慣 習 に よ って名 詞 の 前 か 後 に置 か れ る)

X連 続 す る2っ の 形 容 詞 の 間 に置 か れ る等 位 接 続 詞

+1っ ま た は2っ の同 格 詞

X補 語 を持 つ 形容 詞(こ の形 容 詞 の 補 語 と して 別 の名 詞 的 サ プ グル ー プSNを 導 入 す る)

「
↓

1
1

ll

i
↓ψ

名 詞

i

↓

前置
詞

限定
詞
形容
詞1
接続
詞
形容

詞2
形 容

詞1
接続
詞
形容

詞2

同格 形容詞
+補 語

図4-5名 詞 的 サ ブグル ー プ(SN)
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全 ての 名 詞 的 グ ル ー プは1～15個 の サ ブ グ ル ー プ(SN)を 持 つ こ とが で き る 。1っ の

名 詞 的 グル ー プの サ プ グ ル ー プは それ らの 間 を 下記 の 文法 的 関係 で結 ば れ て い る 。

川 主語

㈲ 名 詞 の 補 語

{m形 容 詞 の補 語

CV)比 較 の補 語

⑤ 動 詞 的 グル ー プ(図4-6)

動 詞 的 グル ー プは 次 の もの を含 む こ とが で きる。

Xlっ の 助 動 詞 また は 様 態動 詞 。 これ はTitus-Nシ ステ ムの 固定 的 動 詞 要 素 の 一

部 を な す 。

ee辞 書 の 中 に存 在 す る1っ の 述 語動 詞,ま たは 動 詞 的 補 語 を持 つ動 詞

動 詞 的 グ ル ープGVの 動 詞 の活 用 の全 ての通 常 の 時 制 で あ って 良 い 。 それ はTitusの

現 在 の バ ー ジ ョ ンでは3人 称単 数 ま た は複 数 だ け で しか使 用 で き ない 。

単純動詞
または

助動詞
否定詞 否定詞(続) 副 詞 過去分詞

'

Ne

(not)

N,

(not)

Ne
(not)

Donne

(与 え る;現 在 形)

Donner

(与 え る だろ う

;未 来 形)

Modifie

(修正 す る;

現 在 形)

Amelioe

(改善 す る;

現 在 形)

A(助 動 詞)

Provoquerait

(挑 発 す る)

pas

(neに 続 く

否 定 詞)

rarement

(稀に)

tOUjours

(い つ も)

jamais

(決 し て)

degrade

(悪 化 させ る

;過 去 分 詞)

図4-6動 詞 的 グ ル ープ(GV)
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(5)対 話 式 入 力

Titus-Nシ ステ ムは翻 訳 者 の補 助 手 段 で は ない 。 その 目的 は 文 章 を編 集 し・それ を タ ー

ミナ ルを使 って直 接 的 に シ ステ ム に入 力 し,そ れ を遅 延 して では な く,「 即 時 的 」に翻 訳 す

る こ とで あ る。 この概 念 は編 集 者 と シ ステ ム との 間 の 対話 を必 要 とす る。 そ こ には 次 の よ う

な 二 重 の長 所 が 見 られ る 。

① 人 間 が 自分 の 誤 りを直 ちに訂 正 し,記 述 の 規 則 に 合致 しな い構 造 を是 正 す る こ とが で き

る。 エ ラ ー ・メ ッセ ージが 人 間 の 目の 前 に表 示 され,入 力 中 の 文章 は シ ス テ ム に と って 正

しい場・合 にの み受 入 れ られ る。

② 人 間 ・機械 間 の 対 話 は若 干 の あ い まい な 事 例 の 時 に,人 間 の 知能 に頼 る こ とを 可能 に す

る 。 あ る 多義 的 な単 語 の 意 味 を決定 で きな い こ とを知 らせ るた め に,質 問 メ ッセ ー ジが タ

ー ミナル に表 示 され ,辞 書 の 中 で 認 め られ る可 能 な各 種 の 意 味 の 短 い定 義 が リ ス トア ップ

され る 。 ユ ー ザ ーは そ の 多義 的 な単 語 に 与 えた い と思 う意 味 の 番号 数 字 を 叩 くだ け で良 い 。

この 手 順 は ソ フ トウ ェアに とって疑 問 の あ る全 ての場 合 に,解 決 の た め に使 用 す る こ とが

で き る。

ナ三とえ ば フ ラ ンス語 で大 文字 だけ を使 用 す る と,同 形 異 義 語 が非 常 に 多 くな る こ とが あ

る 。 この 時 には同形 異義 語 に弁 別 符 を付 け て 区 別 す る こ とが で き る。

前置 詞 のAとavoir動 詞 のAと を 区別 す るた め には,後 者 のAに 斜 線(/)を 付 けれ ば

よ い。 すな わ ちA(前 置 詞)

A/(動 詞avoir)

さ らに,前 置 詞,形 容 詞,関 係 代 名 詞 な どの 先 行 詞 を認 識 す る こ とが必 ず し も可能 で は

な い場 合 があ る 。 この あい ま い さを取 除 くた め に,Titus-Nシ ス テ ムは コンマを使 った

特 異 な句 読 法 規 則 を使 用 して お り,こ れ は 非 常 に使 い や す い もの で あ る 。

(6)短 所 と長所.

① 制 御 構 文 法 に原 因 の あ る制約

Titus-Nシ ステ ム に受 入れ られ る文 章 を書 く筆 者 は 単 純 だが 自然 的 で 制 限 の あ る記 述

を 守 らな けれ ばな らな い 。 した が って筆 者 は 自分 の考 え方 を表 現 す るた めに,制 約 の あ る

この 構 文 法 の 形 式 に慣 れ な け れ ば な らな い。

この 表 現 形 式の 練 習 に必 要 な訓 練,実 習 は2,3日 程 度 であ る。 その 後 は経 験 の 積 み重 ね

で あ る。 シ ス テムは 対話 式 なの で,新 人 で も記 入 して 良 い こ と,良 くな い こ とは す ぐに理

解 で き る 。

② 対 話 式 シ ス テ ムを原 因 とす る制 約

筆 者 の 知 能,シ ステ ムの質 問 に筆 者 が 与 えな けれ ば な らない 回答 に しば しば依 存 す るた
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め,筆 者 によ って 事 前 に編 集 さ れ た文 章 が タ ー ミナルの キ ーボ ー ドで叩 か れ る とい うこ と

は殆 どな い 。 この こ とは タ ー ミナル の オ ペ レー タが 同 じ科 学 的 ま たは 技 術 的 な 水 準 にあ る

場 合 だけ に可 能 で あ る 。

Titusの 実 際 の ユ ー ザ ー側 の この 理 由の た め に,情 報 の 入 力 は 分 析 を編 集 す る ドキ ュ

メ ンタ リス ト(編 集 者)に よ って直 接 行 わ れ る 。

③ 検 査 構 文 法 を原 因 とす る利 益

表 現 の 形 式 が 制 限 され てい るた め,筆 者は 単 純 で したが って明 確 な,あ い ま い さの な い

構 文 法 を使 用 しな け れ ばな らない 。 この こ とは 読 者 に よ る文 章 の 理 解 度 を著 し く促 進 す る 。

④ 対 話 を原 因 とす る利 益

ユ ーザ ーは検 査 の リ ス テ ィン グ(4カ 国語)を 聞 いた 後,記 憶 され て い る情 報 へ の 直接

の ア ク セ スに よ って,文 献,文 書 の全 部 ま た は 一部 を呼 び出 して,後 で全 て の 修 正,削 除,

追 加 を希 望 通 りに行 う こ とが で き る。

以 下 はTitusシ ステ ムの利 用 に よ る実 例 で あ る 。

Titusの 実 例1

1NPUTSENTENCE=⇒THESEWINGMACHINEISCONTROLLEDBYA

文章 の入力MICROPROCES

ミシンはマ イ クロプロセ ッサで制御 され る。

℃ONTROLLED"検 証終 了

pQLYsEMIcTERM多 義性 の単語

1)VER,(TOCOMMAND,TODRIVE

動 詞 指令 す る 駆動 す る

2)VER,(TOTEST,TOVERIFY)

動詞 試験 する 検証 す る

WHICH?

どち らか?

Titusの 実 例2

日付 フ ァ イ ル 名

DATEl2/05/82FILENA 、ME:DEM

SE躍 蝉NR:021喋;Tr暴UAGE
,斗鴇 鶏 ㌫ 割 裂Rフ ランス語

IN曝
入;ENTENCE=⇒LA6賜 ザ》三聖 晶 鵬 鴎 ㍊ 》『TEUS剛ELEPOLYAMIDE

FRANCAIS工 ・ASOIEESTUNEFIBREPLUSCOUTEUSEQUELEPOLYAMIDE

フ ラ ン ス語

ENGLISFiSILKISAFIBERMOREEXPENSIVETHANPOLYAMIDE

英 語

DEUTSCHDIESEIDEISTEINETEUREREFASERAI、SDASPOLYA 、MID

ドイツ語

EsPANoL工 ・AsEDAESuNAFIBRAMA.sCosTOSAQuELAPOLIAMIDA

スペ イ ン語
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Titus-1Vは 制 御 され て い る自然 言 語 で編 集 され た あ らゆ る文 章 を翻 訳 す る
。した が って

膨 大 な結 合 関係 の処 理 能 力 を持 つ,自 動 翻 訳 の 自動 情 報 装 置 として開 発 され た もの では な い

こ とを明 確 に して お くべ きで あ ろ う。

そ うした 野心 的 な 目的 は 他 の シ ステ ムお よ び他 の プ ロ ジ ェ ク トの もの で あ る 。 自然 言 語 の

本 当 の 自動 化 され た 正 しい翻 訳 は人 工知 能 が め ざま しい発 展 を とげた 段 階 に至 らな け れ ば実

現 しない だ ろ う。近 い 将 来 に そ う した こ とが 実 現 す るか は 疑 問 で あ る。

Titus-Dvrは も っ と謙 虚 な もの で,自 動 翻 訳 シ ス テ ム とい うよ りは ,信 頼 性 の 高 い 多重

言語 の情 報 処理 手 段 で,ユ ーザ ーが 満 足 す る だ け の 十分 な 機能 を持 つ もの で あ る 。
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5.デ ー タベ ース振 興 を担 う首 相 直 轄,省 庁 横 割 機 関(MIDIST)

調 査 先:MIDIST(Missionlnterrninistriellede1'informationScientifique)

所 在 地:9rueGeorgesPitard750-15,PARIS

連 絡 先:電 話:842・64・64

面 接 者:Mr.J.Rosselin,Mr.M.Ronai

1.概 況

1973年 フ ラ ン ス政 府 は産 業 省 の 中 に,BNIST(BureauNationaldel'information

Scientifique)を 設 置 し,科 学 技 術情 報 にか か わ る諸 問題 を総 合 的 に採 り上 げ,関 係7.省

庁 の活 動 を整 理 の 上,効 率 良 く推 進 す る こ とをね らっ た 。

その背 景 には,BNISTの 前 身 と もい え るCNRS(CentreNationaldeResercheSci-

entifique)が 文 部 省 傘 下 に あ った関係 で基 礎科 学 重 点 指 向 が あ り,応 用科 学 分 野 に お け る

情 報 活 動 の遅 れ が指 摘 され て い た こ とが あ った 。

1970年 代は,爆 発 的 に増 加 す る科 学 技 術 情 報 へ の対 応 で,欧 州諸 国 は ア メ リ カに立 ち遅 れ

て い る こ とを 認 識 しは じめ た 時期 で あ る 。

この 中 で,イ ギ リスは1974年BritishLibraryを 核 とし て関係 省 庁 が情 報 把 握 を行 い,

デ ー タベ ース構 築,流 通 な ど実務 面 にっ い ては 民 間活 力 に期 待 す る政策 を確 立 した 。

ま た西 ドイ ツでは,連 邦政 府 お よ び州政 府 によ る政策 的 助 成 の 下 で,研 究 分 野 毎 に統 計

16に 上 る情 報 ドキ ュメ ンテ ーシ ョ ンセ ン タ ー(Fachinformationszentrum)を 設 け,

1976年 よ り活 動 を開 始 した 。

これ に対 し フ ラ ン スの採 用 した 政策 は,「 外 国 製 デー タ ベ ー スへ の 依 存 は フ ラ ン スを文 化

的 植 民地 と化 し国 家 の 危 機 につ なが る 」 との ノラ ・レポ ー トを源 流 と してお り,公 的 機 関 が

積 極 的 に民 間 を 支援 す る体 制 を ベ ース として い る 。

ロネ氏 の言 によれ ば,「 フラ ンス では 西 ドイ ツお よ び イ ギ リ ス と異 な る思 想 の 下 で情 報 政 策

が 構築 され て お り,か つ ア メ リカに よ る情 報 支配 へ の強 い懸 念 もひ とつの 柱 とな っ てい る。

した が っ て,政 策 とその 結 果 にお い て評 価 され るべ き もの を実 現 した 。」とな る 。

BINISTは,1977年 発 展 的 にMIDISTと して首 相 府所 属 の 機 関 に改編 され た が,こ れ

は 情 報 活 動 の重 要 性 が さ らに高 ま る と共 に,各 省 庁 間の 協 力 と調 整 を よ り効率 的 に行 う必要

に迫 られた 事情 によ る 。MIDISTに は42に 上 る全 省 庁 が 参 画 してお り,年2回 調整 委 員
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会 を開 催 し てい る。

2.事 業 概 要

(1)MIDISTの 事業

① 各 省 庁 間 に あ って情 報 化 政 策 の 調整 を行 う 。1984年 度 総 予 算 は3,000万 フ ラ ン(約

9億 円)。

② デ ー タベ ー ス とネ ッ トワ ーク技 術 の 調査 研 究 な ど を通 じ,国 家 的 規 模 の ホ ス ト設 置 を行

う。

③ 科 学 技 術情 報 政 策 の策 定,振 興,助 成 お よ び訓練 の実 施 。

④ 国 際 的 協 力活 動 。

⑤ ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン活 動 の 促 進 。

な ど情 報 関 連 事 業 を担 当推 進 す る こ とを 目的 として い る。

前記 の 内,② につ い ては,1978年,フ ラ ンス政 策 はTelesystemes社 をい くつ か の応 募

の 中 よ り選 び ホ ス トと した 。

同 社 は,郵 政 省100%出 資 の 子 会社CoFranceCableRadio社 の 子 会 社 で あ る。Tele-

sy8teme8社 は,さ らに ビデ オ テ ッ ク ス,エ ン ジ ニ ア リン グ,タ イム シ ェ ア リ ン グ,ソ フ ト

開 発 な どを担 当 す るい くっ か の子 会 社 を持 って お り,こ の う ちホ ス ト として オ ン ライ ン デ ー

タベ ー スサ ービ スを提 供 す る こ とに な ったの がQUESTELで あ る 。

同 社の 資本 金 は100%国 家 出 資 で あ るが,活 動 は完 全 に市 場 原 理 に 基 く競 争体 制 に よ って

展 開 され て い る 。 ス タ ー ト当 初 の 困 難iを サポー トす るた め,政 府 はQUESTEL社 に財 政 的 援助

を行 って 来 た が,1982年12月 末 を も って この 契 約 は 打 ち切 られ,現 在 は 自立 して い る。

(2)助 成 策

①1978年 よ り1982年 にい た る 間,政 府 助 成 は 主 と して情 報 を維 持 管理 す るた め に行 わ

れ,総 額8,260万 フ ラ ン(約24億 円)が 支 出 された 。 これ は フラ ン ス国 内の 公的 デ ー タ ・

ベ ー ス作 成機 関約40を 対 象 に行 わ れ た 。

②Telesystemes社 に対 す る助 成 は,1983年 度1,200万 フ ラ ン(総10億 円)で あ った。

この助 成 は 当初 策 定 した 予算 以 上 に収 益 が 上 れ ば 同社 の取 り分 と し・赤 字 とな った場 合 は

同 社 の 負担 とす る新 条件 の 下 で決 定 さ れた 。 つ ま り以 前 は ・赤 字 は す べ て政 府 が 肩 代 り し

て い たの であ る。

③1978年,ユ ニークな 化 学 構 造検 索 シ ス テ ムが パ リ第 七大 学 の デ ュボ ア博 士(Dr・J・E・

Deb。is)を 中心 とす るチ ーム に よ り開 発 着 手 され た 際 ・政 府 は2つ の プ ロ ジ ェ ク トを承
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認 し助 成 す る こ とを決 定 した 。

この 結 果,基 礎研 究 は すべ て デ ュ ボ ア博 士 の指 導 下 で進 め られ,1981年 シ ス テ ム完 成

と共 にTelesystemes社 に よ る 商 用提 供 が決 ま った 。これ と共 に,開 発 グルー プの 中 か ら一

部 の ス タ ッ フがTelesystemes社 に移 り,以 降 の 商用 提 供 ソ フ ト開発 は す べ て同 社 の担 当

す る と ころ とな った 。 これ がDARCシ ステ ムで あ る 。

な お,前 述(2)② の1,200万 フ ラ ンの助 成 の 中 にDARCシ ステ ム に関 す る ものは 含 ま れて

い な い 。 この シス テ ム に対 して は1984年 度 にお いて は別 に700万 フ ラ ン(経2億1千 万

円)が 特 別 助 成 され て い る。

DARCシ ステ ムの ソ フ トウ ェ アには 以 下の もの が含 ま れ て い る。

1)デ ータ管 理 とオ ン ラ イ ン ソ フ トウ ェ ア

ii)化 学 工業 関 係 イ ンハ ウ スの デ ー タ ・バ ン ク処 理 ソ フ トウェ ア(IBM,DEC用 な ど)

3.助 成 決 定 手 順

(1)フ ラ ンス政 府 にお い て工 業 省 が採 用 して きた方 針 は;

① 公共 的機 関 に よ り制 作 され た情 報 を 公 共 的 に提 供 す る 。

② 戦 略 的 な もの であ る こ と。 した が って ソー スを外 国 に発 す る もの は除 外 さ れ る。

で あ った 。

一方 ,MIDISTの 考 え方 は,

③ 商業 的 に収 益 性 の 高 い こ と

を 第 一義 と して い た 。

1982年,両 者 の考 え方 が一 体 とな り,①,②,③ を評 価 した 上 で助 成 を行 う こ と とな っ

た 。

(2}MIDISTは,は 保 健,毒 物 学,化 学 な ど分 野 別 の パ イ ロ ッ ト計 画 委 員 会 が設 置 され て お り・

助 成 を 希 望 す る プ ロ ジェ ク トの 内容 を受 付 け,審 査 を 行 って い る 。

(3)MIDISTは,会 計 制 度 上 は科 学 技 術省 傘 下 にあ るた め,助 成 決 定 を行 って も形 式 上は 科 学

技 術 者 の審 査 を必要 とす る が,実 務 的 にはMIDISTの 権 限 と判 断 で助 成 を決 定 して い る 。

な お,助 成金 は す べ て単 年 度制 であ る。

(4)審 査 の た めの委 員 会 構 成 は,例 え ば化 学部 門 で は,工 業 省(1984年 よ り改組 され 工業 産

業 省)化 学部 門,CNRS(フ ラ ン ス国 立 科 学研 究 セ ンタ ー),科 学 技 術 者,文 部 省,そ れ

にMIDISTが 参 加 して い る。

㈲ 助 成 に際 して公 ・民の 区別 は していない 。 フ ラ ンスの主 要 研 究 機 関 は 公 的 機 関 であ るた め,

科 学 技 術 情 報 を中 心 と した デ ータベ ー ス構 築 支 援 が 公 的機 関 へ の 支援 とな るの は必 然 で あ る
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が,経 済 ・金 融 な どの デ ー タベ ー ス製 作機 関 は 民 間の 場 合 が 多 い 。 した が って,民 間 に も助

成 す るこ とにな る。例 え ば 工業 省 は,フ ラ ン スお よ び全 欧 州 の 会社 名 鑑KOMPASSREGI

STERに 助 成 を行 っ た。

(6)MIDISTの 助 成 金 は返 済 し な くて もよい 。

4.助 成 の結 果(特 にTelesystems社 に関 して)

Telesystemes社 を商 用 オ ンラ イ ン提 供 の ホ ス トと して選 び ・1978年 以来 一 元 的 な助 成

を行 った結 果,フ ラ ンスは デ ー タベ ー ス政 策 にお い て次 に挙 げ る成 果 を得 た 。

(1}Telesystemes社(正 確 に は オ ン ライ ンサ ー ビスを行 って い るTelesystemes-Questel

社)は1982年 末 現 在,売 上,サ ー ビス時 間共 に欧 州 一の ホ ス トに成長 した 。

(2)ア メ リカの データベ ースサー ビス機 関 の フランス上陸 を阻 止 し,逆 に海 外 へ の進 出 を果 した 。

海 外 の 主要 市場 は 欧 州 諸 国,ア メ リカ,日 本 であるが,1982年 末 におい て売 上の 約30%は ア メ

リカで挙 げている。最 近 は,中 国 でデモ ンス トレーシ ョンを行 った り韓 国 で試 用 が 始ま ってい る。

(3)Telesystems-Questel社 は 引 続 き赤 字 で あ る が,そ の 額 は 年 ご とに減 少 し てい る 。 何

よ りも活動 は積 極 的 で あ り,前 述 の ご とく極 め て良 好 な状 態 に あ る。わ け て も同 社 の 提 供 す

る デ ー タベ ー スサ ー ビスの 内,特 許,化 学 両 分 野 にっ い て は 非 常 に独 自性 が高 く国際 的 に も

評 価 され てい る 。

5.ま と め

フ ラ ンスの デ ータ ベ ー ス政策 にお い て,商 用提 供 にい た る ま で の段 階 でMIDISTの 果 た す

役 割 は大 きく,ほ ぼ一 元 的 に デ ー タベ ー ス構築 支援 を行 い,サ ー ビスの 自立 に向 け助 成 を 行 っ

て い る。

以前 は 少額 バ ラま き が フ ラ ン スの助 成 方 式 とい わ れ てい た が,1978年12月 フラ ン ス政 府

が策 定 した 「フラ ン ス情 報 化 の た め の5ケ 年 計 画 大 綱 」推 進 の 中 で次 第 に政 策 的 効 果 を あ らわ

しつ っ あ る。

しか し,国 際 的技 術 情 報 交 流 にお け る英語 の 優位 性 とアメ リカのCAS(ChemicalAbstracts

Service)に よ る化学 情 報 の独 占化 傾 向 には 強 い警 戒 心 を もち,・CASが 最 近 わ が 国 に対 して

も参加 を呼 びか け て い るSTN(ScientificandTechnicalNetwork)に 西 ドイ ツが早 々

と加 盟 した こ とを,面 接 した すべ て の フ ラ ンスの情 報 関係 者 が非 難 して い たの は 印象 的 で あ っ

た 。

フラ ンスは,情 報 が特定 の国家 あ るいは 機 関 に独 占支 配 され る こ とを嫌 い ・CNRS・PASCAL・

DARC,INPIな どバ ーゲ ニ ン グ ・パ ワーを有 し,か つ国 際 性 あ る デ ー タベ ース を国策 と して
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構 築 支 援 して き た 。併 せ て,関 連 す る デ ータベ ー スの 流 通,ソ フ トウ ェ アな どに も資金 が投 下

され て い るが,本 来 フ ラ ン スは百 科 全 書 以来,科 学 技 術知 識 の普 及 に伝統 的 に理 解 が 深 く,こ

の 面 で先 進 的 な 素 地 が あ ったこ とが,ユ ニークな デ ータベ ー ス政 策 を 確 立 し一定 の成 果 を収 め る

にい た った素 地 をな してい る とい え よ う。

具体 的 な所 定 の 手続 き を経 て行 わ れ る助 成 には,自 立の 目途 が 立 つ ま で赤 字 分 を国 家 が補 う

徹 底 した サ ポ ー トも行 わ れ て い る 。中 には,途 中 で 計画 の見 直 しを余 儀 な くされ た ケ ー ス もあ

るが,オ ン ライ ンサ ー ビ スに お け るTelesystemes-Questel社 の 成 功 は,同 時 に その 基礎 と

な る フラ ン ス独 自 の デ ー タ ベ ー ス構築 の 成 功 を も意 味 して お り,関 係 者 の 強 い 自信 とな って い

る よ うだ。
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6.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 統 合 機 関(QUESTEL)

調 査 先:TelesystemesQUESTEL

所 在 地:83/85,BoulvardVineentAunio1,75013,PARIS

面 接 者:Mr.M.Dancoisne(総 支 配 人)

Ms.L.Durban(国 際 担 当)

Ms.C.Spinola(マ ー ケ テ ィ ン グ 担 当)

1.概 況

フラ ン ス郵 政省 が 金 額 出 資 してい るTelesystemes社 の オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー ス サ ー ビス

担 当子 会 社 がQUESTELで あ る。

同社 は,1970年 代 に始 ま る フラ ンス政 府 の 情報 政 策 の 一環 と して1972年 に誕 生 し た フ

ラ ンス を代 表す るデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス機 関 であ る。 現 在,パ リ本 部 に 約40名,南 フラ ンス

の バ ル ボ ン所 在 の コ ン ピ ュー タ ・セ ン ターに約60名 が 勤 務 して い る 。

オ ンラ イ ン ・サ ー ビス は1974年 に開 始 した が,そ の 後 サ ー ビスの 拡 張 を続 け,全 欧 州 は も

とよ り,1981年 アメ リカ,1982年 日本へ と提 供 の輪 が拡 が った。 最 近 の 情 報 に よ れ ば中 国,韓

国 で もオ ンラ イ ン ・サ ー ビスの テ ス トを行 った模 様 で あ る。

フ ラン ス政府 の 国策 推 進 上指 名 され た ホス トであ り,運 営 上 はMIDISTの 監 督 下 に あ る。

図6-1は,現 在 のQUESTEL社 の組 織 図 で あ る。

2.ホ ス トコ ン ピュ ー タ と ソ フ トウ ェ ア

QUESTEL社 が 現在 使 用 中 の コ ン ピ ュー タは次 の3種 で あ る。

QUESTEL・I

QUESTEL・H

内 部 開発 用 シス テ ム …… …

*提 供 して い る デー タ ベ ー スに よ り使 用 コ ン ピュー タが異 な っ て お り,QUESTEL・ItI[は そ

の 区別 を表 わ して い る。 具 体 的 な 内訳 は 次 表 を参照 。

QUEsTELの ソ フ トウ ェアは,以 前 は ホ ス トMIsTRALと 呼 ばれ,多 言 語処 理 機 能 を もち,

検索 用 語 は フ ラ ンス語 と併 せ 英語 も使用 可能 で あ った。 会 話 型 オ ン ライ ン検索 ソ フ トで あ るが,

米 国のDIALOG,ORBITな ど先 行 シ ス テ ム も参 考 に して お り,基 本 構 成 は 後者 に極 め て近

DPS(7/82)

IBM3083

1BM4341
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所長JACQUESMICHEL

SecretaireLilianeNOURRAIN

ー

∨
O
ー

e

当
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担

恒

学

P

科

BUFFET

技 術 担 当

Claude FINZI

商 務 担 当

Christine RAULIN

総 務 ・財 務 担 当

PhilippeVINCENT

DEPARTEMENT
TECHNIQUE

QUESTEL

PierreANDRE

DEPARTEMENT

SERVICES

QUESTEL

CatherineSPINOLA

DEPARTMENT
SYSTEMES

QUESTEL

ElieDILOUYA

DEPARTEMENT

LOGICIEL

QUESTEL

HenriALARDO

国 際 マ ー ケ ッテ ィ ング ・チ ー ム

MaryLi8aDURBAN

国 内 マ ー ケ ッテ ィング ・チー ム

SergeBIGUET

注1.本 表 はQUESTEL社C.SPINOLA女 史提 供 によ る。

注2.DIRECTEURは 調 査 団訪問 当時はM.DANCOISNEで あ っ

たが1985年2月 よ り本図 の ご とくJ.MICHEL氏 が その職

につ いた 。

図6-1QUESTEL社 組 織 図



い 。MIsTRALは,現 在QUESTEL・1と 呼 ばれ てい る ソ フ トウ ェアに 発 展 して い るが,機

能 の 点 で若 干 アメ リカ系 システムに比 し遅 れ ていた 。しかし,こ れ もQUESTEL・PLUSと 名 付

け られ た新 シ ス テ ムの登 場 で大 幅 に そ の差 を縮 め よ うと して い る。

なお 同時 に ア ク セ ス可 能 な端 末 数 は300で あ る。

3.デ ー タベ ー ス

QUESTELで は,フ ラ ン ス政 府 の研 究 機 関 な どが制 作 した デ ー タベ ー スが 独 占提 供 され て

お り,当 然 の こ とな が ら フラ ンス,欧 州の 情 報 に 強 い 。 ま た,一 部 にWPI,EURECASの ご

と く外 国 の デ ー タベ ー ス制 作機 関の手 に な るデ ー タベ ー ス も導 入 してい る。

一 方 ,DARCシ ス テ ム は,パ リ第 七 大 学 の デ=ボ ア博 士(DR.J.E.Debois)を 中 心 と

す るチ ー ムが 基 本 開発 を行 った化 学 構 造検 索 シ ス テ ム で,利 用 に 際 しては グラ フ ィ ッ ク機 能 を

有 す る端 末 機 の用 意 が 望 ま しい。

QUESTELお よ びDARCシ ス テ ムに 関 しては.日 本 では 一般 的 に化 学,特 許 関係 デ ー タベ

ース に利 用 者 の 関 心 が 高 い よ うだ
。 表6-1は,日 本 で利 用 で き るQUESTELの デ 一 夕ベ ー

ス 一 覧 で あ る。

4.営 業 状 況

(1)デ ー タベ ー ス使 用 時 間

1983年39,000時 間

1984年53,000時 間

平 均 一 回 の接 続 時 間 は約10分 。

(2)ユ ー ザ ー分 布

現在 パ ス ワ ー ド発 行 数 約5,000(日 本 は その一 割 強)。

ユ ーザ ー分 布 は,公 共機 関40%,民 間60%の 比 で化 学 ・特 許 な ど科 学 技 術関 係,薬 品工

業,大 学研 究 機 関,企 業 の法 務 部 門,弁 護 士,公 証 人 そ の他 法 律 関係 者 な どが主 な ユ ー ザ ー

で あ る。

(3)1984年 の 統 計に よれ ば,収 入(売 上)の70%は フ ラン ス国 内 で,残 る30%は 海外 で

得 て い る が,DARCシ ス テムに つ い て は比 率 が 逆 転 し,国 内30%,海 外70%,特 に ア メ リ

カの利 用 が 多 い 。

(4)フ ラ ンスにおけ る オ ンライン情 報 検 索 システ ムの普 及 に,デ スク トップ 型 簡 易 検 索 装 置 ミニ テ

ル(MINITEL)の 果 した役 割 は大 き く.最 近 のQUESTEL新 規利 用 申込 者 の 約 半 数 は ミ

ニ テル を利 用 して い る。 ま た質 問 時 間 の約25%は ミニ テル で 行 われ てい る。

一77一
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表6r1 qUP5tpl デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧 表 《分 野 別 》

ファイJ}呼出 名 デ ータ ベー ス名 対 象 分 野 作 成 機 関 収録期間 蓄積情報量 コンピュ→*

■特許 ・商標

lINPI-1, INPI-1 フ ラ ンス特許 フ ラ ンス工業 所有 権庁(INPI) 1969一 54L852 2

INPI-2 INPI-2 欧州特許 欧 州特 許 庁(EPO),フ ラ ンス工 業 所有 権 庁(INPD 1978' 119,090 2

INPI-3 INPI-3 対応特許 欧 州特 許 庁(EPO),フ ラ ン『ス工 業 所 有権 庁(INPI) 1969一 4,308,150 2

INPI-4E INP1-4E 国際特許分類(英 語版) フ ラ ンス工業 所 有権 庁(INPI) 最新 21,401 2

INPI-4F INPト4F 国際特許分類(仏 語版) フ ラ ンス工業 所 有権 庁(1NPI) 最新 21,395 2

INPI-nARqUES INP1-nARQUES フ ランス商 標 フランス工業所有権庁(INPD 1981一 133,000 2P

WPI WP| 26カ国の特許および欧州特許,PCT出 願 DerωentPublications社 1963-1980 2,006,045 2P

HPIL WPIL 26カ 国の特許および欧州特許,PCT出 願
・De四entPublications社

1981一 1,053,000 2P

■化学

CANOH CANonlCAS登 録 シス テム の全化 学 物 質1 ChemicalAbstア ∂ctsService(CAS) 1965一 6,670,995 2

EUCAS67 EUC^S671僻 全般(CASEARCH) ChemicalAbstractsService(CAS) 1967-1971 1,309,755 2

EUCAS72 EUCAS72 化学 全般(CASEARCH) ChemicalAbstractsService(CAS) 1972-1976 1,768,396 2

EUCAS77 EUCAS77 化学 全般(CASE且RCH) ChemicalAbstractsService(CAS) 1977-1981 2,244,614 2

EUCAS82
1

EUCAS82 化学 全 般(CASEARCH) ChemicalAbstractsService(CAS) 1982一 1,225,006 2

hFP-THl1FP-TH 純粋化合物と混合物の物理 ・化学的性質に関する書誌情報 フ ラ ンス石 油 協会(IFP) 1950一 39,971 1

li
ISI-IC| hNDEXCHEnlCUS 有機化合物の合成法 InstituteforSclentificlnformation(ISI)社 1962一 350,000 2

已 ・SSE・
JANSSEN 1JanssenChimica社 の 試 薬 カ タ ロ グ

1
JanssenChimica社 最新 11,1521 2

一

■科学 ・工学

CEClLE CECILE 工業 デ ザ イ ン,グ ラフ ィックデ ザ イ ン,建 築 デザ イ ン 工 業 デザ イ ンセ ンタ ー(CCD 1973一 32,124 1

C団 1NTERCIn 水 硬結 合剤,セ メ ン ト,石 灰,石 膏 水硬結合剤調査研究センター(CERiLH) 1969一 19,721 1

ECOTHEK ECOTHEK 都市計画と環境 フランス環境 ・生活改善庁 1970一 60,465 1
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ファイ)」呼 出 名 デ ータ ベ ース名 対 象 分 野 作 成 機 関 収録期間 蓄積情報量 コンピュータ*

EDF-DOC EDF-DOC エ ネル ギ ー資 源,発 電,電 力 利用,環 境問題 フランス電力研究所調査部(DEREF) 1972一 283,624 1

ENERGI ENEROIRAP エネルギー 原子力全般(学 位論文,技 術レポート) フランス原子力研究所資料部(SDCEN) 1942一 406,857 1

CEODE 信EODE 地球科学,鉱 山地質学 フランス地質 ・鉱山研究所資料部(BRGn) 1750-1976 315,699 1

NORIANE NORIANE フ ラ ンス規格 とISO規 格 フラ ンス規 格協 会(AFNOR) 最新 37,267 1

PASC73 PASCAL 科学技術全般 フランス国立科学研究センター(C冊S) 1973-1976 1,678,743 1

PASCAL PASCAL 科学技術全般
、

フランス国立科学研究センター(C冊S) 1977一 3,492,030 1

REDOS1 REDOSI 情報システム 情 報 システム 研究 実験 セ ンタ ー(CEESI) 1974一 6,266 1

SB・1 SB-1 コ ン ピュー タ科 学,コ ツ ピュ 一 夕応 用 技 術 パリ地方情報局(P田) 1978一 15,249 1

SCOLA SCOLA 情 報 科学,情 報 管 理(PASCAL-101) フ ラ ンス国立 科学 研究 セ ンタ ー(CNRS) 1978一 4,108 1

TELEDOC TELEDOC 電気 通 信,電 子工 学,コ ン ピュ ータ科 学 フ ラ ンス国立 電 気通 信研 究 セ ンター(CNET) 1972一 95,407 1

TITUS-E TITUS-E 繊維工業(英 語) フ ラ ンス繊維 研 究所(ITF) 1968一 146,107 2

TITUS-F TITUS-F 繊維工業(フ ランス語) フ ラ ンス繊維 研 究所(ITF) 1968一 146,107 2

TRANSIN TRANSlN 有償技術と新製品 トラ ン ジ ノ ブ ・イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 最新 3,283 2

URBAnET URB簡ET 都市計画
へ

URBAHETネ ッ トワ ー ク 1976一 83,500 1

■医学 ・生 命科 学 ・農学 ・食品

■ ビジネ ス ・経営 ・経 済
一一書誌 フ ァイルー

C且NCERN CANCERNET がんの基礎,臨 床,病 理 CNRSガ ン情 報 セ ンタ ー 1968一 183,117 1

}FAlREC
l

FAIREC 熱帯および亜熱帯の果樹栽培 果樹調査研究所(|RFA) i㎝0一 43,268 1

匝E 1糺1NE 農業,食 品工業 農産 物 工業 利用 資 料 セ ンタ ー(CDIUPA) 1970一 175,149 1

lClsICIS-1L・1職 業上 ・ 安全 ・衛 生
国際労働機関(ILO) 1974一 22,404 2・

巨
一 一.

co川NE ECO同1NE 鉱業経済 フランス鉱山 ・地質学研究所(BRGゆ 1984一 2,000 1

1GRAPPE
GRAPPE フランス企業の製品とその市場 フランス商工会議所連合会(APCCI) 1979一 57,713 1

LABOR lLABOR
l

労働問題 国際労働機関(1LO) 1965一 101,596 2
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フ7仙 呼 出 名 デ ー タベ ース名 対 象 分 野 作 成 機 関 収録 期間 蓄積情報量 コンピュ→*

一 名鑑 フ ァイルー

DEFOTEL DEFOTEL フランス会社年鑑 CoteDesfosses 最新 1,424 2

ESSOR ESSOR フランス会社総監 フ ラ ンス専 門 年鑑 協 会(UFAP) 最新 76,607 2

■法 律 ・政府 ・ニ ュース

ABC SYDONl SYDONIデ ー タ ベ ース の練 習用 フ ァイル EditionsFrancisLefebvre社,Sydoni社
一最 新 708 1

BANOUE SYDONI フランス銀行法 EdiUonsFrancisLefebvre社,Sydoni社
一最 新 16,543 1

DIF』 SYDONI フ ラ ンス税 法 EditionsFrancisLefebvre社,Sydoni社
一最新 72,183 1

ECO SYDOM 競争,消 費,流 通および価格に関する規制 EditionsFrancisLefebvre社,Sydoni社
一最 新 10,436 1

INFOGRAL lNFOGRAL フランス地方自治体向け書誌情報

(立法,規 制,統 計,財 務など)

EditionsLITEC 1980一 14,700 2P

JURIS JURIS-DATA フランス判例,法 令文献 LESEDITIONSTECHNIOUE 1960一 258,409 2P

LEX LEX フ ラ ンス の法律,法 令 全 般 フランス大統領官房室(SGG) 最新 234,545 1

LOGOS LOGOS フランス政治年譜,大 統領演説,閣 議発表,新 聞記事,

政府刊行物

フラ ンス政 府刊 行 物 セ ンター(DDF) 1970一 157,750 1

PROCESS PROCESS フランス国民議会議事録 フランス国民議会 1981一 1,772 1

OUESTA6 OUESTA6 フランス国民議会における政府質問 フランス国民議会 1978-1981 47,803 1

OUESTA7 OUESTA7 フランス国民議会における政府質問 フランス国民議会 1982一 57,969 1

－

S㏄ SY剛 レ ラ・ス労働法 EditionsFrancisLefebvre社,Sydoni社
一最 新 29,090 1

SYD SYDONI フランス家族法,所 有権法,不 動産法,地 方自治法
および商法

EditionsFrancisLefebvre社,Sydoni社 1962一 89,271 1

■社会科学 ・人文科学 ・芸術

FRCIS-H FRANCIS 人間科学 CNRS人 間 科学 資 料 セ ンター 1972一 564,097 2

FRCIS-S FRANCIS 人文科学,社 会科学 CNRS人 間科 学資 料 セ ンター 1972一 300,513 2

ICONOS ICONOS フ ラ ンス写 真集 DocumentationFrancaiseServiceIconographique 1839・ 17,000 1



ファイ}}呼 出 名 デ ー タベ ース名 対 象 分 野 作 成 関 収録期 間 蓄積情報量 コンピュ→*

■学際領域 ・人名録 ・団体名鑑

BIBLAT BIBLAT 中南米に関する学際的情報 メ キ シコ科 学人 文 情報 セ ンター(CICH),

国立Autonoma大 学(UNAM)

1977一 27,000 1

HEL10S HELIOS フランス情報機関名鑑 フランス行政文書調整委員会(CCDA) 最新 579 1

LABINFO LABINFO フランス研究機関名鑑 フランス国立研究結果評価機構(ANVAR) 最新 4,588 1

同EETING HEETINOAGENDA 開催予定の世界中の会議,シ ンポジウム,展 示会等の案内 フランス原子力研究所資料部(SDCEN) 最新 7,646 1

SOFIE SOFIE フランスの助成金 CCHC-CEDIC 1984一 731 1

DARCデ ー タ ベ ー ス一 覧 表

l

o。
　
ー

ファイ}↓呼 出 名 デー タ ベー ス名 対 象 分 野 作 成 機 関 収録期間 蓄積情報量 コンピュ→*

EURECAS EURECAS C賂 登録システムに収録された重合体以外の全化学物質 ChemicalAbstractsService(CAS) 1965一 6,450,992 2

HlMCAS nlNICAS EURECASの テ ス ト検 索 用 フ ァ イル ChemicalAbstract=…Service(CAS) 1965一 65,250 2

・POLYCAS POLYCAS CAS登 録 システムに収録された重合体 Chemica1且bstractsService(CAS) 1965一 297,896 2

UPCハS UPCAS EURECASに 最近追加された化学物質 ChemicalAbstractsService(CAS) 最新月 30,165 2

lSlJC INDEXCHE目ICUS lSI登 録 システムに収録された有機化合物 InstituteforScientificlnfomation(1SI)社 ユ962一 1,687,504 2

SPECTRA SPECTRA マ スス ペ ク トル ・デ ー タを もつ 化学 物 質 とその デー タ 米国 標 準局(NBS),NIH/EPA 最新 38,730 2

lJ^∬SEN
I

JANSSEN JanssenChinica社 の 試 薬 JanssenChimica社
1最新

11,152 2

x;サ ー ビス提 供 コ ン ピ ュ ータ:1はQUESTEL・1,2はQUESTEL・ll,

ロ 本 リス トは1985年 現 在,丸 善MASISセ ン ター 作 成 の もの に よ る。

2PはQUESTEL・nのQUESTELPLUSシ ステム



(5)1985年 よ り ビデオ テ ック ス ・サ ー ビス開始 の 予定 。 さ らに サ ー ビス時 間 に つい て も利 用

者 の利 便 を考 え,拡 大す る方 向 で準 備 を進 めてい る。

(6)オ ンラ イ ン情 報 検索 サ ー ビス以 外 に,テ レテル(TELETEL)を 利 用 し,マ ネキ ン,写 真

家,映 像 プ ロデ ューサ ー,広 告 代 理 店 な ど に情 報提 供 す るADsと 呼 ば れ る シ ステ ムの 販 売

も開始 して い た。

5、 収 支 状 況

Telesystemes社 は,1984年 度 売 上 予想5億8千 万 フラ ン,従 業員 数1,700名 で あ る。

QUESTELは,同 社 の子 会 社 で1972年 に中 央 の ホ ス トセ ンタ ー と同時 に 設立 され.売 上,支

出共 に1984年 度 は7,000万 フ ラン で あ った 。

デー タベ ー ス維 持 は収益 性 に 乏 しい た め,政 府 系機 関 よ り1984年1,400万 フ ラ ンの助 成 を

受 けた が,1985年 には1,000万 フ ラ ン とな る予 定 。 この1,000万 フ ラ ンは1985年 のQUE

STEL社 総 予 算9,000万 フ ラ ンの約20%に 相 当 して い るが.自 立 努 力 の 継 続 で1987年 に は

助 成 を受 け ず に運 営 で き る見 通 し で あ る。

政府 系機 関 よ り受 け る助成 金 の 出所 は,MIDISTよ り40%,BGT(電 信電 話 総 社)よ り

60%の 比率 で あ る。

DARCシ ステ ム に対 して は年 間700万 フ ラ ンが助 成 され てい るが,こ の 中300万 フ ラ ンは

10名 分 の 人件 費 に充 当 されて い る。

6.そ の 他

(1)西 ドイ ツのFIZのSTN参 加 につ いて,ダ レコ ワン氏 はCASの 独 占政 策 が い つ まで も続

く とは思 われない 。当面QUESTELと して は,提 供 して い るデ ー タベ ー スの ユ ニ ー ク性 ・ バ

ー ゲ ニ ン グパ ワー を有 す るINDEXCHEMICUSデ ー タベ ー スの特 長 ・な どを生か し対応 し

て 行 くと してい る。

(2)EURONETDIANEニ ュー ス1984年7月/9月 号 で報 道 され た,異 機種 システムを一

つ の ホ ス トに ア ク セ スす るこ とで利 用 す る ゲー トウェ イ ・システ ムEHOG計 画 にっ い て は,

QUESTEL,INFOLINE,EsA/IRSな どが参 加 対 象 として 上 って い るが,ダ レコワ

ン氏に よれ ば 話 合 いの ス タ ー トは認 め た ものの成 功 の可 能 性 は今 の 処 予 測 で きな い との こ と

であ る。
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7.デ ー タベ ース関連 ソ フ トの開 発 を推進 す る国立 専門研究機 関(INRIA)

調 査 先:(INRIA)InstitutNationald6Recherchenlnfomatiqueet

enAutomatique

所 在 地:DomainedeVoluceau-Rocquencourt,B.P.105-78150

LeChesnayCedexFRANCE

連 絡 先:電 話:(3)9549020

面 接 者:Dr.M.Robin

Dr.Litwin

Dr.Abiteboul

Dr.Gardarin

1.概 況

INRIAは,コ ン ピ ュー タ科 学 と 自動 化 を研 究対 象 とした フランス国 立 の研究 機 関 で あ り,

1979年12月27日 付 政 令 に よ って創 設 され,現 在 産業 ・研究 省 の監 督 下 に あ る。

その 目的 は:

*コ ン ピ ュー タ科 学 と 自動 化 の 分 野 にお け る研 究 を公共,民 間 の 機 関 や,企 業 体 との協 力 で

推 進 す る。

*こ の分 野 に お け る実験 的 シス テ ム を業 界 お よび ユ ーザ との協 力 に よ って実 現 す る。

の2点 で あ る。

ま た,INRIAの 使 命 は:

① 基 本研 究 お よ び応 用 研 究 の 企 画 立 案 を行 う。

② 国家 プ ロ ジ ェク トと して公 共,民 間の 研究 機 関 と連携 して 実 験 シス テ ム を実 現す る。

③ 国 際 間 の 科 学交 流 を 図 る。

④ 国 家 プ ロジ ェク トと して教 育 訓 練 を行 うと と もに,知 識 とノ ウハ ウの 伝 達,普 及 をは か る。

⑤ 科 学 的 な 評 価 を行 い,研 究 の価 値 評 価 と規格 化 に貢 献す る。

の5点 が あ げ られ る。

現在INRIAは,500名 の ス タ ッフ と産 業 界 か らの 派遣 研究 員 等 を含 め て750名 で構成 され

てお り,1984年 の総 予 算 は約2億 フ ラ ンであ る。 研 究所 と して は,パ リ近 郊 の ロ ッケ ン コ ー

ト,南 フ ラ ンス の ソフ ィア ・ア ンティポ リスお よび レ ンヌ ーイ リサが あ る。 今 回 は.ロ ッケ ン コ
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一 トの本 部 を訪 問 した。 設 備 と して は,ロ ッケ ン コー トとソ フ ィアにDPS/68multics

Bullが1台 ず つ設 置 され て い る。 ま た ブ リタニ大 学 のDPS/68multicsも 利 用 可 能 で あ る。

さ らに,18の 研 究 室 で は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ:タ が 利用 で き る。INRIAで は現 在8つ の 大 き

なテ ー マに つ い て研 究 活 動 を 行 ってい る。

(1)モ デル 化 と数 理 ソ フ トウ ェア

コン ピ コー タの 利 用 に おい て 発 生 す る膨大 な計 算 を よ り効 率 よ く行 な うた めの 計 算 モ

デル や 計算 手法 の研 究 。 この 場 合,石 油探 索 モ デ ル や流 体 の力 学 計 算 等 が対 象 とな る。

(2)自 動 化 シ ス テ ム

コン ピ ュー タ に よ る最 適 自動制 御 の研 究 。 例 え ば,発 電 所 の 最 適 稼働 制 御,制 鉄 所 の

圧 延 工 程 の最 適 冷 却 等 へ 応 用 等 。・

(3)デ ー タ,信 号 解析,パ タ ー ン認 識 お よ び ロ ボ テ ィ ヅ クス物 体 の3次 元 座 標 の セ ンサ,

イメ ー ジ処 理 ソ フ トウ ェア,手 書 き文 字 認 識 お よ び2次 元,3次 元の 画 像解 析 の ハ ー

ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの 開発 。

(4)ア ル ゴ リズ ム と プ ロ グ ラ ミング

高信 頼 性 か つ高 生 産 性 に よ る高 度 な ソ フ トウ ェア 開発 に関 す る.プ ログ ラ ミング技 術

の研 究 。

(5)言 語 と仕 様

ソ フ トウ ェア の作 成 と修 正 を高 信 頼 性 の 下 で行 う高 級言 語 の実 現 を図 る もの で,(4)

よ りさ らに現実 的 な 側 面か らの研 究 であ る。

(6)コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

コ ンピ ュータ ・システム の 分 散 処理,デ ー タ ベ ー スお よ び ネ ッ トワ ー クの観 点 か ら と ら

え た研 究 。今 回 の 訪 問 にお い て調 査 の対 象 とな っ た分 野 で あ る。 特 に,デ ー タベ ー ス

マ シ ン,分 散 デ ー タベ ー スが 関連 あ る もの と思 わ れ る。

(7)マ ンマ シ ン通 信

』 ン ピュ ー タの 会 話型 利 用 の た めの 研究 。 す なわ ち,よ りよい マ ンマ シ ン通 信 の 形 態.

グ ラ フ ィ ック ・シ ス テ ム等 の研 究 。

((8)新 しい コン ピ ュー タ構 造

既 存 の技 術 を使 って高 性能 な 専 用 コ ン ピ ュ ータ を開 発 す る。 特 に,非 数 値処 理 計 算機

や高並 列 の数 値 計算 機 を開 発 す る。

ごの他,INRIAに は全 国 的 レベ ル に お いて,情 報科 学 と 自動 化 の 領 域 の知 識 とノ ウハ ウを

あ らゆ る適 切 な手 段 に よ って伝 達 す る任務 が 与 え られて い る。

①SEDIS:科 学 情 報 の 編集,普 及
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② 教育訓練

③ 渉外関係

SEDlS

これ に は下 記 の 事業 が 含 ま れ て い る。

す な わ ち,発 表,編 集,印 刷,視 聴覚 関 係 の生 産,普 及お よび記 録 の作 成 で あ る。

これ らの活 動 の 中,科 学 情 報 の 伝達 に最 も重要 な もの は 次 の 通 りで あ る。 出版 物 と して

*研 究 施 設の 研 究 報 告,技 術 報 告

*研 究 者 の論 文

*情 報料 学 自動 化 雑 誌(月 刊)

*情 報 レタ ー(季 刊)

が あ り,視 聴 覚 関 係 の 生 産 とし て

*研 究 施設 で行 わ れ た研 究 の 紹 介

*デ モ ンス トレー シ ョン

*情 報 科 学 と自動 化 の 資料 お よ び訓 練教 材

が あ る。

記 録 の作 成 を行 な う記 録 セ ンタ ーは,2っ の機 能 を持 っている。1つ は研究 施 設 内の 研 究 者 の

記 録 上 の需 要 に応 え る こ と。 もう1つ は全 国 的 な規 模 で情 報 科 学,自 動 化,関 連 諸 科 学 の 記 録

セ ン タ ー とな る こ とで あ る。

そ れ は.具 体 的 に は 次の こ と を意 味す る。

*文 献 の貸 出,報 告 書 の コ ピ ー,技 術 に 関す る公 告,マ イ ク ロ フ ィル ム,質 問へ の 回答.

概 要 収録 の 隔 週刊 「INRIATHEQUE」 の発行 等 を行 うセ ンタ ー とな る。

*新 しい領 域 の 文 献,研 究 報告,論 文,公 的資 金 に よ る研 究 の結 果 報 告書 等 の 収 集 を行 い,

公 共 的機 能 を発揮 す る。

*ユ ーザ ーの 利 益 の た めに,保 有 してい る情 報 の処 理 を促 進 す る こ とを可 能 にす る,マ ル

チ メ デ ィアを利 用 した セ ンタ ー とな る。

記 録 セ ンタ ーの利 益 は 次 の よ うな 要 素 に支 え られ てい る。

*資 料 の豊 富 さ(情 報科 学,自 動 化,関 連 諸科 学 の 領域 の カバ ー率 は70%)。

*オ ン ラ イ ン検 索 可 能 な デ ー タベ ー スの利用 に よ って ア ク セ スが 容 易。

*視 聴 覚文 献の リ フ ァレン ス係 に よ るメ デ ィア ・ボ ッ クスの 設 置 。

SEDISの 各種 の 活 動 の ユ ーザ ーは,顧 客 であ る と同 時 にパ ー トナー で もあ る。 これ に は,

雑 誌 の予 約 講読 者4,000人,記 録 セ ン ターの ユ ーザ ー(個 人,団 体)3,000人 の 他 に,INRI
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Aの 知 識 の伝 達 と普 及活 動 を助 けて い る公 共,半 官半 民 の パ ー トナ ーで あ る ・情 報科 学 局 ・ ビ

レ ッ ト博物 館,ま た は科 学技 術 情 報 開 発 省 間委 員 会(MIDIST)な どが 含 まれ る。

本 研 究所 は,各 種教 育 課 程 の 主 導権 を持 ち.立 案 の責 任 を負 っ てい る。 それ らの教 育 訓 練 は ・

INRIAで 行 われ る各種 の 研 究 活 動 とい う形 で行 われ る。

ま た,こ れ らの教 育 訓練 は 以下 の よ うな 形式 で行 わ れ る。

*INRIA単 独 で組 織 す る課 程

*外 部 の 団体(CEA,EDF,CEPIA,FNEGE,MRE,産 業 界)と の協 力 で組 織 され る

課 程

*外 国の大 学 お よび/ま た は 国際 機 関(CCE)等 との 協 力 で組 織 され る課 程

さ らに,開 発途 上国 を対 象 とす る次 の よ うな活 動 も含 まれ る。

た とえば,

*INRIAの 専 門家 が,こ れ らの 途 上 国 内 で の任 務 の枠 内 で組 織 す る課 程 と会議

*実 地 研 修 者の 受 け入 れ

これ らの他,ソ フ ィア ・ア ンテ ィ ポ リスのINRIAセ ンターで 行 わ れ てい る教 育 訓練 活 動 も,

以下 の 組織 と密接 な関 連 を持 ちつ つ実 施 して い る'。

*1983年10月 か らソ フ トウ ェア工 学 の 高等 教 育 訓練 を行 って い る,「 情 報科 学 ・通 信 ・

シス テ ム教 育 研 究 セ ン タ ー」(CERICS)の 発 展

*「 技 術 者の た めの情 報 と科 学 」(ISI)に よって 行 わ れ て い る教 育訓 練 。 これ を終 了 す

る と専 門 高 等研 修 資格(DESS)が 得 られ る。 これ は ニ ー ス大 学,パ リ国立 鉱 業 高等 専 門

学 校(ENSMP)と の 共 催,ニ ー スお よ びアル プ ス ・マ リチ ー ム地 方 商 工会 議 所 の協 力 で

行 われ て い る。

本 研究 所 は 次 の渉 外 関係 諸活 動 の組 織 と運 営 の責 任 を負 って い る。

*教 育訓練局 が計画す る課程

*研 究所 におけ る科学研究活動の成果の発表

・高度に専門化 され た研究 グル ープに よる発表

・国内セ ミナー

・国際的な大規模会議

ま た,本 研 究所 は次 の 諸 活 動 に も直 接 ま た は 間接 的 に関 与 して い る。

*外 国専 門家 の招 請 と研 究 グル ー プへ の参 加

*フ ラ ンス お よび外 国 で組 織 され る シ ンポ ジ ウムへ のINRIAを 代表 と して の 出席(年 間

約200回)

*INRIAの 普 及 ・啓 蒙 活 動 の 一 環 とな る場 合.フ ランスお よ び外 国 で 開催 され る展 示会
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等への参加

*報 道機 関との接触

以上がINRIAの 概 況 である。

2.INRIAに お け るデ ー タベ ー ス関連 プ ロジ ェ ク ト

今 回 の訪 問 で はINRIAに お け る デ ー タベ ー ス関 連 プ ロージ ェク トについて説 明が 行 わ れ た。

内容 は デ ー タベ ース マ シ ン と分 散 デ ー タベ ース に関 す る もの で あ った 。以 下 に3つ の 研 究 プ ロ

ジ ェク トに つ い て紹 介 す る。

(1)SABREプ ロ ジ ェ ク ト

SABREは,移 植 の 容 易 性 の 点 か ら開 発 され た デ ー タベ ー ス管 理 シ ステ ム で あ るが,マ ル

チ マ イ ク ロ プ ロセサ 構 成 での 下 で動 作 す る こ とを主 な 目的 と して い る。 プ ロジ ェ ク トは,

1980年 に 始 ま り,ま ずINRIAに あ るMULTICS上 で ソ フ トウ ェアが 開発 され た 。 これ

らの ソ フ トウ ェアは,モ トロ ー ラ社MC68000マ イクロプロセサ を 使 った マル チ プ ロセ サ ・シ

ス テ ムSM90に 移 植 され1984年 に プ ロ ジ ェク トは完 了 して い る。現 在 は これ らの成 果 を商

品化 すべ く民 間企 業へ 技 術 移 管 の段 階 に あ る。

①SABREシ ス テ ム開 発 の方 針

SABREシ ス テ ムの 開 発 に あ た り以 下 の方 針 が決 定 され た。

*シ ス テ ム は,価 格 性能 の 改 善 が著 しい 汎 用 マ イ クロ プ ロ セサ を 使用 し,ソ フ トウ ェア指

向の ア ーキ テ クチ ャとす る。

*ソ フ トウ ェア移植 の容 易 性 を考 慮 して,シ ステ ムはPASCALで 記 述 す る。

*性 能 向 上 の た め並 列 処 理 手 法,検 索 ハ ー ドウ ェア,大 容 量 メ モ リデ ィス ク ・キ ャ ッシ ュ

等 を検 討 す る。

*シ ス テ ムは,マ ル チ マ イ ク ロ プ ロセサ 構 成 と し,ロ ー カル ・エ リ ア ・ネ ッ トワ ー クや 広

域 ネ ッ トワー クへ の接 続 を考 慮 す る。

②SABREシ ス テ ムの 特 徴

*集 中 型 デ ー タベ ー スか ら分 散 デ ー タベ ー スまで適 用 で きる よ うに拡 張 性 が あ り,か つ移

植 性 が あ る リレ ーシ ョナ ル デ ー タベ ー ス管理 シ ステム で あ る。

*SABREシ ス テム の機 能 をい くつ か の 機能 モジ ュール に 分 害ljし,そ れ らの モ ジ コール が

並 列 に動 作す るよ うな方 式 を とって い る。

*入 出 力 オ ーバ ヘ ッ ドを削 減 す るた め,中 間結 果 や最 終 結 果 を格 納 で きる大 容量 キ ャ ッ シ

ュメ モ リを持 つ。 さ らに,2次 メ モ リか らデ ータの転 送 中 に 検索 で き る専 用 ハ ー ドウ ェア

を装 備 で きる(VERSO)。
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*多 くの属 性 に 関 す る問い 合 わ せ を効 率 よ く処 理 す るた め.新 た に述 語 木(Predicate

Tree)を 提 案 し使 用 して い る。

*View利 用 の 高 度化 の た めViewを 使 ったViewを 可 能 とす る。

*複 数 トラ ンザ クシ ョンに よ る同 時 更 新 に対 して デー タ ベ ース の完全 性(lntegrity)を

保 証す る。

*1個 の システム ・コンポ ーネン トの 障害 に対 して も,シ ステ ム は性能 を低下 させ る ものの

サ ー ビスは続 行 す る。

これ らの 機能 は プ ロジ ェ ク ト終 了 時 にす べ て 実 現 され てい た わ け ではな く,今 後 解 決 さ

れ る機 能 もあ る よ うだ。

③ 処 理 構 造

SABREは,仮 想 的 な プ ロ セサ 群 が らな って い る。 これ らの プロ セサ モ ジ ュー ル は,そ

れ ぞれ独 立 性 を も った構 成 に な って い るた め,様 々な 実 ア ーキ テ クチ ャの マ シ ンに対 して

柔 軟 に適 用 で き る。SABREの 処 理 構 造 を図7=1に 示 す。

ViewandlntegrityProcessor(VlP)

この プ ロセ サ は,マ シ ンの い ちば ん外 側 に あ りデ ー タ ベ ー スviewを 提 供 してい る。利

用者 の'View∫ を使 っ た仮 想 リレ ー シ ・ンの 問 い 合 せ ば,こ の プ ロセ サに よ り実 りレ ー シ ・

ンの 問 い合 せ に変 換 され る。 ま た,こ の プ ロセ サは デ ー タベ ー スの更 新 時,完 全 性 の 制 御

を行 な う。

View
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AuthorizationControlPrOcessor(ACP)
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Partition
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TRANSPORr㎜ORK

n

・◆・VIP… …ACP…
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…JSP… ・◆◆RAP…

C
O
M
M
u
N
I
C
A
T
I
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N
s

…(締 … …FIP… …(蹄 …

、 ノ

一 ノ

図7-1SABREの 処 理 構 造
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この プ ロセ ス は,view

を使 っ た利用 者 の 権 限 を制 御

す る。 す なわ ち,こ の プロセ

サ は メ タデ ー タ を使 って 目的

とす る オ ブ ジ ェク トに対 す る

利用 者 操 作の 正 当性 を チ ェ ヅ

クす る。

RequestEvaluation

Processor(REP)

この プ ロセ サ は,実 り レー

シ ・ンに対 す る問 い 合せ を分

析 し処 理 の 最 適 化 を行 な う。



RelationAccessProcessor(RAP)

こ の プ ロ セ サ は,タ プ ル が 追 加 され る 時,そ れ が 格 納 され る パ ー チ ィ シ ・ン を 決 定 す る

と と もに そ れ を管 理 す る述 語 木 を 更 新 す る 。 ま た,検 索 時 に は ど の パ ー チ ィ シ ・ン を処 理

す れ ば よ い か を決 定 す る。

JoinSortandAggregateProcessor(JSP)

こ の プ ロ セ サ は,JoinSort及 び 組 込 み 関 数 を 実 行 す る 。

Concu「 「encyControlandRecoveryProcessor(CRP)

こ の プ ロ セ サ は,2つ の タ イ ム ス タ ン プ を使 って 同 時 実 行 制 御(concurrencycont-

ro1)・ を 行 う 。 こ の ア ル ゴ リズム は,コ ミ ッ ト時 に 更 新 の 正 当 性 を 保 証 す る もの で あ る 。

ま た,こ の プ ロ セ サ は 更 新 ロ グ や2相 コ ミ ッ トプ ロ トコ ル も実 行 す る 。

CacheMemoryProcessor(CMP)

こ の プ ロ セ サ は,Cacheメ モ リの 管 理 を 行 う。2次 メ モ リ と主 メ モ リの 置 き 換 え 制 御 は

こ の プ ロ セ サ が 行 う 。

FilteringProcessor(FlP)

こ の プ ロ セ サ は.パ ー テ ィ シ ョ ンに 対 す る タ プル の 検 索,追 加 及 び 削 除 を 行 う。 こ の 処

理 は 可 能 な 限 り,デ ィ ス ク か らデ ー タ をCacheへ 転 送 し な が ら行 わ れ る。

④ 動 作 シ ス テ ム

最 初 の シ ス テ ム は,INRIAの

MULTICS上 で 稼 働 した 。す べ て の 仮

想 プ ロ セ サ は,1個 の 実 プtiセ サ 上 で

実 現 さ れ て い る 。 こ れ らの 仮 想 プ ロ セ

サ は,す べ てPASCALで 書 か れ て お

り,他 の シ ス テ ムへ の 移 植 が 容 易 で あ

る。 こ の シ ス テ ム は,図7-2の と お

りで あ る。 次 世 代 のSABREは,マ ル

チ マ イ ク ロ プ ロ セ サ 上 に 実 現 さ れ て い

る。 最 初 の バ ー ジ ョン で は,3台 の マ

イ ク ロ プ ロ セ サ に よ っ て ハ ー ドウ ェ ア

が 構 成 さ れ て お り,同 時 に2人 の 利 用

図7-2MULTICS上 のSABREの 構 成 が 可 能 で あ る 。 ソ フ トウ ェ ア はMUL-

TICSの もの が 使 わ れ て お り,シ ス

テ ム の 開 発 は1983年 に 始 ま っ た 。 ハ
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_ド ウ ェアは,フ ラ ンスPTT(CNET)で 開発 されSM90と 呼 ばれ る もの で,3台 の

68,000と 入 出 力 プ ロセ サか らな る。 各 プ ロセ サ は,オ ペ レー テ ィン グ シス テ ム(OS)

と してUNIXが 使 用 され て い る。 シ ステ ムの 構 成 を図7-3に 示 す 。本 シス テ ムの 開発 は ・

1984年 に完 了 して お り,現 在 は民 間企 業 に よ る商 品化 の ため の技 術 移 管 の段 階 に移 って

い る。

COMMONBUS－
666

回 回

回[JSP]

Proc.B Proc.C

図7-3マ ル チ プ ロセ ッサ に よ るSABREの 構成

(2)VERSOプ ロ ジ ェク ト

① 背 景 お よ び概要

VERSOは,INRIAで 開発 中 の 後置 型 デー タベース マ シ ン であ る。 この プ ロジ ェク ト

は,完 全 な 関係 イ ン タ ー フ ェー ス を持 つ デ ー タベ ース マ シ ンの 開発 を第一 の 目的 と して,

1980年 初 め に 開始 され た 。

デ ー タベ ー ス マ シ ンの ア プ ローチ の背 景 に は,DBMSの 性 能 向 上 の要 求 が あ る。その た

め に,多 くの デ ー タベ ー スマ シ ンで2次 記 憶 と主記 憶 間 の デ ー タ転 送 中 に演算 を行 う こ と

に よ り,CPU時 間 とチ ャネ ル トラ フ ィ ックを節 約 し,速 度 の 向上 を図 る提 案 や試 作 が 行

われている。これには,フ ィル タ と呼 ばれ る専用 ハ ー ドウ ェア を用 い る もの や,通 常 の マ イ

ク ロプ ロセ ッサ を用 い る もの が あ る。

また,多 重 プ ロセ ッサ シ ステ ムに よ る高速 化 や,フ ィル タに よ る制 約 ・射 影 演 算以外 に

結 合演算 や ソ ー ト,イ ンデ ックス処 理 等 を専用 ハ ー ドウ ェアや 専用 プ ロセ ッサで行 うデ ー

タベ ー スマ シ ン もあ る。

VERSOは.単 一 プ ロセ ッサ(モ トロ ー ラ68ρ00)の デー タベ ー スマ シ ンで あ り,毎
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秒200万 文 字 の 速 度 で処 理 可 能 なハー ドウェア ・フィル タを特徴 とす る。 この フィル タは ・2

次 記 憶 装置 か ら主 記 憶 装 置 へ の デ ー タ転送 中 に関係 代 数 の 単 項 演 算 お よ び2項 演 算 を行 う

事 が で き る。

②VERSOの 関 係 イ ン タ ー フ ェイ ス

VERSOの デ ー タ定 義言 語,デ ータ操 作言 語は,V－ リ レー シ ョンを基 本 と して い る。

リレーシ ョンの管理 には,正 規 形 を用 い る もの とユニバ ーサル ・リレーシ ョンを用 い る二 つ の

ア プ ロ ーチが あ る。 正 規 形 の ア プ ロー チ での 複数 の リレ ーシ ・ンに対 す る結 合 演算 は ・ユ

ニバ ーサル ・リレーシ ョンでは,一 つ の リレ ー シ ョンに対 す る制 約 演 算 に置 き換 わ る。 しか

し,ユ ニバ ーサル ・リレ ーシ ョンは 正 規形 でな い た め,更 新 に対 す る問題 が生 じ る。 こ こで

は,そ うい った情 報 の集 合 を管 理 す る た め にV－ リレー シ ・ンを導 入 して い る。V－ リレ

ー シ ョンは .リ レ ー シ ョン を属 性 集 合 と更 新 単位 で表 した もの で,挿 入 や削 除 は,こ の 更

新単 位 に含 まれ る属 性 に 対 して,行 うこ とが で きる。

③VERSOの ソ フ トウ ェアの特 徴

*シ ステ ム は,四 つ の 階 層 か らな り,各 階層 は オ ブジ ェク トと,そ れ らの オ ブ ジ ェク トに

対 す る演算 を持 つ 。 各 階層 の オ ブ ジ ェク ト(演 算)は,そ の 階層 ま た は一 つ 下 の 階層 の オ

ブ ジ ェク ト(演 算)を 用 い て 定 義 され る。

*第 四 階層 で は,論 理 リレ ー シ ・ンが イ ンタ ー フ ェイ ス とな る。 この 階層 では,関 係 代 数

を用 い た 演算 を行 うこ とが で き る。 第三 階層 で は,リ レー シ ョンは フ ァイ.ルの構 成 を表 す

物理 的 な表 現(書 式)を 持 ち,こ れ は正 規 表 現 で表 わ され る。 例 え ば,〈 クラ ス〉,<学

生〉,〈 成 績 〉,〈 時 間〉,〈 教 室 〉,〈 先 生〉 とい う属 性 を もつ リ レ ーシ ・シの フ ァイ

ル を

R((〈 ク ラス〉(〈 学 生 〉 〈 成績 〉)※

(〈 時 間 〉〈 教室 〉)※ 〈 先 生 〉 ※)※)

とい う構 成,す な わ ち,先 頭 に 〈 ク ラ ス〉 が あ り,そ の 後 に〈 学 生 〉 とく 成 績 〉 の組 が任

意 回 繰 り返 し,そ の 後にく 時 間〉 とく 教 室 〉 の組 が 任 意 回繰 り返 し,さ らに〈 先 生〉 が任

意 回繰 り返 した もの 全体 が 任 意 回繰 り返 す とい う構 成 に す る,と い う書 式 を リ レー シ ョン

毎 に持 つ。 また,こ の書 式 付 け され た リレー シ ・ンに対 して.関 係 演算 を行 う こ とが で き

る。

第二 階層 では,リ レ ー シ ョンは物i理 的 な位 置 を持 つ16KBブ ロ ックの 集 りと して表 され,

第一 階 層 で は,単 項 演 算 や2項 演算 を行 うこ との で き る デ ー タ ブ ロ ッ ク と して表 わ され る。

*フ ィル タは,第 三 階 層 に お け る演算(更 新,射 影,制 約,集 合 和,集 合 積 等)を 行 う こ

とが で き る。 フ ィル タは,演 算 と リ レー シ ョンの書式 か らコ ンパ イ ラに よ って 生成 され た
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有 限状 態 オ ー トマ トンに よ っ て動 作 し,2次 記憶 装 置 か ら主記 憶 へ の デ ー タ転 送 中 に演算

を行 う。 ま た,演 算 に か か る時 間 は,問 い 合 せ の 複雑 さに よ らず,デ ー タの量 に た い して

線 形 で あ る。

*VERSOの 同時 実 行 制 御 は,現 在 シ ャ ドウ ・システ ムの アル ゴ リズムによ ってい る。この方

式 は簡 潔 で あ るが,正 し くス ケ ジ ュール され た トラ ンザ ク シ ョ ンを も混 乱 させ る こ とが あ

る とい う欠 点 を もつ の で,現 在,ロ ッキ ン グを用 い な い 同時 実 行制 御の アル ゴ リズ ムの研

究 と評価 を行 って い る。 この アル ゴ リズ ムは,直 列 可 能 な条 件 に基 づ い た もの であ り,ロ

ッキ ン グを必 要 と しな い特 徴 を持 つ 反面,一 つ の トラ ンザ ク シ ョンの 破棄 が,多 くの トラ

ンザ ク シ ョンの 破 棄 を引 き起 す可 能 性 があ る。

④VERSOの ハ ー ドウ ェア

1/0イ ン

タ フ ェー ス

図7-4VERSOの ハ ー ド ウ ェ ア構 成

シ ス テ ム 図 は,図7-4に 示 す よ うに 汎 用 プ ロ セ ッ サ(PILOT)(モ トロー ラ68000),

そ の 主 記 憶(MM),専 用 プ ロ セ ッサ(Vo),2台 の デ ィ ス ク(D1,D2),拡 張 デ ィ ス ク

(EXT),お よ びVoイ ン タ ー フ ェ ー ス か ら成 る。PILOTは,外 部 ホ ス ト等 と の 会 話,

問 い 合 せ の 分 解 と最 適 化,ア ク セ ス パ ス や2次 記 憶 装 置 の 空 間 の 管 理,専 用 プ ロ セ ッサ

Voの 制 御 を 行 う。

Voは,図7-5に 示 す よ う に,別 の マ イ ク ロプ ロ セ ッサ,フ ィ ル タ,フ ィル タへ の 入 出

力 バ ッ フ ァ,フ ィ ル タの オ ー トマ ト ン を格 納 す る記 憶 装 置,デ ィス ク ・コ ン ト ロ ー ラ等 か

ら成 り,デ ィ ス ク か ら の デ ー タ 転 送 時 の フ ィル タ リ ン グ を 行 う。

(4)分 散 デ ー タ ベ ー ス

フ ラ ン ス に お け る国 家 プ ロ ジ ェ ク トNADIRの 一 環 と して,衛 星 通 信 網 を 用 い た 分 散 デ ー

+'タ ベ ー ス に お け る 問 い 合 せ の 処 理 方 法 に つ い て の 研 究 が 行 わ れ て い る。 分 散 デ ー タ ベ ー ス に

ts関

す る研 究 と して は,フ ラ ン ス の 国 家 プ ロ ジ ェ ク トで あ るSIRIUS-DELTAプ ロ ジ ェ ク
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入力
パ ツ フア

口
出力
パ ツ フア

図7-5Voの 構 成

トが あ る。SIRIUS-DELTAで は,地 上 の通 信 網 を用 いた 分 散 デ ータ ベ ー スで あ っ た の

に 対 して,NADIRプ ロジ ェク トでの分 散 デ ータベ ース は.SIRIUS-DELTAプ ロ トタ

イ プで の処 理方 式 を衛 星通 信 網 に応 用 した分 散 デ ー タベ ー スで あ る。

以下,概 要 を説 明 す る 。

① 衛星 通信 網 の特 徴

通信 衛 星 と して は,ア メ リ カ合 衆 国 のSBS,フ ラ ン スのTELECOM1衛 星 等 が考 え ら

れて い る。 これ らの 衛 星 を利用 した衛星 通信 網 の特 徴 と して は,

・明確 な 誤 り分 布

・地 理 的に 広範 囲 の 到 達 域

・通信 遅 延 時 間 が長 い

・高 い転 送 レイ ト

・放 送機 能

が挙 げ られ て い る。 フラ ンスのTELECOMIの 静 止衛 星 は,25Gbits/sec.の トラ ン

スポ ンダ ーを6個 搭 載 して お り,TDMS-DA方 式 に よ り通 信 を行 う。 通 信 遅 延 時 間 は,

約300msecで あ る。 地 上 基 地 は最 大320で あ り,利 用 者 はX21ま た はV35CCITT

標 準 イ ン タフ ェー スに よ り2.4Kbits/secか ら2Mbits/secの 転 送 レイ ト を得 る こ と

が で き る。 誤 り率 は 通 信 時 間の99%を 通 じて10"6以 下 であ り,暗 号 化 お よび誤 り修 正

を用 い る こ とに よ り,10-10以 下 に す るこ とが で き る。

この プ ロ ジ ェク トで は,上 記 の よ うな衛 星通 信 網 に よ り結 合 され た,リ レーショナル ・デ

ータ モ デル に基 づ い た分 散 デ ー タベ ース の問 い合 せ処 理 の 問 題 を次 の2つ の ア プ ローチ か

一93一



ら研究 を行 ってい る。

(i>問 い 合 わせ 処 理 を グ ロー バル ・内 部 ス キ ー マ(GIS)を 用 い て行 う分散 デ ータベ ー ス

旬 問い 合 わ せ処 理 をGISを 用 い ずに 行 う分 散 デ ー タベ ー ス

以 下 この2つ の方 式 につ い て説 明す る。

川GISを 用 い た分 散 デー タ ベ ー ス

GISを 用L .'た分 散 デ ー タ ベ ー スに お け る スキ ー マは 図7-6に 示 す よ うに,

*グ ローバ ル ・レベ ル

*ロ ーカル ・レベル

の2レ ベ ルの ス キ ーマか ら構 成 され てお り,各 ス キ ーマ は それ ぞ れ,外 部,概 念,内 部 の

3ス キ ー マか ら構成 され て い る。 グ ローバ ル 内部kキ ーマ は,グ ロ ーバル ・デ ー タ と ロー

カ ル ・デ ー タとの 写 像 を記 述 してい る。 ロ ー カル ・レベ ル は,分 散 デー タ ベ ー スの 主 要 構

成 部 分 であ り,複 数 の ロー カ ル ・デ ー タ ベ ー スか ら構 成 され て い る。 グ ロ ーバ ル ・レベ ル

user user user

、ES・ 外 部 スキ ー マ

CS'概 念 スキ ー マ

IS:内 部 スキ ー マ

GESj

DB・ デ ータ ベー ス

G:グ ロー バル

L:ロ ー カル

図7-6分 散 デ ー タ ベ ー ス の ス キ ー マ 構 成
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は ロ ー カル ・デ ー タベ ー スか らは利 用 者 と して扱 われ る。GISを 用 い た分 散 データベ ース

の 問 い 合 せ処 理 は,次 の 手 順 に よ り行 わ れ る。

*問 い 合 せ を葉 節 が リレー シ ョン,中 間節 が 関係代 数 演 算 で あ るよ うなGlobalTree

(GT)に 変 換 す る。

*GTをGISを 用 い た表 現lnternalTree(IT)に 変 換 す る。

*ITか ら不 必 要部 分 を取 り除 き,ReducedInternalTree(RIT)に 変 換 す る。

*RITに 基 づ い て 実行 プ ラ ンを決定 す る。

リ レ ー シ ョンTOWNとHOTELに 対 し 「料 金 が100以 下 のホテル と町 の名 前 を求 め

よ 」 とい う問 い合 せ を行 な った場 合 のGTの 例 を図7-7に 示 ず 。 各葉 節 は リ レー シ ョ

ン名 を,中 間 節 は 関 係 代数 演算 を表 し てい る。ITは このGTの 葉 節 と根 節 に 対 して

GISに 基 づ い て サ イ トを割 り当 て た もの で あ り,RITは これか ら不 必 要 部 分 を取 り除

き最 適 化 した もの で あ る。実 行 プ ラ ン は,こ のRITに 対 して 各 関係 代 数演 算 の 実行 サ

イ ト,デ ータ転 送等 の処 理手 順 を割 り当て た もの で あ る。

H(πEL

TOiVN

π他＼

図

σ(PRICE〈100)

π(NT,NAME)

/

π(rOWNNAMEHO'IEL.NAME)

↓

㏄s:TOWNO{T.NAME,Loc,凡 τ)

HOTEL(NILNAME,PRICE,NI)

σ ・制約 演 算

π ・射 影 演算

図 ・結 合 演 算

図7-7GTの 例

SIRIUS-DELTAで は,各 サイ トが地 上 の通信 網 で結 合 され て い るた め.問 い 合せ の

実 行 プ ラ ンは通 信 網 の デ ー タ流量 に 基 づ い てRITの コス ト が 最低 にな るよ うに 決 定 さ

れ た。 した し,衛 星通 信 網 を用 い た分 散 デ ー タベ ー スで は放 送 機 能 と高 い 転送 レイ トが

保 証 され て い るの で,こ の通 信 網 の デ ー タ流 量 に 関す る コス トを それ ほ ど考 慮 す る必 要

が ない 。 したが っ て,こ のGISを 用 い た分 散 データベースの 問 い 合 せ処 理手 順 はSIRI

－95一



US-DELTAで の処 理 手順 か らRITに 対 す る通 信 デ ータ流量 のコス ト評 価 を除 い た手

順 とな って い る。

(旧GISを 用 い ない 分 散 デ ー タベ ー ス

GISを 用 い な い分 散 データベ ース では,図7-6の ス キ ーマ構 成の う ちGISを 除い

た構 成 を と ってい る。

この分 散 デー タベ ース では,次 の 手順 に よ り問 い 合 せの 処 理 が行 わ れ る。

*問 い 合 せ をGTに 変 換 す る。

*GTを 全 サ イ トに放 送 す る。

*各 サ イ トは,受 信 したGTか ら自分 自身 の サイ トに 関係 す る リレーシ ョン名 の りス ト

と部 分 木 を抽 出 す る。

*各 サ イ トは,リ レ ー シ ョン名 リス トをル ー ト ・サ イ トに送 信す る。

*各 サ イ トは,自 分 に関係 す る部分 木 を実 行 し,中 間結果 をル ー ト ・サ イ トに 送 信 す

る。

*ル ー ト ・サ イ トは,各 サ イ トか らの 中 間 結 果 を受 信 す るに したが っ て最 終 結 果 を動

的 に構 成 す る。

ル ー ト ・サイ トは,各 サ イ トか ら送 られ た リレ ー シ ョン名 リス トか ら自分 が 受 信 す べ

き中 間結 果 につ い て その 数 と名 前 を知 る こ とが で き,こ れ に基 づ いて 最 終 結 果 を構 成 す

る。 この方 式 で は,利 用 者 か らの 問い 合 せ をRITま で変 換 す る必 要 が な く,図7-7

の よ うなGTを 直 接 全 サ イ トに放 送す るだ け で よ い。 した が って,問 い 合 せ の 分解 過 程

を非 常 に単 純 化 す る こ とが で き る。
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8.デ ー タベ ー ス ・デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ の 代 表 機 関(CISI)

調 査 先:CISI(CompagnielnternationaledeServicesenlnformatique)

所 在 地:35,BoulevardBrune-75680,parisCEDEXI4

連 絡 先:電 話:33(1)545・88・47,テ レ ッ ク ス:CISIPAR260710F

面 接 者:Mr.G.Callais

Mr・R・Jar
.roux

●

1.概 況

CISIは,MIDISTの 育 成 会 社 の 一 つ と し て,1972年 に 設 立 さ れ た 。株 式 は,原 子 力 庁

が90%,フ ラ ン ス 国 立 銀 行 が10%を 所 有 し て い る 。

設 立 当 初 は,フ ラ ン ス政 府 の た め の 情 報 処 理 サ ー ビ ス を 行 っ て い た が,次 第 に 事 業 内 容 を 拡

大 す る と と もに,顧 客 層 も 国 際 的 に広 が って き た 。 現 在 で は,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビ ス,情 報 処

理 サ ー ビ ス,ソ フ ト ウ ェ ア 開 発,コ ンサル テ ィン グ ・サ ー ビス等 コ ン ピュー タ ・サ ー ビ ス の 総 合 会

社 と し て 発 展 し て い る 。

デ ー タ ベ ー ス に っ い て は,特 許 関 係,OECD関 係,工 業 生 産 物 関 係,原 子 力 関 係,海 外 市

場 関 係 の 情 報 を もっ て い る 。 その ほか,ア メ リカ のWhartonEconometricForecastingAs-

sociatesとCISIグ ル ー プの 経 済 関 係 の デ ー タ ベ ー ス部 門 が 合 併 し て,1983年,CISI

-Whartonを 設 立 し ,貿 易 統 計,経 済 指 標 な ど の デ ー タ を 提 供 し,経 済 予 測 の 分 野 で 新 た な 展

開 を 開 始 し て い る(CISI-Whartonの 項 を 参 照)。

(1)CISIグ ル ー プ

現 在,CISIグ ル ー プ と し て,ヨ ー ロ ッ パ,ア メ リ カ を 中 心 に75支 店 を 持 って い る 。

グル ー プ の 概 要 は

・資 本 金

・売 上

・従 業 員

・組 織 構 成

フラ ンス国 内 に5社,海 外 では ヨー ロ ッパ内 に6社 と ア メ リ カ,

近 日,日 本 に も子 会 社 を設 立 す る予 定 であ る。

58.33百 万 フラ ン

1,293百 万 フラン(1983年)

3,031人(1983年)

現 在,業 務,機 能,マ ー ケ ッ ト別 に再 編 成 中 で あ り,再 編 成 後 の 構 成 は 図

8-1の よ う に な る 予 定 で あ る 。

ホ ン コ ン に 各1社 あ り,
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800名

375MF

395名

165MF

60名

60MF

700名

520MF

48名

12MF

CISIl

Indu8trie

CISI

Gest輌on

CICI

Petrole

CISI

T■lematiq

フラ ンスに

あ る もの

CISI

グルー プ

経営関連,移 行

マンパワー

CCS620サ パ タ イユ

スペ ィン110中 央 計 算 センター

CNC

USA

CISI

ベネルックス

SIA

イギ リス

FAREAST

ホ ンコ ン

LKS
'西ドイ ツ

CISI

日 本

ミラ ノの 近 く

管理,計 算処理

土木関係

意志決定
コンピュータ設計

マニファクチャリング

200ロ ス,TSS

130フ ィラデル フ ィア

ペル ギ ー

ル クセ ンプル グ
テレマテ ィツク業 界

科 学 エンジニアリング

CISIindustry

と 同 じ

アルタン氏

図8-1CISIグ ル ー プ組 織 構 成

(2)サ ー ビ ス 内 容

① ネ ヅ ト ワ ー ク サ ー ビス

ヨ ー ロ ッ パ,ア メ リ カ を 中 心 に約5,000の ユ ー ザ ー に リ モ ー トバ ッチ,TSSで サ ー ビ

ス を 行 っ て い る 。

CISINET、 は,図8-2に 示 す通 りで あ る 。 ヨ ー ロ ッパ,ア メ リ カ に7つ の セ ンタ ー を 持

ち,41の コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム と接 続 さ れ て い る 。IBM,CDC,CRAY,CII-HB

の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ が 使 用 さ れ て お り,OSはMVS,VM,DOS,NOS,NOS/BE,
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図8-2CISINET図

×CISINETは フランス国内ではTRANSPAC,ヨ ー ロ ッパ各 国,ア メ リカに

っいてはそれ ぞれEURONET,TYMNETに 接続 され ている 。
ρ
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SIRIS-3が 使 わ れ て い る 。

フ ラ ン ス ・サ ク レ ー の セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ構 成 図 は 図8-3の よ う に な っ て い る 。

IBM-3081

-D

CRAY-l

XMP

IBM-3081

-K

CDC

7600

CYBER

-740

FRONTALESRESEAU

ciSINET

CYBER

-740

IBM
380

×ホ ス ト ・セ ンタ ー:パ リ郊外 サ ク レ 一

図8-3サ ク レーの コ ン ピ ュー タ構 成 図

② 情 報 処 理 サ ー ビ ス

(i)統 合 サ ー ビ ス

科 学,工 学,産 業 へ の'コ ン ピ ュ ー タ技 術 の 応 用,航 空,電 子,原 子 核 エ ネ ル ギ ー,石

油 探 査 ・精 製,建 設 等 の 分 野

X工 学 一 …機 械,パ イ ピ ン グ,土 質,熱 力 学,破 壊 等 の 特 殊 な ソ フ ト ウ ェ ア ラ イ ブ ラ

リ

)ecAD… ・…三 次 元 設 計,製 図,電 子 設 計,都 市 設 計,地 図 作 成

－X-CAM

+生 産 管 理

－X－ロ ボ ッ ト,リ モ ー トコ ン ト ロ ー ル

ーX－連 続 工 程 管 理

㈲ 情 報 処 理 部 門

CISIの ス ペ シ ャ リ ス トが 企 業 内 ス ペ シ ャ リ ス トを 指 導 す る 。

美監 査 と コ ン サ ル テ ィ ン グ:シ ス テ ム設 計,ネ ッ トワ ー ク設 計,組 織,オ ペ レ ー シ ョ ン,

効 率 性,セ キ ュ リテ ィ

苦 ソ フ ト ウ ェ ア:ソ フ ト ウ ェ ア 開 発,ソ フ ト ウ ェ ア変 換

－X－コ ン ピ
ュ ー タ 環 境:CAD,イ メ ー ジ処 理,オ ー トメ ー シ ョ ン等 の 設 計

－x－テ キ ス ト処 理:オ ン ラ イ ン ・エ ン ト リー と編 集,ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ,レ ー ザ
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一 プ リ ン ト等

③ 意 志 決定 サ ポー トシ ス テム

(D経 営 管理 サ ー ビ ス

経 営 者,管 理 者 の ため の 意 志 決 定 サポー ト・システム。 シ ュ ミレー シ ョ ンが行 え,外 部

の 財務 情 報,経 済,マ ー ケ ッ ト情 報 が使 用 で きる 。

(川 財 務 会 計,給 与,人 事,在 庫 管 理 シ ステ ム

㈹ 教 育 ・訓練

2ClSl-WHARTONECONMETRICFORECASTINGASSOClATES

CISI-WHARTONは,ア メ リ カのWEFA(WHARTONEconometricForecating

Associates)とCISIグ ル ー プ のCISIECONOMICDATABANS,ECONOMETRIC

Servicesが 合 併 し,1983年 に 設 立 さ れ た 。

WEFAは,1980年 ノ ーベ ル 経 済 学 賞 を 授 賞 し た ク レ イ ン と ペ ン シ ル バ ニ ア 大 学 の 教 授 で

あ る ベ ン ジ ャ ミン ・ フ ラ ン ク リ ンが1963年 に 設 立 し た 会 社 で あ り,ク レ イ ンの 指 導 の 下 で,

WEFAは 経 済 予 測 の 分 野 の リ ー ダ ー 的 な 存 在 と な っ た 。

CISI-WHARTONは,計 量 経 済,統 計 手 法,デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト技 術 面 で の

10年 以 上 の 経 験 を も と に,新 し い モ デ リ ン グ,シ ミュ レー シ ョ ン ・ツ ー ル を 開 発 して い る 。

値 段 は 高 い が,情 報 の 付 加 価 値 を 高 め う る ユ ー ザ ー を 対 象 と し て い る 。 日本 で はIRM社 が

代 理 店 と な って い る 。

会 社 概 要

・売 上:7 .2百 万 ドル(1983年)

・ ス タ ッ フ数:175名(う ち エ コ ノ ミス ト70名 ,専 門 家100名)

・ユ ー ザ ー数:600(う ち ア メ リカ 国 内 が270)

な お,CISI-WHARTONの 組 織 図 は 図8-4の と お り で あ る 。
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CISIS.A.

PDG:PatrickNOLLET

CISI-WHARTONEFAInternational苦

社 長:PatrickNOLLET

総 務 担 当 重 役:DavidLENHERR

開 発 担 当重 役:GeorgesCALLAIS

科 学 部 門理 事 会

Chairman:

LawrenceKLEIN

'

USA8£[%

WhartonEcconometricForecastingAssociates

社 長:BruceLIPPKE.

専 門 理 事 会 会 長;L.KLEIN

20%は ペンシルバニア

大学

フラ ンス

CISI-WHARTONEFAS.A

総 務 担 当重 役:

DominiqueVALLET

西 ドイツ
LKSDatenServiceA.G

CISI-WHARTONDept.

代 表:JohannesLAPRE

イ ギ リス

CISI-WHARTONEFALtdX

代 表:HeatherMORLEY

出先機関
・今ぐ今←オ

ース トリア ーオ ラ ンタ

イタ リ一緒 一日本 一ス ペ イ ン

ポル トガル

壬 会 社設 立

－X-X-CISI子 会 社

図8-4CISI-WHARTON組 織 図

一102一



② サ ー ビス内 容

(D経 済 デ ー タバ ンク

IMF,OECD,EUROSTAT,ITA,NATIONALSTATISTICALOFFICES,

FORECASTINGINSTITUTIONS,CISI-WHARTONEFAの 経済 関係 の デ

ータ ベ ース を提 供 して い る。 現 在,約,70の デ ー タベ ー ス,文 字 数 で50億 字,200万 字

の時 系列 情 報 を所 有 して い る。

ユ ー ザ ーは.世 界 的 には公 共 機 関 が 多 い が,フ ラ ンス に 限 る と公 共機 関,銀 行 な どの 大

企 業,中 小 企 業 お よ び コンサ ル タ ン トが 各 々3分 の1つ つ を 占 め る。

CISIグ ル ー プの3つ の ホ ス トコ ン ピ ュー タ と接 続 し,CISIネ ッ ト,フ ラ ンス のT

RANSPAC,EURONET,TYMNETを 通 じて,ア メ リカ,ヨ ー ロ ッパ を中 心 に サ ー ビ

スを行 ってい る。 その 他,フ ラ ンス のGAMA,イ ギ リ スのEIUと もリ ン ク してい る。

端 末 は 現 在,IBM-PCを 使 用 して い る。TSSで 直 接 アクセ スす る方 法 と ダ ウンロー デ

ィン グに よ る方 法 が と られ て い る。

デ ー タベ ー スの 概 要 は ④ に記 述 す る。

㈲ 予 測 一経 済 分 析 サ ー ビス

*国 際 サ ー ビス

一世 界 経 済 サ ー ビス

グ ローバ ル な経 済活 動 の唯 一 の予 測。60以 上 の 国 と地域 を 貿易 量 と 金融 流 通 量 を

リン ク して,貿 易 パ タ ー ン,需 要,生 産 量,イ ン フ レー シ ョン,金 融 諸 量 を予 測 す る。

結 果 の概 要 は4半 期 毎,長 期予 測 も定 期 的 に刊 行 して い る。

一外 国 為 替 サ ー ビ ス

14主 要 国 の 為 替 流 通 の概 要 を毎 月提 供 してい る。(日 本,カ ナ ダ,ア メ リカ,フ ラ

ン ス,イ ギ リス,イ タ リア,オ ラン ダ,西 ドイ ツ,ベ ル ギ ー,ス イス,ア ル ゼ ンチ ン,

ブ ラ ジル,メ キ シ コ,ベ ネ ズ エラ)

また,37ケ 国 の 長 期 的 な概 要 も半年 に1同 行 って い る。

一国 際 農業 サ ー ビ ス

アメ リ カど その 他 世 界市 場 での 主 要 農 業物 につ い て,そ の需 要,供 給,価 格 の 詳 細

な 予測 を行 っ て い る。

*地 域 サ ー ビス

ー社 会 主 義 経 済 サ ー ビス

ソ ビエ ト,ポ ーラ ン ド,東 ドイ ツ.チ ェコス ロバ キ ア,ハ ンガ リー,ル ー マニ ア,

ブル ガ リア,ユ ー ゴス ラ ビア,中 国 等,社 会 主義 国 の経 済 成 長 とその 見 通 し を分 析 す
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す。

報 告書 は:

・ニ ュー ス レ タ ー(週 刊)'∴

・各 国 別 の 収支 バ ラ ン ス報 告(四 半 期)'

・状 況 報 告 ど中期 的 概 要(半 年1回)

・20年 見通 し研 究 報 告(年 刊)

一中東経 済 サ ー ビス

中 東 と北 ア フ リカ地 域 の経 済,石 油国 際 市 場 に 関 す る情 報 サ ー ビ ス。 関係 す る国 は,

サ ウ ジア ラ ビア,イ ラン,イ ラク,ク エ ー ト.ア ラ ブ連 邦,パ 八 一 レ ン,オ ー マ ン,

エ ジ プ ト,ア ル ジ ェ リア,モ ロ ッコ,ヨ ル ダ ン,シ リア。

定 期 的 な5,10年 予 測 報 告の ほか,国 際石 油市 場,中 東諸 国 の展 望 に 関 す る報 告 も行

っ てい る。

一環 太 平 洋経 済 サ ー ビス

日本,中 国,ホ ン コン,シ ン ガ ポ ール,韓 国,台 湾,イ ン ドネ シ ア.マ レ ーシ ア,

フ ィ リピ ン,タ イ,オ ース トラ リア,ニ ュ ー ジ ラン ドの マ ク ロ経 済予 測 。

一ラ テ ン ・ア メ リカ経済 サ ー ビス

ラ テ ン ・ア メ リカの6主 要 国,ア ル ゼ ンチ ン,ブ ラ ジル,チ リ,コ ロン ビ ア,メ

キ シ コ,ベ ネ ズ エ ラの経 済 予 測 。・'

中 期 予 測 報告 を 四半 期 で刊 行 。

一メキ シ コ経 済 サ ー ビス

1969年 以来 の メ キ シコ経 済 の 予 測 。幣価 切 下 げ 等 の政 策 的 シ フ トの可 能 性 を も含

めた イ ンパ ク トの 分析 も行 っ てい る。

四半 期毎 の 概 要,2ケ 月 毎 の ニ ュー ス レタ ーを刊 行 してい る。

*ア メ リカ経 済 サ ー ビス

ー4半 期 サ ー ビ ス

ア メ リカ経 済の 詳 細 な 短 期 予 測。 需要,利 息 レー ト,イ ンフ レ,収 支,顧 用,金 融

お よ び財 政 政 策 を予 測 。

四半 期 モ デル の概 要 は 月刊 。

一長 期 サ ー ビ ス

10～20年 の 期 間 での ア メ リカ経 済 の 予測 。

一産 業 サ 」 ビス

」6elPopkin社 と共伺 で作 成 。ア メ リカの産 業 お よ び物 価 の詳 細 な情 報 サ ー ビス。
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●

一地 域 サ ー ビ ス

地 域産 業 成 長 の4つ の キ ー;人 口統 計,地 域 間取 引,エ ネル ギ ー価 格,顧 用 賃 金 の

間 の 関連 に力 点 を置 い てい る。

月 間,四 半 期 間,年 間の デ ー タ。

予 測 は 四半 期 に 一 回行 う。

一予測 ニ コ ース

国 内,海 外経 済 の発 展の週 間 サ マ リー。 ハ ー ドコ ピー で もオ ン ラ イ ンで も使 用 で き

る。

Oii}コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビス

ーコン サル テ ィ ング ・スタ ッフ

Whartonの エ コノ ミス トは,半 数 以 上 が 経 済 学 もし くは その 関 連 分 野 での 博 士 号 を

持 っ てい る。

ま た,ス タ ヅフに著 名 な エ コノ ミス トやIBM,RohmandHaas,TexasIns-

truments,Federa、Reserve,BankofCanada等 の 企 業 に在 籍 して い だ プ ラ

ンナ ー を抱 え て い る。

一 コンサ ル テ ィン グ ・サ ー ビス

Whartonの コ ンサ ル テ ィング ・プロ ジ ェク トは,応 用 経済 の分 野 で20年 前 か ら

実 績 を上 げ て い る。

た とえ ば,契 約 に よ る リサ ーチ と して は;

政府 関 連,貿 易 協 会,私 企 業 に対 して,マ ク ロ,産 業,国 際 的,地 域 経 済 お よび

エ ネル ギ ー ,商 品 マ ーケ ッ ト調 査 な ど を行 ってい る。

一コ ンサル テ ィン グの例

・日本 の 自動 車 工 業 協 会

アメ リカ 自動 車市 場 の 成 長 予 測 とア メ リカの 経 済 に 与 え るイ ンパ ク ト調 査 。

・DuPont社

戦 略 プ ラ ン作 成 の た め,12の 通 貨 の5ケ 年予 測。

・航 空 省

国内 の定 期 空 輸 に対 す る燃 料補 給 の イ ンパ ク ト予 測。

・通 産 省

ア メ リカの産 業政 策 の 変 更 が,種 々の 地 域 の経 済活 動 に 与 え るイ ンパ ク トを評価

す るた めの 大 規 模,多 地 域 モ デルの 作成 。
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③ デ ー タベ ー ス一 覧

(j)一 般 統 計

*IFS(国 際金 融統 計)

-IMF(国 際通貨 基金)の 統 計 局 の デ ー タを もとに して お り,IMF参 加 国.139カ 国

の統 計数字 。

-11の グル ー プ ご とに収 集

・為 替 レー ト

・金 融 制 度

・金 融 関連 調 査

・国 際取 引 量

・国 際 貸 借勘 定

・国 際 価格 変 動

・銀 行 預 金`

・そ の他 の 財 政制 度

・金 利 ,価 格,生 産 量

・国家 財政

一情 報 タ イ プ:時 系列 ・

一地域:231の 国 と地域

一期 間:月 ～ 年

一時 系 列 数:53 ,000

一更 新 期 間:月

一開 始 時期:1958

一データ:1 .M.F.

*PI(主 要 経済 指 数)

-7つ の統 計

・国 家収 入 と生 産 量

・産業 生産量

・貿 易 ,流 通,在 庫

・労 働 力 ,賃 金

・ ・国 内,国 際金 融

・収 支 バ ラ ンス

貿 易
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一情 報 タ イ プ:時 系列

一地域:31の 国 と地域

一期 間:月 ～年

一時 系 列 数:6 ,500

一更 新 期 間:月

一開 始 時 期:1960

一デ ー タ:OECD

*ICG(環 境,一 般 経 済情 報)

-EC諸 国 お よ び ア メ リカ ,日 本 の 短 期 予 測 のた め の情 報

適 応 分 野 は,工 業,農 業,国 内 貿易,サ ー ビス,輸 送,人 口 と顧 用,海 外 貿 易,価

格,金 融,収 支 バ ラ ン スな どで あ る。

一情報 タ イ プ:時 系列

一地 域:EEC ,ア メ リカ,日 本,ス ペ イ ン,ポ ル トガル

ー期 間:月 ～年

一時 系列 数:53
,000

一更新 期 間:2週 間

一デ ー タ:Eurostat-EEC

*2PVD(発 展 国の 経 済 指数)

一主要 項 目は:

・人 口統計 学 ,社 会 指 数

・国 民 会 計

・輸送 ,サ ー ビス

・海 外貿 易

・海 外援 助 ・債 務

・公 共 財 政

・農 業 お よ び工 業 生 産

一情報 タイ プ:時 系列

一地 域:EECパ ー トナ国

一期 間:年

一時系 列 数:93 ,000

一更 新 期 間:月

一デ ー タ:Eurostat ,EEC
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([D－ 般統 計 と予 測

*SIC(フ ラ ンス経 済環 境 デ ー タ)

-15の グル ー プ分 け

農 業,政 府 関 連(会 計,地 方 お よび 中央 政 府,社 会 保 障),需 要 ・国 際 貿 易,国 内

貿 易,顧 用,金 融,海 外 貿 易 ・収 支 バ ラ ン ス ・交 換 レー ト,工 業 生 産,住 宅 ・建設 ・

公 共 事業,気 象,環 境 調 査,小 売価 格,四 半 期勘 定,収 入,エ ネ ル ギ ー

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:フ ラ ンス

ー期 間:月 ～年

一更 新 期 間:月

一開 始 時 期:1945

一デ ー タ:INSEE ,フ ラ ンス

*ICF(フ ラ ンス短 期 指 標)

一主 な現 点は:

・生 産 か ら流 通 まで の価 格

・主 要 な レ ー ト,ク レジ ッ ト,準 備 金 等 の 金 融 面

・家 庭 ,企 業,国 家 での意 志 決 定 要 因

一情 報 タイ プ:時 系 列

一期 間:月

一時 系列 数:400

一更 新 期 間:毎 日

一開 始 時 期:1980

一デ ー タ:INSEE ,フ ラ ンス

♪
*「ANAI(フ ラ ンス国 内統 計 予 測)

-90部 門 に お け る フ ラ ンス国 家 会 計 の 全 収 支 の 予 測

一5ケ 年 に わ た る,国 内 の工業 需 要,海 外 貿 易 量,部 門 別 生産 量,投 資需 要 の予 測

一情 報 タイ プ:時 系 列 、 .

一期 間:年'

一時 系列 数:10 ,600

一更 新 期 間:半 年

一デ ー タ:GAMA ,フ ラ ン ス
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*STAB(ド イ ツの 統 計)

一 ドイ ツ の 国 家 統 計

一人 目 統 計 .顧 用,企 業 調 査,産 業 活 動,住 宅 ・建 設,国 内 外 貿 易,輸 送,ク レ ジ ッ

ト,消 費,国 家 予 算 と税,国 内 需 要,給 与 と価 格 等

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一期 間:124
,000

一 更 新 期 間:月

一開 始 時 期:1952

一 デ ー タ:Statischesbundesamt

*WEFAN(WHARTONの ニ ュ ー ス展 望)

-CISI-WEFAス タ ッ フが 分 析 した 経 済 に 関 す る 国 際 的 出 来 事

一 内 容 は

・週 間 金 融 ・財 務 デ ー タ

・エ グ ゼ ク テ ィ ブ ・サ マ リ

・最 近 の 金 融 分 析

・ア メ リカ 経 済 の 概 況

・国 際 経 済 の 概 況

一 情 報 タ イ プ:ニ ュ ー ス レ タ ー

一地 域:全 世 界

一更 新 期 間:週

一 デ ー タ:WEFA ,フ ィ ラ デ ル フ ィ ア,ア メ リ カ

(lli)海 外 貿 易

*ZCAI(A.C.P.海 外 貿 易)

一 取 引 総 量:主 要 経 済 圏 ,EECと そ の メ ンバ ー国,主 要 工 業 国

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC
,53ACP国,10地 中 海 沿 岸 国

一期 間:年

一 時 系 列 数:四 半 期

一 デ ー タ:Eurostat,EEC

*FRIC&FRIM(貿 易 関 係)

一 情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC
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一期 間:四 半 期 ～ 年

一時 系 列 数:153
,000

一 更 新 期 間:月

一 デ ー タ:EUROSTAT ,EEC

*COMEXT(EEC海 外 貿 易)

-EuropeanCommunitiesStatisticalOfficeが 作 成 した デ ー タ ベ ー ス

ー情 報 タ イ プ:デ ー タ

ー地 域:EEC ,ア メ リ カ,日 本,カ ナ ダ

ー更 新 期 間:2週 間

一 デ ー タ:Eurostat ,EEC

lV)産 業 と サ ー ビ ス

*SIDR(鉄 鋼 統 計)

一 ヨ ー ロ ヅパ の 鉱 石 ・鉄 鋼 の 貿 易 ,鉄 鋼 業 界 の 顧 用 状 況,消 費 量,需 要 と供 給 量 に 関 す

る統 計 デ ー タ。

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC
,ス ペ イ ン.ア メ リ カ,日 本,ポ ル トガ ル

ー期 間:月 ～ 年

一時 系 列 数:5 ,000

一 更 新 期 間:月

一開 始 時 期:1973

一 デ ー タ:Eurostat ,EEC

*BISE(製 品 ご との 情 報)

一繊 維 ,化 学 繊 維,衣 料.靴,紙 等140製 品 に 関 して の 情 報

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－期 間:四 半 期 ～ 年

一時 系 列 数:34
,000

一更 新 期 間:四 半 期

一デ ー タ:Eurostat,EEC

*INDE(産 業 調 査 年 報)

一 総 売 上 高 ,生 産 価 格,付 加 価 値 等

一情 報 タ イ プ:時 系 列
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一地 域:EEC

－ 期 間:月 二 年

一時 系 列 数:20
,000

一 更 新 期 間:四 半 期

一 デ ー タ:Eurostat ,EEC

(v)社 会

*SOCI(人 口 お よ び 社 会 統 計)

一 人 目 統 計
,顧 用,就 業 時 間,社 会 的 衝 突,マ ン パ ワ ー,給 与 と消 費

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－ 期 間:半 年 ～1年

一時 系 列 数:51
,366

一 デ ー タ:Eurostat
,EEC

*SIPS(社 会 保 障 統 計)

一 社 会 保 障 収 支 と関 係 す る国 民 情 報

一情 報 タ イ プ:デ ー タ

ー地 域:EEC

－ 期 間:年

一時 系 列 数:21
,000

一 更 新 期 間:年

一開 始 時 期:1962

一 デ ー タ:Eurostat
,EEC

杣 収 支 バ ラ ン ス と国 家 会 計

*ZCN1/SEC1(国 家 会 計 統 計)

一 情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC
,ス ペ イ ン,ア メ リ カ,日 本

一期 間:年

一時 系 列 数:7
,000

一 更 新 期 間:四 半 期

一開 始 時 期:1960

一 デ ー タ:Eurostat
,EEC
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*ZCN2(国 家 会 計,財 と サ ー ビ ス)

一 財 と サ ー ビ ス の 運 用 ま た 部 門
,生 産,機 能 ご と に 分 類

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－期 間:年

一時 系 列 数:17
,000

一 更 新 期 間:四 半 期

一開 始 時 期:1970

一 デ ー タ:Eurostat,EEC

*AMP1(組 織 別 会 計)

一企 業,家 庭,公 共 機 関 別 の 会 計 デ ー タ

ー情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－ 期 間=年

一時 系 列 数:19
,000

一 更 新 期 間:半 年 ～1年

一開 始 時 期:1970

一 デ ー タ:Euro8tat,EEC

*FINA(現 金 フ ロ ー)

-1970年 以 降 のEEC国 内 の 現 金 フ ロ ー の 情 報

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－ 期 間:年 ,月

一時 系 列 数:17 ,000

一更 新 期 間:半 年

一 デ ー タ:Eurostat,EEC

*ZBP1(収 支 バ ラ ン ス)

-EEC
,ア メ リ カ,日 本 の 収 支 バ ラ ン ス

ー情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC,USA,日 本

一期 間:年

一時 系 列 数:50 ,000
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一更 新期 間:半 年

一開 始 時期:1960

一デ ー タ:Eurostat ,EEC

㈹ 農 業,漁 業 予 測

*ZPAI(農 業 生 産)

一次 の2つ の時 系 列

・1964年 以 降 の家 畜 と牛 乳 ,卵.肉 の 生産 量

・1960年 以 降 の動 物 供 給量 と1973年 以 降 の野 菜 供 給 量

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－期 間:月 ～ 年

一時 系 列数:36
,000

一更 新 期 間:月

一デ ー タ:Eurostat ,EEC

*PACO(農 産 物 価 格 と会 計)

-1969年 以 降 の農 産 物 価 格 と農器 具 の 価格

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－期 間:月 と年

一時 系 列 数:12
,000

一デ ー一.タ:Eurostat ,EEC

*FISH(魚 類 統 計)

一魚 獲 海 域 で の 年 間漁 獲量 等

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地域:EEC ,ス ペ イ ン,ポ ル トガル

ー期 間:月 ,年

一更 新 期 間:月

一デ ー タ:Eurostat ,EEC

*RICA(農 業 会 計 統 計)

一農 家 の会 計 情 報 を農 家 の タ イ プ ,農 家 の 規 模,国 と地 域,生 産 タ イ プ,消 費 と支 出 別

に収 集 。

一情 報 タイ プ:時 系列
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一地 域:EEC

－ 期 間:年

一時 系 列 数:75
,000

一 更 新 期 間:四 半 期

一 開 始 時 期:1965

一 デ ー タ:Eurostat ,EEC

⑳)研 究,エ ネ ル ギ ー

*ZRDI(R&D)

-NABS区 分 に よ るR&Dの 会 計 支 出

一2段 階 の 支 出

・R&Dの 支 出 割 当 て … 初 期 会 計

・R&Dの 実 支 出 … … … 最 終 会 計

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－ 期 間:年

一時 系 列 数:5
,000

一更 新 期 間:半 年

一 デ ー タ:Eurostat ,EEC

*ZENI(エ ネ ル ギ ー統 計)

-EEC国 の エ ネ ル ギ ー 統 計

・年 間生 産 量

・月 別 エ ネ ル ギ ー 統 計

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:EEC

－ 期 間:月 ～ 年

一時 系 列 数:31 ,000

一 デ ー タ:Eurostat,EEC

*CESAI(エ ネ ル ギ ー価 格 定 期 報 告)

一 石 油
,ガ ス,石 炭,電 気 の 価 格 の オ ン ラ イ ン情 報 と統 計 ・分 析

一週 間 変 化 を用 い た3ケ 月 予 測

一情 報 タ イ プ:ニ ュ ー ス レ タ ー

一地 域:EEC,USA
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一更 新期 間:四 半 期

一デ ー タ:CESA,GACI

*ELECNUC(原 子 カ プ ラ ン ト特 性)

一原子 カ プ ラ ン トの 主特 性,核 ・発 電 機 ・圧 力 容器 等,主 要構 成 物 の供 給 者 情 報

一情 報 タ イ プ:フ ァ ク トお よ び数 値情 報

一地 域:全 世界

一更 新 期 間:月 ～ 四半 期

一 デー タ:CEA ,DPG

－検 索 ソ フ ト:Athesa

(lx)航 空 産業

*ITA-INFO(航 空 輸 送統 計)

-165ケ 国 の 国 内航 空輸 送 の マ ク ロ経 済 デ ー タ,空 輸 企 業財 務,都 市,国 家 間の 空 輸量

20ケ 国(EEC,ア メ リカ,日 本,そ の 他)の 国内 料 金,空 輸 事 故,観 光 事 業 統 計 な

ど。

一情 報 タ イ プ:時 系 列

一地 域:全 世 界

一期 間:年

一時 系 列 数:80 ,000

一更 新 期 間:月

　
一 デ ー タ:InstitutduTransportAerien

*ITAN(ITAニ ュ ー ス レ タ ー)

一 世 界 各 国 の 航 空 産 業 関 連 刊 行 物 の 週 間 シ ョ ト ・ニ ュ ー ス

ー内 容 は 航 空 路
,航 空 産 業 政 策,航 空 産 業,航 空 器 具,安 全 性,飛 行 場,旅 行 業,空 路

競 争,国 際 機 構 等 。

一情 報 タ イ プ:ニ ュ ー ス レ タ ー

一地 域:全 世 界

一更 新 期 間:週

ノ
ー デ ー タ:InstltutduTransportAerien
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9.業 界 振 興 に 積 極 的 に 取 り組 む デ ー タ

ベ ー ス ・プ ロデ ュ ーサ協 会(ADP)

調 査 先:ADP(TheAssociationofDatabaseProducers)

所 在 地:Geosystems,POBoxlO24,WestminsterLondonSW1

連 絡 先:電 話:(Ol)222-7305

面 接 者:GrahamLea:会 長

テ レ ッ クス:915771(GEOSYSG)

1.概 況

今 回 の 訪 問 につ い て は,あ らか じめ在 日英 国 大使 館 文 化 部(BritishCouncil)を 通 じて リ

ー会長 宛知 らせ て あ った た め ,プ ロ デ ューサ協 会 の定 例 総 会 をわ ざわ ざ私 共 の訪 問 日 に 合わ せ

て くれた 。まず,定 例 総 会の 部 が始 ま り,そ の 後 わ が 国 デ ー タ ベ ースの 事 情 の 紹 介,(財)デ ー

タベ ー ス振 興 セ ンタ ーの活動 状 況 を説 明 し,そ の 後,会 員 との 懇談 に入 った 。

デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ デ ュ ー サ 協 会

デ ー タ ベ ー ス ・ プ ロ デ ュ ー サ 協 会ADP(TheAssociationofDatabaseProducers)

は,1976年 イ ギ リ ス 同 業 者 団 体 と し て発 足 し た 。 同 協 会 の 会 員 は,公 共 的 に利 用 で き る デ ー

タ ベ ー ス を 作 成 し て い る機 関,あ る い は イ ギ リ ス に 所 在 す る オ フ ィ ス を 通 じ て デ ー タ ベ ー ス ・

サ ー ビ スを 行 って い る機 関 か ら構 成 さ れ て い る 。 現 在,約50の 会 員 が 所 属 し て い る。ADP

は,言 い 換 え れ ば,以 下 に示 す イ ギ リ スの 情 報 関 連 団 体 の オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス の 部 分 の

責 任 を持 つ こ と に もな る 。

① 情 報 科 学 者 協 会IIS(TheInstituteofInformationScientists):情 報 科 学 分

野 の 個 人 会 員 に よ っ て 構 成

②Aslib(10.参 照)

③ 図 書 館 協 会LA(TheLibraryAssociation):公 共 図 書 館 が 会 員

④Viewdata産 業 協 会

そ の 他,国 内 の オ ン ラ イ ン ・ユ ー ザ ー ・ グ ル ー プ,イ ギ リ ス ・ コ ン ピ ュー タ学 会 の 情 報 検 索

専 門 家 グ ル ー プ等 もADPに 対 す る 関 心 を持 って い る 。 こ う し た 協 会 等 に参 加 す る 個 人 お よ び

企 業 の メ ン バ ー が 重 複 し て い る ケ ー スは 決 し て め ず ら し い こ と で は な い 。

ADPの 目 的 は,以 下 の と お り で あ る 。

(1}デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ デ ュ ー サ の 振 興,提 言 の ま と め,お 互 い の 関 心 に っ い て の 議 論 の 場 の
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提 供 等

(2)ユ ー ザ ー に 対 す る デ ー タベ ー ス産 業 の 普 及 啓 蒙

(3)ア イ デ ィ ア とか 情 報 の 交 換 の た め の フ ォ ー ラ ム機 能

(4)デ ー タ ベ ー ス の 構 築,利 用 に 関 す る 標 準 化,ガ イ ドラ イ ン,コ ー ド体 系 等 の た め の 活 動

ADPの 会 員 は,夏 期 を 除 き ほ ぼ1ヵ 月 に1回 の 会 合 を持 つ 。 こ の 会 合 は,特 別 な 場 合 を 除

き 機 械 技 術 者 研 究 所(InstituteofMechanicalEngineers:lBirdcapeWalk・London

SW1)で 開 催 され る 。議 論 は,デ ー タ ベ ー スの ダ ウ ン ロ ー デ ィ ン グ,契 約,エ キ ス パ ー ト ・

シ ス テ ム,通 信,ユ ー ザ ーの 問 題 等 幅 広 い 分 野 に つ い て 行 わ れ る 。 ま た,展 示 会 とか シ ン ポ ジ

ウ ム が,メ ンバ ー の た め に ロ ン ドン だ け で な く,ニ ュ ー ヨ ー ク とか 西 ドイ ツ等 で も開 催 さ れ る 。

さ らに,メ ンバ ーに よ る ミ ッシ ョ ン が 海 外 諸 国,た と え ば ア メ リ カ ・ オ ー ス トラ リ ア ・ ニ ュー ジ

ー ラ ン ド,日 本 等 を 訪 れ る 。

ADPの 会 員 は,3.の リ ス ト に あ る よ う に,営 利 企 業,非 営 利 企 業,・ 公 益 団 体 等 の あ らゆ

る 分 野 の 大 規 模 な もの か ら,ご く 小 規 模 の もの ま で を 含 む 。 メ ン バ ー に は,一 つ の 特 別 な デ ー

タ ベ ー スの 構 築 の み を 行 っ て い る も の,あ る い は 大 規 模 デ ー タ ベ ー ス を構 築 し,サ ー ビ ス を 併

せ て 行 っ て い る と こ ろ も あ る 。

2.ADP総 会 で の討 議 にて

総 会 にお げ る議 論 は'ADP"の 会長 リー氏 が議 長 とな つて開 始 され た 。

まず,議 長 の紹 介 によ って,Info-line社 の チ ャール ズ ・オ ッペ ンハ イム氏 が,以 下の 項

目の 問 題提 起 の 講 演 を行 った 。

① 通 信 に関 す る問 題

② 著 作 権 と ダ ウ ン ロー デ ィ ン グ(デ ータ ベ ー スの 保護 に関 す る事)

③ 新 技 術

④ 複 雑 な検 索方 法

⑤ 政 府 の無 関 心 さ

特 に① 通信 問 題 に つ い ては,British/Telecomが 民 営 化 した が ・"あ い変 わ らず独 占である"

・サ_ビ スが 悪 い ・ ・回線 利 用 の た め の専 用 文 字 の学 習 が 必 要""ノ イ ズ(雑 音)が 多 い'等

め 問 題 が あ る と以 下 の指 摘 が あ った 。

×"Dial-Net'"(British/Telecomの サ ー ビ ス名)のPSS(PacketSwitchingSystem)

を開 始 した ものの情 報 量(交 換 情 報 量)が25%ダ ウ ン した 。

+1200BPSの 申込 み が多 くて対 応 が遅 い 。

'× 回線 が混 ん で い て ア クセ ス で きな い
。 いず れ もBritish/Telecomの 需 要 予 測 の ミスで
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あ る。

その後,標 記5項 目の 問 題 提 起 に対 して討 議 に入 った 。

×ITAC(lnformationTechnologyAgencyCommit)の ブル ー テ ル氏 の発 言

一 日本 人 の お 客 様 が い る前 で の発 言 としては ,ひ か えた 方 が良 い か もしれ な い が,"政 府 の

無 関 心 さ"の 問 題 につ い て指 摘 した い 。今 ま で政府 が 関 心 を示 して 積 極 的 に取 り組 ん だ事

業 な ん て特 別 に な か った と思 う。補 助 金 うん ぬ ん と云 うよ り,政 府 保 有 の 膨 大 な デ ータの

開 放 が我 々の最 大 関 心 事 で あ る 。

一政 府 の意 志 決 定 の機 関 と して このADPを 利 用 して欲 しい 。企 業 が補 助 金 を 国 に 申請 す る

場 合,こ の協 会 の確 認 印 が 必 要 で あ る とル ー ル化 す べ きで あ る。

-X-LI社(LearnedInformationLtd .)の ハ リ ー ・コ リア ー氏 の発 言(LI社 は,米 国

DIALOGの 英 国 にお け る デ ィ ス ト リビ ュ ータ)

一 ビブ リオ ・デ ー タ ベ ー ス(2次 情 報 デー タベ ー ス)で は も う駄 目で あ り,フ ル ・テ キ ス ト

(全 文情 報)の デ ー タ ベ ー スに着 手 しな くて は な らな い。

)eUCSL社(UnileverComputerServiceLimited)のN.R.ト ム リンソ ン氏 の 発 言

一 デ ータ ベ ー スの利 用 ユ ーザ ーは ま だ少 な い 。 ユ ーザ ーの ニ ーズ を正 し く把 握 す る こ と,製

品 の 定 義(使 いや す い デ ー タ ベ ース お よ び デ ー タベ ー ス の品 質 の高 さ)を き ちん とや るべ

きで あ る。

X以 後,リ ー ノル ド,コ ー リ ア,ト ム ソ ン各 氏 の発 言 があ った 。

一 デー タベ ース ・サ ー ビス料 金 の 基本 料 金 制 度

基 本 料 金 制 度(前 払 い 金 制 度)の 失 敗 例(コ ネ クテ ィン グ ・タ イ ム料 金 に切 換 えた 。)

一現状 の デ ー タ ベ ー スは2次 情 報 な の で ,ラ イ ブ ラ リア ンや パ ブ リ ッシ ャー向 け で あ り,

フルテキ ス トの デ ー タ ベ ー スを専 門 家達 は要 求 して い る。

-British/Telecomば か り にた よ って い な い で ,ttマ ー キ ュリー"(Mercury)(光 フ ァ

イバ ーを使 用 した 民 間の 通 信 会社:台 頭 中 でBrisish/Telecomの"Dial-NET"と 競 合

中)を 使 用 した らど うか 。

一 エ キ スパ ー ト ・シ ステ ムが ,ユ ーザ ーに デ ータ ベ ースを よ り使 い やす い もの に して くれ る

で あ ろ う。
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3.ADPの 主 な 会 員

会 員 名

AgraEurope(London)Lヒd,

AgroupHouse,

16LonsdaleGardens,

TunbridgeWellst

KenヒTNIIPD

Te1:(0892)33813

Telex:95114

ArtSalesIndexLtd,

PondHouse,'

Weybridge,
SurreyKT138SQ

Tel:Weybridge

Telex:929476
42678

BBC,

Room525,

TheLanghamワ

Porヒ1andPlace,

LondonWIAIAA

Te1:01-5804468

BHRATheFluidEngineeting

Cranfie'1d,

BedfordMK430AJ

Te1:(034》750422

Telex;85059

Centre,

BNAInternationallnct

l7DartmouthSセreett

IＬondonSWIH9BL

Te1‡01-2228831

Telex:262570

TheBritishCounci1,

10SpringGardens,

LondonSWIA2BN

Te1‡01-9308466

Telex:8952201

主 な サ ー ビ ス

食料 品等 に関 す る オ ン ライ ン情 報 サ ー

ビス(EEC .の農業 政 策 を含 む)

絵画 材料,プ ラ イ ス等 の オ ン ラ イ ンデ

ー タ ベ ー ス

各種 ニ ュ ース(経 済,産 業,政 策 等)

に関 す る デ ー タ ベ ー ス

各 種 エ ン ジ ニ ア リ ン グ(パ イ プ,パ イ

プ ライ ン等 を含 む)デ ー タ ベ ー ス

セ キ ュ リテ ィ,法 律,制 度等 に関 す る

デ ー タベ ー ス

教 育 コー スに関 す る ビデ オ テ ッ クス
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

TheBritishLibrary,

AuヒomatedServicesθ

BibliographicService8Divi810n,

2SheratonSヒreetθ

LondonWIV4BH

Te1301-6361544

Telex321462

図 書 目録 等 の ビブ リオ ・デ ー タ ベ ー ス

CommohwealヒhAgriculturalBureaux,

FarnhamHouseθ

FarnhamRoya1,

Slough,

BerksSL23BN

Telt(02814)2281

Telex8847964

農業 関 係 デ ータ ベ ー ス

ComputingPubユicaヒion8Lヒd,

EvelynHouse,

620xfordStreeto

LondonWIAHG

Te101-3233211

産業団体等雑誌出版者

CompuヒerManagemenセGroup(UK)Ltd,

SunleyHouse,

BedfordPark,

Croydon,

SurreyCRO2AP

Tel301-68070227

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス会 社

DatasolveLヒd,

Datasolve工nformaヒion,

99StainesRoadWest,

Sunbury-on-Thames'

MiddlesexrrW167為 、H

Te13(09327)85566

Telex88811720
、

国 際 ニ ュ ー ス,BBCの サ マ リー 等 に

関 す る デ ー タ ベ ー ス

DepartmenセofHealth&

SocialSecurity,

AlexanderFlemingHoUSe,

ElephantandCasヒ1e,

LondonSE16BY

Te1301-4075522

健康 保 険 に関 す る記 事,本,報 告書 等

の デ ータ ベ ー ス
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

DerwenセPublication8Lセd, 薬 品 関 係 ドキ ュ メ ン ト ・デ ー タ ベ ー ス

128TheobaldsRoad,

LondonWCIX8RP

Te1801-2425823

Telex3267487

Dun&Bradstreet正 正d,
イ ギ リスの 代 表 企業 の プ ロ フ ィー ル,

4ヒhfloor,

BucklesburyHouse,
財 務 状 況 デ ー タベ ー ス

83CannonSヒreeヒ,・

LondonEC4N5SA

Te1301-2474377 ‥一

ExtelSヒatisセicalServiceS Lセd, イギ リスお よ び ヨー ロ ッパ諸 国の 代 表

37-45PaulStreeセ,

LondonEC2A4PB
企 業 の 財務 状 況 デ ー タベ ー ス

Te1301-22533400

Telex3262687

宣inancialTimes 企業 財 務 情 報 デ ー タベ ー ス

BusinessEnterprise6Lセd.,

102-108ClerkenwellRoad,

LondonECIM5SA

Te101-2519321

FinsburyDaヒaServices, ビジ ネ ス関 連 デ ータ ベ ー ス

68-74CarヒerLane,

LondonEC4V5EA

Tel301-2248988

Telex8892520

GeoAbsヒractsLtdθ GEOABSTRACTSデ ー タ ベ ー ス

34DukeStreet,

Norwich,

Norfo↓kNR33AP

Te13(0603)2637

Geosysヒems 世 界 中 の地理 関 連 ドキ ュメ ン トの デ ー
POBox1024

Wesヒminster タ ベ ー ス等

LondonSWIP2JL

Te1801-2227305

Telex3915571
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

ICCInformaセ10nGrOUPI止d・, 企業 の財 務 と統 計 情 報 デ ー タ ベ ー ス
81cityRoad,

LondonECIYIBD

Te1‡01-2530063

Telex33678

工EACoalResearch, 石炭 関 連 デ ータベ ー ス

ユ4-15LowerGrosvenoごplace,

1、ondonSWIWOEX

Te1301-8284661

Telex3917624

1NSPEC, 技術文献(電 子, コ ン ピ ュー タ電 子 技

SヒaヒionHouseσ

NighヒingaleRoad, 術,物 理, 制御技術等)
Hiセchin,

HerヒgSG51RJ

Te13(0462)53331

Telex88596

IPSharpAssociates' 航 空,経 済, エ ネ ル ギ ー,財 務 デ ー タ

13BuckinghamPalaceRoad,
LondonSWl

ベ ー ス

Te1301-7304567

Telex38954178

Jordan&SonsLtd., 企業財務情 報(ト ップ 100,000社)

JordanHouse,

BrunswickPlace,

LondonN16EE

Tel301-2533030

Telex361010

LearnedInformationLヒd, 英 国 内論 文 のASLIBイ ンデ ッ クス
BesselsleighRoad,

Abingdon, (中 近 東関係 情報)

OxfordOX136EF

Te1;(0865)73075

Telex3837704
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

LeatherheadFoodRe8earch 食品 サ ービスお よび食品製 造技 術等 に
Associaヒion,

RandallsRoad, 関 す る デ ー タ ベ ー ス

Leatherhead,

SurreyKT227RY

Te18(0372)376761
Telex3929846

TheLibraryAs80ciation' 図 書 と情 報科 学 の ア ブ ス トラ ク ト

7RidgemounヒSセ 【eetθ

LondonWCIE7AE

Te1301-6367543

Telex821897

TheMeセalsSociety, 金 属, 合金 に関 す る出版物 の ア プス ト

Meta161nformation,
1Car1ヒonHougeTerrace' ラ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス

LondonSWIY5DB

Te1301-8394071

Telex88814813

Mitaka, 政府刊行物,公 式文書 等 に関す る デー

3-5TavisヒockSセreeセ θ

LeamingtonSpa'
タ ベ ー ス

WarwickshireCV325PJ

Te13(0926)311126
Telex‡311959

NaヒionalComputingCentre'
コ ン ピ ュー タ業 界 に対 す る教 育訓 練,

OxfordRoad,

HanchesヒerM17ED

セ ミ ナ 一等 の サ ー ビスを行 う機 関

Te18(061)2286333

Pergamon-lnfolineLtd'
特 許, 科 学 技 術,ビ ジネ ス情 報 デ ー タ

12VandyStreet, ベ ー ス

1」ondonEC2A2DE

rPe1301-7374650

Telex38814614
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

ThePharmaceuヒicalS◎ciety 世界 中 で利 用 され てい る5,130の 薬 と

of'GreatBriヒain,

1LambeヒhHighSt=ee七, 薬 剤物 質 デ ー タベ ース

LondonSE17JN・

Te1301-735914]

PredicasヒsInternaヒ10na1,
世 界 的 な ビ ジ ネ ス,貿 易,マ ー ケ ッ ト

199-201HighSヒ τeet,

Orpingヒon,
情 報 デ ー タ ベ ー ス

KentBR60PF

Te13(0687)38488

RAPRA,
ゴム,プ ラ スチ ック業 界 に関 す る商 品,

Shawbury,

Shrewsbury,
技 術,研 究等 の 情 報 に関 す る デ ー タベ

SalopSY44NR 一 ス

Te1(0939)250383

Reedrrelepublishing, 法 律,法 令,法 律 関 係 資 料等 の フル テ

QuadrantHou8e,
TheQuadrant, キ ス ト ・ デ ー タ ベ ー ス

Sutton,

SurreySM25AS

Te1301-6618822

Telex389084

RoyalSocietyof.Chemi8ヒry' 化学 技 術,生 化 学,等 の ア プ ス トラ ク
●`

TheUnlver81ヒy,

NottinghamNG72RD
ト ・ デ ー タ ベ ー ス

Te13(0602)57411
'Telex837488

Shirleylnsヒiセuter 衣 料 分 野 にお け る化 学,フ ァイバ ー,

Didsbury,

ManchesヒerM208RX
ポ リマ ー等 を 含 む情 報 の デ ータ ベ ー ス

Tel:(06i)4458141
Telex:668417
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会 員 名 主 な サ ー ビ ス

TechnicalIndexesLtd,

willoughbyRoad,

Brackne11,

BerksRG124DW

エ ン ジニ ア リン グ,標 準 化,制 度等 の

マ イ ク ロ フ イ ル ム に よ る情 報 フ ァ イ ル

Tel:(0344)26311

ThompsonHenryLtde

LondonRoad,

Sunningdale.

BerksSLsOEP

あ らゆ る エ ン ジニ ア リ ングに関 す る デ

ー タ ベ ー ス

rTe13.(0990)24615

UnileverCornputerService8Ltd'

55-57ClarandonRoadσ

Watford,

ヨ ー ロ ッ パ,日 本,ア メ リ カ,カ ナ ダ

の2,000の 化 学 関 係 の輸 出 入 に関 す る

HerヒsWDIISA
デ ー タ ベ ー ス

Te1‡(0923)47911

Telex3893538

TheWeldingIn8セituセe, 金 属,プ ラ ス チ ッ ク分 野 の ジ ャ ー ナ ル,

AbingtonHa11,

Abington,' 論 文,単 行本 等 の ア ブ ス トラ ク トを含

CambridgeCB26AL
む デ ー タ ベ ー ス

Te13(0223)891162

Telex381183

ゼ
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10.イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ブ ロ ー カ ー を 代 表 す るASLIB

調 査 先:theAssociationforlnformationManagement

所 在 地:InformationHouse26-27BoswellStreet

LondonWClN3fZ

連 絡 先:電 話:Ol-430-2671,テ レ ッ ク ス:23667

面 接 者:Dr.DENNISA.LEWIS,Direct・r

Mr.DOUGLASWOOD,MarketingManager

Mr.ADRIANARTHUR

Mis.JERRYTURPIY

1.概 況

ASLIBは,旧 名theAssociationofSpecialLIBraryで あ り,1926年 に設立 された

協 会 であ る。1984年 に な って,協 会名 をtheAssociationofInformationManagment

と改 名 した が,ttASLIB"と い う名 称 は そ の まま 残 され て い る 。 ま た,協 会名 の 改名 と同時

に,本 部 を3-BelgrareSquareか ら26-27BoswellStreet(前 掲)へ 移 転 した 。 移転 は

本 調 査団 訪 問 のわ ずか 一 週 間 前 で あ った 。

ASLIBの 事 業 内容 は,デ ー タベ ー ス事業(特 に図書 情 報)に 関 す る,コ ン サル タ ン ト,リ

サ ーチ,出 版 お よ び教 育(人 材 教 育)で あ る。

プ レゼ ンテ ー シ ョ ンは,ま ずASLIBの 会長 であ る。 デ ン スA.ル イ ス氏 の歓 迎 の辞 よ り

始 ま った 。氏 は昨年 のADP(英 国 プ ロデ ュー サ協 会)の 訪 日団 に参 加 してお り,東 京 ・金 沢

・山 口 ・大 阪 と視 察 し た が ,そ の 際,日 本の 先端 技 術(電 子 技 術 等)に は 驚 嘆 した との こ とで

あ った。 ま た,日 本 にお け る過 去,現 在,未 来 に対 す る調 和 とい う点 で,「 西 洋 は,日 本 に学

ば な けれ ば な らな い 」 と感 じて い る。 日英 間の 情 報 交 換 につ い て,「 情 報 お よ び情 報 管理 が,

生 産 性 の 向 上 に必 ずや 寄 与 す る もの で あ り,情 報 が 迅 速 に入 手 で き る事 が極 めて 重要 で あ る 。

ま た,情 報 は そ れ を分 か ち 合 っ て も 減 る もの では な い 。6,000マ イ ル も延 びて い る 日本 と英

国 の長 い橋 で は あ るが,日 本 との情 報 と友 情 の 交 流 を図 って い きた い 」 と語 った 。

ASLIBは,会 員 制 度 で運 営 され て お り,現 在,会 員数2,000で あ る 。 年 会費 は130ポ ン

ドとな ってい る 。
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50名 の ス タ ッフ によ り構 成 され,自 己 資本 で 自立 して い る。情 報 の 提供 先 は50ケ 国 にお よ

ん で い る。 ま た,非 営 利 主 義 の 企 業 で あ り,利 益 は 事業 拡 大(サ ー ビ ス拡 大)に 投 じて い る。

会 員 数2,000の 年 会費130ポ ン ドは,ASLIB全 体 の収 入 の20%に 相 当 し,残 り80%

は 事 業 収 入 に よ っ てい る 。

デ ータベ ース事業 には,デ ータ ベ ー スの 提 供業,オ ンラ イ ン ・サ ー ビ ス業,デ ィス トリ ビュ

ー タ業 等 あ る が
,ASLIBは,そ の 間 隙 に あ って サ ー ビスを行 う情 報 ブ ロ ー カ ーに該 当 す る。

一般 的 には ,ニ ュー ・セ ッ ト ・ア ッ プ業 と呼 ばれ る が,ASLIBに 関 して は,ニ ュー(NEW)

とい う言 葉 は適 切 では な い 。活 動 歴60年 であ るか ら,古 くか らこの 事 業 は あ った とい うこ と

にな る。ASLIBの 設 立 当時 の 事業 内 容 を察 す る に,お そ らく公 立 図 書 館(ブ リテ ィ ッシ ュ ・

ラ イ ブ ラ リ ー)の サ ー ビスの 不 足 して い る部 分 を補 充 す る位 の もの で あ ったが,そ の 後,デ ー

タベ ー ス事業 の発 展 と と もに,サ ー ビ スを拡 大 してい った もので あ る 。今 日で は,コ ンサ ル タ

ン トや リサ ー チ,出 版,訓 練 とサ ー ビスが 拡充 し,職 業 案内(検 索 技 術 者紹 介 業)サ ー ビ スも

そ の サ ー ビスの 一 環 とな って い る。

2.事 業 内 容

ASLIBの サ ー ビス 内 容 は,次 の4項 で あ る 。

(1)コ ン サ ル タ ン ト ・サ ー ビス

(2)リ サ ー チ ・サ ー ビ ス

(3)出 版 サ ー ビ ス

(4)教 育 ・訓 練 サ ー ビ ス

(1)の コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビ スは,英 国 を は じ め 欧 州 各 国 か らの 委 託 を 受 け,図 書 館 の 自動

化 の 問 題,企 業 や 団 体(国 の 機 関)の 情 報 管 理 全 般(情 報 の 流 れ や デ ー タ ベ ー ス化 等)の 問 題

に 関 す る コ ン サ ル タ ン トが 主 業 務 とな って い る 。(2)の リ サ ー チ ・サ ー ビ スは,主 にBritsh/

Library(大 英 図 書 館)か らの 委 託 作 業 で あ り,「 検 索 技 術 者 の 育 成 に,ど の よ うな 教 育 カ リ

キ ュ ラ ム を 組 め ば 良 い か の 検 討 調 査 」,お よ び 「パ ソ コ ンの 普 及,利 用 状 況 調 査 」 等 の リ サ ー

チ を 行 っ て い る 。(3)の 出 版 サ ー ビ ス は,各 種 の デ ー タ ベ ー ス事 業 関 連 書 籍 を 刊 行 す る こ と で あ

る 。

2～3紹 介 す る と,評 判 の 良 い もの は,

「AslibDirectoryofInformationsourcesinUKＬISBNO-85142-184-9

「OnlineBibliographicDatabasesＬISBNO-85142-167-9

で あ り,そ の 他 に 興 味 の あ る もの と し て,西 ヨ ー ロ ッパ の 図 書 館 ネ ッ トワ ー クの 調 査 報 告,

「LibraryandInformationNetworksinWesternEuropeＬISBO-85142-168-7な ど

一128一



が あ る。 ・ ・

DBMS(デ ー タベ ー ス管 理 シ ステ ム)に 関 して では,「InformationManagementResea-

chinEuropeＬISBNO-85142-171-7等 が あ る 。

定 期 刊 行 物 と して は,9種 類 の雑 誌 が あ り,そ の 内4種 類 は 会 員 ユ ーザ に対 し無 料 で配 布 さ

れ て い る 。(出 版 サ ー ビ スにっ い ては後 述 。).

(4)は,教 育 ・訓 練 サ ー ビスで あ り,情 報 にた ず さわ る スタ ッフの 訓 練 を行 うもの で あ る 。1

日 ～5日 間 ま で の コー スが あ り,情 報 検索 者 の 育 成 に寄 与 して い る。 昨近 の 教 育 内容 は,マ イ

コン(パ ソ コ ン)の 選 択 方 法,各 種 情 報(ビ ブ リオ,フ ァ ク ト)の オ ン ライ ン化 の 問 題,情 報

検 索 シ ス テ ムの選 択 や検 索 方 法 等 の教 育 も含 まれ て い る。

ASLIBで は,以 上の4サ ー ビ スの 他 に,新 規 サ ー ビス と して,職 業 案 内 サ ー ビ ス(先 方 説

明 の語 訳 は 「職業 安 定 サ ー ビス 」)に 着 手 して お り,情 報 検索 者 の 雇 用 に関 す る問 題 につ い て

も取 り組 み 始 め て い る 。

3.オ ン ライ ン検 索 サ ー ビス

ASLIBに お け る,も う一つ の デ ータ ベ ース事 業 は,オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビス業 で あ る。

説 明 にお いて は,オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビス とい う言 葉 を用 いて い た が,こ こ でい って い るの は

代行 検 索 業 の こ と で あ り,デ ー タベ ー スに精 通 した ス タ ッフが,ユ ー ザの 依頼 に応 じ,適 切 な

デ ータベ ースの選 定 と検 索 作業 を行 い,検 索 結 果 を ユ ー ザ に届 け る サ ー ビス であ る 。

こ こで も,会 員 制 度 が 生 か され て お り,オ ン ラ イ ン検 索 に関 す る直 接 費 の み が,会 員 には適

用 され,非 会 員 は 直 接 費+間 接 費 が課 金 され る との こ とで あ る 。 この オ ンラ イ ン検 索 サ ー ビ ス

にお い て は,「 特 許 と法 律 に関 す る分 野 」は 含 まれ てい な い 。

ASLIBが,オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビ スに使 用 して い る ホ ス トは,表10-1に 示 す23の シ ス

テ ム に よ る 。

表10-1ASLIBに お け る ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ

・BLAISE-LINE

・BLAISE-LINK

・BRS

・BSRIA

・DATACENTRALEN

・DATA-STAR

・DIALOG

・DIMDI

・ECHO・

・ESA-IRS

・FINSBURY

・FIZ-TECHNIK

・SAMSON

・SCICON

・SCIMP

・SDC

・GID(INFODATAQuly) ・STNINTERNATIONAL

・INKA

・IRB

・Pergamon-Infoline

・TELESYSTEMS-QUESTEL

・WORLDREPORTER

(以 上23)
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4.出 版 サ ー ビス(特 に9種 類 の 雑誌(ジ ャーナル))に つ い て

前述,9種 類 の 定期 刊行 物(雑 誌:ジ ャ ー ナル)の 説 明 に 入 る前 に,オ ン ライ ン検 索 サ ー ビ

スの付 帯 サ ー ビス として刊行 してい る 「OnlineNotesjに っい て簡 単 に触 れ て お く。 この広

報 誌 は,デ ー タベ ースの 選 定 や端 末 器(マ イ コン,パ ソ コ ン)の 選 択,は じめ て オ ンラ イ ン ・

サ ー ビスを受 け る人 の た め の ホ ス トの紹 介,ま た,各 地 に生 まれ は じめた ユ ーザ ・グ ル ー プの

接 触 の 窓 口の役 割 りをは た すべ く種 々の ア ナ ウ ン スを行 ってい る(購 読 者:800名)。

な お,9種 類 の雑 誌(ジ ャー ナル)は 表10-2の とお りで あ る 。

表10-2ASLIB刊 行 の ジ ャ ー ナ ル

(1984会 員 料 金)

(1)AslibInformation(Vol.12)

情 報 分 野 に お け る(特 に 図 書 情 報)ニ ュ ー スや 行 事 に 関 す る レ ポ ー トで あ る 。 ま た,

Aslib自 身 の 活 動(セ ミ ナ ー,教 育 コ ー ス,グ ル ー プ ・ ミ ィ ー テ ィン グ の 開 催,調 査

や コ ン サ ル タ ン ト)に 関 す る ニ ュ ー ス も掲 載 し て い る 。

(月 刊 誌,年 間 購 読 料10ポ ン ド(海 外16ポ ン ド))

(2)AslibProceedings(Vol.36)

情 報 管 理 技 術 に関 す る新 技 術 につ い て,そ の実 際 への適応 をAslibで 開 催 され てい る、

ミーテ ィ ン グや ユ ーザ か らの寄 稿 を掲 載 して い る 。

(月 刊 誌,年 間 購 読 料30ポ ン ド(海 外35ポ ン ド))

(3)JournalofDocumentation(Vol.49)

ドキ ュ メ ン トの レ コ ー デ ィ ン グ,構 造 や 伝 達 に 関 す る 知 識 を掲 載 し,ド キ ュ メ ン テ ー

シ ョ ン学,図 書 管 理 学,情 報 科 学 の 分 野 に お い て,先 駆 的 な 役 割 りを は た し て い るジ ャ

ー ナ ル で あ る
。(年4回 刊 行,年 間 購 読 料30ポ ン ド(海 外35ポ ン ド))

(4)AslibBookList(Vol.49)

科 学,技 術,社 会学,医 学 等 の分 野 にお け る 出 版物 にっ い ての ア ナ ウ ン スで あ り,そ

れ ぞれ の 分 野 の 専 門 家 の コメ ン トを付加 して紹 介 して い る。

(月 刊 誌,年 間購 読料25ポ ン ド(海 外30ポ ン ド))

(5)Program(Vol.18)

図 書 館 や情 報 サ ー ビ スにつ い て の コ ン ピ ュー タ利 用 に関 す る 自動 図 書 管理,情 報 検 索

を含 む全 般 にっ い ての ジ ャ ーナ ル 。

(年4回 刊 行,年 間 購 読料25ポ ン ド(海 外30ボ ン,ド))

Forthco皿ingInternationalScientificand

TechnicalConference(Listbl)

英 国 内 お よ び諸 外 国 で 開 催 さ れ る,科 学 会 議 に 関 す る 予 定 表(4分 の1年 カ レンダー)

(年4回 刊 行,年 間 購 読 料26ポ ン ド(海 外32ボ ン ド))

■
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IndextoTheses(Vo1.33)

英 国 内(ア イ ル ラ ン ドを 含 む)の 学 位 論 文 の イ ン デ ッ ク ス 集 。

(年 間2回 刊 行,年 間 購 読 料43ポ ン ド(海 外53ポ ン ド))

(8)TechnicalTranslationBuUetin(Vol.30)

技 術 通 訳 者 に対 す る用 語 や 新 し い 術 語 に 関 す る 情 報 お よ び 技 術 用 語 翻 訳 説 明 会,創 刊

物 の レ ビ ュ ー 。

(4ケ 月 毎,年 間 購 読 料13ボ ン ド,技 術 通 訳 者 グ ル ー プ

メ ンバ ー11ポ ン ド(海 外17ポ ン ド)

CurrentAwarenessBulletin(Vol.1)

図 書 館,情 報 業 に お い て の 新 刊 図 書 に 関 す る 重 要 情 報 の リ ス ト。

(月 刊 誌,年 間 購 読 料16ポ ン ド(海 外20ポ ン ド))

5.ま と め

近 い将 来,わ が 国 に お い て も情 報 検 索 技 術 者 の質 が 問 わ れ る時 代 が来 る もの と考 え られ る 。

新 しい職 種 と しての芽 が どの よ うな 土 壌か ら生 ま れ て く るか につ いては,大 変 興 味 が あ る。

イギ リス で は,ラ イ ブ ラ リア ン(図 書 館 員)の 中 か ら,情 報 検索 技 術 者 と呼 ば れ る職 種 は 育

って い った 模様 で あ る。 その 背 景 には,大 英 図書 館 のUK/MARC(書 誌 情 報 デ ー タ ベ ー ス)

の整 備 が 一早 く実施 され た か らで,国 策 と言 う よ り も各 々の 機 関 が必 要 に応 じて デ ー タベ ー

スを整 備 して い き,そ の 間 に情 報検 索 技 術者 の横 の っ な が りが 強 化 され てい った こ とが あ る 。

その 横 の つ な が りの 鎖 の 役 割 りをは た した の は,会 員 制 度 で運 営 され てい た 協 会 や 学 会の 組 織

で あ った 。彼 らの 小 冊 子 は,初 期 は各 々の 分 野 の特 化 した情 報 の ア ナ ウ ンスで あ った が,や が

て し っか りと した 情 報 誌 の形 態 を整 え て い った 。

ま た,内 容 も広 く情 報 管 理学 や情 報 処 理 学,そ し て 通 信 学 に お よ ん で い った 。 し っか り と

した職 位 を得 た情 報 検 索 技 術者 が,次 に事 業 化 した もの は 代 行 検 索 業 で あ った 。

デ 』 タ ベ ー スに関 す る知 識,細 分 化 された 各専 門知 識,こ れ らを 土 台 として オ ン ライ ン ・ブ

ロ ー カー業 が 成 り立 って い ったの で あ る 。
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11.8年 間 の歴 史 に終 止符 を うつEURONET

調 査 先:EURONET/DIANE

所 在 地:EURONET,CommisionoftheEuropeanCommunities.DGX皿

177,routed'Esch,L-147Luxenbourg

連 絡 先:電 話;+352-488041,テ レ ッ ク ス:2181

面 接 者:Mr.RolandHaber

タ

1.概 況

1971年,EC執 行 委 員 会 の 決 定 に もとづ き,「 ヨ ー ロ ッパ 共 同体 内 各 国 間の 情 報(デ →)

流 通 の 円滑 化 と促 進 」 お よ び 「域 内 デ ータ通 信 網 の 整 備 」を 目標 とす る共同 機 構 の 設 立 が 企 画

され た 。 この機構 は,1977年,ル クセ ンブ ル グに本 部 を置 き 「EURONET」 の名 称 で ス タ

ー ト
,域 内の20の デ ー タベ ー ス ・デ ィス トリビ ュー タ(欧 州 では"Host"と 呼 ば れ てい る)

と,各 国 の利 用 者 とを直 接 結 び,検 索 を行 わ せ る サ ー ビス(「DIANE」=DirectInfor-

mationAccessNetworkforEurope)を 始 め た。

しか し,そ の 後 こ の 通 信 網 サ ー ビ ス は,各 国 内の パ ケ ッ ト型 デ ー タ 伝 送 サ ー ビス網 の 確

立 と,こ れ ら各 国 サ ー ビ ス網 の 「相 互 接続 」 によ って,各 国利 用 者 は 「DIANE」 を 介 せ ず と

も,自 国 内 の 公衆 サ ー ビスを経 由 して,直 接 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タの ホ ス ト ・ コン ピ ュ ータ に

ア クセ スす る こ とが で き る よ うにな ってか らは,次 第 に 「有 名 無 実 」化 し,つ い に,1984年

末 で サ ー ビスを中 止 す る こ と に な った 。

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビスは 中 止 した が,EURONETの 機 構 そ の もの は存 続 し,今 後 は,情 報

の 相 互交 流 や各 国 網 間接 続 に よ る デ ータ伝送 な ど を,よ り拡 大 化 す るた め に 「技 術 的 標 準 の 確

立 」 「デ ータベ ー ス用言 語(検 索 ソ フ ト)の 仕 様統 一 」等 を 目標 に,各 国 に よる協 議,標 準 化

の場 と して機 能 す る こ とに な 二て い る 。 この 過 程 で は,各 国 政 府 間 組 織 で あ るEURONETと 並

ん で,各 国 の"Host"事 業 者 団 体 に よ る自主 的 国 際 協議 機 関'ECHO"(EuropeanCommis-

sionofHostOrganisation)の 存 在 が次第 に脚 光 を浴 び よ う と して い る。

(EURONETの 事務 局 とECHOの 事 務 局 とは,事 実 上,表 裏 一 体 の もの であ る 。)
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2.DlANEの 経 過

発 足 時,20の デ ィス トリビ ュ ータ,ア クセ ス可 能 の デ ータ ベ ー スは 約200の 規 模 で スタ ー

トしたDIANEは,そ の 後,デ ィス ト リ ビ ュー タ,デ ータベ ー ス約500,利 用 者 数約1万 ま

で達 した 。

しか しな が ら,前 述 の よ う に各 国 独 自 の 国 内 サ ー ビス網 の確 立 と ・そ れ らの 相 互 接続 の 実

現 に よ って 急 速 にEURONETの 利 用 は 減 少 し,1984年 末 の時 点 では わ ず か に イ タ リア と

オ ラ ン ダの2国 を主 体 に,利 用 者 か らの ア クセ スが あ るとい う状 態 にな ってい た 。 イ タ リアが

1985年 か ら国 内 パ ケ ッ ト・サ ー ビ スを 開 始 す るの を機 に,1984年12月 末 日 を も って,ネ

ッ トワ ー ク ・サ ー ビ スその もの は,8年 間 の 歴 史 に終 止符 を うつ こ とに な る 。

"DIANE"と い う名 称 その もの は ,こ の期 間 に 「協 調 」 を象 徴 す る もの と して,今 後 は

EURONET/DIANEと い う記 念 的称 号 と して残 す こ とにな る 。

3.今 後 のEURONET,ECHOの 動 向

EURONET設 立 の 基盤 下 に は,1970年 ごろか らEEC加 盟 各 国 内 に高 ま って い た 「情 報 分

野 におけ る対米依存度解消,欧 州 による自主的協調体制の確立 」 とい う一般的潮流 がみ られた。

この機 運 は,コ ン ピ ュータの ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,情 報 サ ー ビ ス等,分 野 によ.っ て

は,さ ま ざまの消 長 を みせ た が,EURONETの め ざす 「域 内情 報 流 通 の 確 保 ・充 実 」 とい う面

にっ い て は それ な りの成果 が あ った と みて よい 。

EURONET-DIANEサ ー ビ スの 「発 展 的解 消 」こ そ,EURONETか らみ れ ば,自 己 の努

力 の成 果 に よ る自己 否 定 であ った 。

今後,協 議 ・調整 機 関 と してのEURONETの 主要 目標 は,

共通言語:異 言語 の自動翻訳,コ マ ンド言語の標準化

イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リ テ ィ ・シ ス テ ム.:コ ン ピ ュ ー タ ・ ス イ ッチ ン グ

(ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ の 自動 切 換 え)

統 合 パ ス ワ ー ドの 採 用

共 通 料 金:異 種 通 貨 国 間 の デ ー タ ベ ー ス利 用 料 金 の 自 動 課 金 ・徴 収

等 で あ る 。

これ らの 協議 事 項 は,表 向 きのEURONET委 員 会 によ る決 定 の 前 に,実 体 的vac4前 記 の業 者

機 関ECHO内 の.ワー キ ン グ'グ ル ー プ で講 さ れ ・起 草 され る櫟 で あ る ・

ま た,ECHOは,「EC内 で デ ー タベ ー スを利 用 す る人 の た め の デ ータ ベ ー ス 」 も作 成 し・ ド

キ ュメ ン トとオ ン ライ ン提 供 の 双方 で 利 用 者 に提 供 して い る。

`
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4.STN-INKA提 携 へ の見 解

イ ンタ ビ ューの 最 後 に,STN-INKA提 携 にか ん す る感 想 を ハ ー バ ー氏 に もとめ た 。

「ま った くの私 見 だ が …・…・」 と前 置 き しな が らも,氏 は1「短 期 的 な視 点 か らい えば,INKA

の今後 の 運 営 に プ ラ ス す る。 と くに売 り上げ増 を期 待 で き よ う 。 しか し,長 い 目で み た ら・本

当 に西 ドイ ツに と って 有利 な こ とか,疑 問 が あ る 。」 と述 べ た 。

この 問 題 に対 す る西 ドイ ツ以外 のEC諸 国 の 一般 的見方 を 率 直 に表 わ して い る との 感 じで も

あ った 。
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12.西 ドイツ研 究 用情 報 ネ ッ トワ ー ク構 想 を推進 す るGMD

調 査 先:GesellschaftFurMathematikundDatenverarbeitungMbhBonn

所 在 地:GMD,Postfach124qSchlobBirlinghoven,D-・5205St.Augustinl

連 絡 先:電 話:02241-14-1,テ レ ッ ク ス:889469gmdd

面 接 者:Di.p.F.Winkelhage,GMD取 締 役

Prof.Dr.Szyperski,GMD所 長

Dr.F.Krosik

Mr.D・Ungers

《

1.概 況

GMD(GesellschaftfurMathematikundDatenverarbeitungMbh)は,そ の 名 の 示

す 通 り,数 学 ・デ ータ処 理 を 目的 と した協 会 と して,連 邦政 府 お よび州 政 府 の 援 助 の 基 に1968

年4月 に設 立 され た 非 営 利 機 関 で あ る。基 金 は,連 邦政 府 が90%,州 政 府 が10%で あ るが,

事業 予算 は,ほ とん ど政 府 か らの コ ン トラ ク ト ・ベ ース に よ って い る。 しか し,同 協 会 が持 つ

コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ー に よ る公 共部 門 への デ ータ処理 サ ー ビ スに よ る売 上 もか な りの 額 に上

って い る。GMDの 組 織 構 成 は,図12-1に 示 すよ うに,数 多 くの 研 究所,関 連 部 門,セ ン ター な

どか らな ってお り,そ れ を統 轄 す る理 事 会,そ の 上の 監 査 会,さ らに全 体 の 事業 にっ い て協 議

す るた め の,連 邦 政 府 お よ び,州 政 府 の メ ンバ ー代 表 か らな る会 員 協 議 会 か ら成 って い る。

現 在 の従 業 員 数 は約600名 で あ るが,こ の うち研 究 開 発 研 究所 が234名,下 部 組 織 が175

名 とな ってい る。図12-1に は,そ れぞれ の部 門 の従 業 員 数 お よ び,そ の うち に 占 め る専 門 ス タ ッ

フ数 も示 した 。GMDで は,こ う した 組織 構 成 に よ って,各 種 プ ロ ジ ェ ク トの 実 施 を行 って い

るが,こ れ は,1980年 に全 面 的 に事業 活 動 を 見直 す こ とに よ って,新 し く再 編 成 され た もの

であ る。1980年 以 降,将 来 の 計 画 も含 め て,マ ン ・パ ワー お よ び年 間予 算 規 模 を プ ロ ジ ェ ク

ト毎 に それ ぞれ表12-1お よ び表12-2に 示 した 。 な お,こ の表 に は,1979年 の 状 況 を示 し

て い な い が,念 の た め 組 織 改 正 の マ ン ・・xeワーは,264人,ま た 年 間予 算 は,3,700万 ドイ

ツ ・マル クで あ った 。

各 プ ロ ジ ェ ク トで は,以 下 の研 究 開 発 が実 施 され て い る 。
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科 学技術協議会

WTR

(下 部 組 織)

コ ン ピ ュータ ●セ ン タ ー

(120〔32〕)

情 報 科 学 学 院

(IK)(35〔24〕)

図 書 および ドキュメンテーショ'

(20〔2〕)

():従 業 員 数

〔 〕:そ の うちの専 門 ス タ ッフ

理 事

Prof.Dr.N.Szyperski

(研 究 開発研究所)

1

情 報 シ ス テ ム開 発(ISF)

(18〔15〕)

1
コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン技 術

(34〔24〕)

1
ソ フ トウ ェ ア 技 術(IST)

(30〔25〕)

1
法 律 お よ び デ ー タ処 理(IDR)

(29〔24〕)

1
情 報 システムお よび グラフィック処 理(IIG)

(65〔46〕)

1
数 学(IMA)

(21〔18〕)

1
プランニングお よび 意思 決定 システムUPES)

(23〔19〕)

1
コンピュータ お よび プログラム 構 造(IRP)

U4〔13〕)

デ ー タ 保 護 セ ン タ ー

規 格 統 一,互 換 性 に

関 す る セ ンタ ー

(特 別 部門)

情 報科学

(AIW)

プロジェク ト・マネジメン ト

(APM)

要員および財政

(AI)

中央 執行部

(AII)

図12-1GMD組 織 図
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表12-1事 業 に お け る マ ン パ ワ ー(年 当 り)

事 業 内 容 1980 1981 1982 1983 1984 計

1.シ ス テ ム研 究 15.8 20.8 24.6 26.6 26.6 114.4

2.ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト技 術 247 34.4 37.3 352 35.2 166.8

3.テ キ ス ト通 信 31.6 36.0 38.5 41.8 41.8 189.7

4.情 報技 術支援 管理 システムの ための選択 モデル 21.2 32.9 32.8 32.0 32.0 150.9

5.公 共 事 業 用 プ ラ ニ ン グ ・モ デ ル 202 20.6 22.5 225 225 108.3

6.プ ロ グ ラ ム外 プ ロ ジ ェ ク ト 629 357 19.8 lgo 19.0 156.4

7.科 学 技 術 サ ー ビ ス 71.9 90.0 942 94.1 94.2 444.4

8.GMD研 究 所 関係 36.4 46.5 44.7 432 43.1 213.9

マ ン パ ワ ー 計 2847 316.9 3144 3144 314.4 1,544.8

表12-2事 業 予 算(単 位 百万 ドイツ ・マル ク)

事 業 内 容 1980 1981 1982 1983 1984 計

1.シ ス テ ム研 究 2.43 321 3.77 405 405 17.51

2.ソ フ ト ウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト技 術 3.39 521 5.55 5.36 5.36 24.87

3.テ キ ス ト通 信 5.73 5.66 5.83 624 6.24 2970

4.情 報技 術支援 管理 システムのための選 択 モ デル 3.65

、

574 527 5.17 5.17 25.00

5.公 共 事業 用 プ ラ ニ ン グ ・モデ ル 325 353 3.80 375 3.75 18.08

6.プ ロ グ ラ ム外 プ ロ ジ ェ ク ト 983 6.40 4.37 427 427 29.14

7.科 学 技 術 サ ー ビス 11.96 15.12 15.59 1558 15.59 73.84

8.GMD研 究 所 関係 505 652 641 622 6.20 30.40

年 間 予 算 計 4529 51.39 50.59 50.64 50.63 248.54

(1)シ ス テ ム研 究

情 報 技 術 にお け る数 学,方 法論,構 造,法 律,組 織 な どの 面 か ら ア プ ロー チ。

ま た,情 報 技 術 とその ア プ リケ ーシ ョ ンの概 念 の構 築 につ いて の 研 究 。

(2)ソ フ トウ ェ ア ・プ ロ ダ ク ト技 術

公 共機 関 に お け る ソ フ トウ ェ アの 作 成 を含 む 。 デ ータ処理 プ ロ ジェ ク トの推 進 と,科 学 的,

実践 的分 析 の 実 施 。 コ ン ピ ュー タに よ る ソ フ ト ウェア生 産 シ ステ ムの構 想,作 成,手 続 の 開

発 。
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(3)テ キ ス ト通 信

人 的,組 織 的,法 的 な制 約 の 下 での,新 しい通 信 技 術 の 開発 と効果 的 利 用 。 この た め のG

MD内 での パ イ ロ ッ ト・プ ロ ジェ ク トを推 進 。

(4)情 報 技術 支 援 管 理 シ ステ ムの た めの 選 択 モ デル

公共 機 関 にお け る作業 手 順,整 理,業 務 形 態 の た めの情 報 技 術 に よ る問 題 解 決 モ デル の 開

発 。分 散処 理,信 頼 性 の 向 上,組 織 構 成 な ど新 し い局 面 につ い ての 考慮 。

⑤ 公共 事業 用 プ ラニ ン グ ・モ デ ル

立法 措 置,規 制 が直 接 もし くは 間接 的 に,市 民 や 社 会 集 団,ま た,実 際 に行 わ れ て い る管

理 に及 ぼ す経 済 的社 会 影 響 の 分 析 お よ び シ ミュ レー シ ョ ンに よ る予 測 。

この他,こ う した 特 定 プ ロ グ ラム外 の プ ロ ジ ェ ク トの 推 進 とか,要 求 され る科 学 技 術 に関

す る サ ービ ス,専 門 研 究 所 にお け る研 究 開発 の 実 施 が行 わ れ て い る 。

2.ド イ ツ研 究 用情 報 ネ ッ トワー クDFN

(1)概 況

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの 目的 は,地 理 的 か つ構 造 的 に多 様 に広 が る コ ン ピ ュー タ を

結 び付 け るた め の経 済 的 な方 法 を 見 出 す こ とに あ った 。 スー パ ー ・コ ン ピ ュー タ,あ るい は

複 合 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジに遠 く離 れた 所 か らア ク セ ス した り用 い た りす る こ とは,科

学 者た ち に とって重 要 な ニ ー ズ を持 つ もの で あ った 。 ま た,ア メ リカ にお け る経 験 か らも,

ネ ッ トワ ー クを通 して の'資 源 の 共用"は ソ フ トウ ェ アや コ ン ピュ ータ時 間 の単 な る共 用 以

上の もの を含 ん でい る 。

その他 の 効果 と して は,地 理 的 に離 れ て い る研 究 チ ーム の 間 で の メ ッセ ー ジの迅 速 な フ ィ

ー ドバ ック,交 互 の ソフ トウェア活 用,文 書 の 共 同 執 筆 ・共 同 作 業 な どが挙 げ られ る。 その た

め,ヨ ー ロ ッパ で は フラ ン ス,イ ギ リス,イ タ リ ア,ス カ ン ジナ ビア諸 国 が 類 似 の コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワ ー クの 建 設 を開 始 してい る。

ドイツの科 学 界 で は これ ま で全 国 的 規 模 の コ ン ピュ ー タ ・ネ ットワー クは 持 って い な か っ

た 。 しか し,地 域 環境 あ るい は企 業 環境 にお い て,こ の10年 間 ネ ッ トワー ク化 を行 うた め

多 くの活 動 が行 わ れ,多 額 の 資金 が投 入 され て き た 。 そ れ らの プ ロ ジ ェ ク トに よ っ て集 積 さ

れた ノウ ・ハ ウが"ド イ ツ研 究情 報 網 －DFN"と 呼 ば れ る全 国 的 規 模 の ネ ッ トワ ー クの 計

画 と建設 の た めの 基 礎 とな って い る 。

DFNの 計 画 期 は1982年12月 に開 始 され,翌 年 夏 には 基礎 的概 念 が提 案 され た 。 この

プ ロ ジ ェ ク トは,可 能 な 限 りISO-OSI基 準 に よ る標 準 プ ロ トコルの 概 念 に 基 づ いて い

る。
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(2)DFN－ ネ ッ トワー クに よ る サ ー ビス

DFNは,ロ ー カル ・エ リ ア ・ネ ッ ト ワー ク(LAN)上 と同 様 に ワイ ド ・エ リア ・ネ ッ

トワー ク(WAN)上 の 活 動 も含 ん で い る 。WANの た め の ネ ッ トワー ク ・サ ー ビ ス層 と し

て は ドイ ツPTT(DATEX-P)の 公衆 ネ ッ トワ ー クサ ー ビスが 用 い られ る 。 このX25

サ ー ビスの お か げ で,DFNは2,3年 の う ちに サ ー ビ スを 開 始 で きる よ うに な る だ ろ う。 さ

らに,大 容 量 デ ータ転 送 を必 要 とす る ユ ー ザを満 足 させ る た め に,サ テ ライ トな どの広 帯 域

コ ミュ ニケ ーシ ョ ン につ い て も考 慮 され る だ ろ う。

OSIの ア プ リケ ー シ ョン として は,次 の ベ ー シ ックな サ ー ビ スが ユ ーザ に提 供 され る。

・あ らゆ る イ ンタ ラ クテ ィ ブ装 置 か らタ イ ム ・シ ェア リ ング ・シ ステ ムへ の ア クセ ス

・フ ァイル転 送

・リモ ー ト・ジ ョブ 入力

・メ ー リ ング

グ ラ フ ィ ッ ク ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビスに は特 に重 点 が置 か れ て い る 。 この ネ ットワ ー ク

全 体 の サ ー ビス と して は,ネ ッ トワー ク内 で の画 像 情 報 の 転 送 と同 様 に イ ン タラ クテ ィブな

グ ラ フ ・ア クセ ス機 能 を含 む もの にな る。特 殊 な グ ラ フィ ッ ク用 ハ ー ドウ ェ アへ の ア クセ 入

は,ユ ーザ ・レベルでの スタ ン ドアロ ンで プ ロ グ ラ ミングを許 す 標 準 グラ フ ィック ・シ ス テ ム

(GKS)の イ ンプリメ ンテ ーションに よ って可能 に な る 。これは ユ ーザ ・レベルの装 置 上での プ

ログ ラ ミングに よ って行 わ れ る 。た とえ,画 像 情 報 が か な りス ピ ー ドの遅 い 公衆 ネ ッ トワー

ク ・サ ー ビスを通 して転 送 され る と して も,CADあ るい は画 像 処 理 の よ うな重 要 な分 野(

分 散 処 理 と デ ー タ交 換 を ベ ー ス と し た)と の 共 同 で考 え られ る。

この プ ロ ジェ ク ト部 門 は,WANサ ー ビスの 計画 中 の ロ ー カル ・エ リ ア ・ネ ッ トワー ク

(Ethernet,ハ イ パ ー ・チ ャネル,光 フ ァイ バ ー,PABX等)へ の広 が りに関 す る問 題

を扱 って い る 。将 来,LANの 応 用 は科 学 界 の ほ とん どす べ ての施 設 で行 わ れ る こ とに な り,

そ れ らの 施設 で は端 末 か らア クセ スす る単 一 の モ ノ リシ ック ・メ ー ン ・フ レー ムか らLAN

に どん どん 取 って代 る こ とにな る だ ろ う。 そ して 多 くの 小 型 マ シ ンの集 合体 が,か っ て は1

台 の大 型 マ シ ンが行 っ てい た こ とに代 るだ ろ う。種 々の タ イ プの ネ ッ トワ ー ク間 の 境界 線 は

消 え よ うと して い る 。 つ ま り,WANと 種 々の タ イ プのLANと の 間 の ゲ ー トウ ェ イを設 定

す る こ とに関 す る技 術 的 問 題 さえ解 決 で きれ ば よ い 。 その うちの 典型 的 問 題 とし ては,終 端

間 ア ドレス指 定,フ ロ ー制 御,よ り高 水 準 の プ ロ トコルへ の影 響等 が 含 ま れ て い る。

(3)DFNの ユ ーザ

DFNの 主 要 目標 は,科 学 界(調 査研 究 所,大 学,企 業 付 属 の研 究 所)の ユ ーザ達 に種 々

の タ イ プの コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビスを供 給 す る こ とに あ る。 この サ ー ビス を利 用 す る
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こ とで,科 学 者達 は遠 隔 地 よ りDP資 源 にア クセ スで きる。 基 本 的 意 図 は,ユ ーザの ニ ース

に した が って ネ ッ トワー クの サ ー ビス を完 成 させ る こ とに あ る。 これ らの サ ー ビ スは,科 学

者 達 の 共 同 作業 に力 を添 え る こ とに な る だろ う。 ま た,こ の ネ ッ トワー クは,彼 らの 共 同 研

究 努 力 に と って,希 望 に満 ちた"新 しい物 を創 り出 す場"と もな るだ ろ う。 ま た,一 方 で は

政 府,他 方 で は企業 の 付 属 研 究 所,大 学,一 般 の研 究所 の 間 に コ ミュニ ケ ー シ ョンを促 進 さ

せ る こ とに もな ろ う。

い くつ か の事 業 が,ユ ーザ の観 点 か ら,ド イ ツ国 内 の 全 国 的 規 模 の オ ープ ンな コ ミュニ ケ

ー シ ョン ・プ ロ ジ ェ ク トへ の ニ ーズを 強 調 して い る 。

①1っ の 組 織 を通 じて,あ る いは 類 似 の研 究 分 野 に よ って包 含 され る研 究 グル ー プは,地

理 的 には しば しば 離 れ た場 所 に存 在 し てい る 。 こ こ では,1っ の グ ル ー プ内 に お い て,あ

るいは 異 な った グル ープ間 相 互 にお い て も コ ミュニ ケ ーシ ョ ンをは か る必 要 が生 じて い る 。

② 急 騰 す る コ ス トの た め に,コ ン ピ ュー タ ・セ ンタ ーの特 殊 化 が 進行 しっ っ あ る。主 に 大

学 や研 究 セ ンタ ーで は専 門 コ ン ピ ュ ータ とか 特殊 ソ フ ト ウェ ア ・シ ステ ムが導 入 され つ つ

あ るが,こ う した 資 源 へ の ア クセ スの ニー ズ が高 ま って い る 。

③ 近 い将 来,ど の研 究 グル ープか らも,ど こにある コ ン ピ ュ ータ にで も接 続 す る こ とが ・技

術 的 には 可能 に な るだ ろ う。 公衆 ネ ッ トワ ーク,あ る い は全 国 的 規 模 の民 間 ネ ッ トワー ク

は ポ ピ ュラー にな りつ っ あ り,ま た 驚 くばか りの ス ピー ドで実 現 され つ つ あ る。

④ 増 加 しつ っ あ る旅 行,会 議,交 換 活 動 が 離 れ た 都 市 や 国 に住 む 同 業 者 の学 生 達 との文 書,

書 類,出 版 物 な どの 共同 製 作 を要 求 して い る。今後 は,出 版 の た め の 高 品質 写 真 植 字 が よ

り多 くの ユ ーザで利 用 で き る よ うにな らな けれ ば な らな い 。

以 上の 提起 は 完 全 な もの では な いが,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ークか ら支援 され 得 る極 め

て 多種 の研 究 や 研 究 課 目が あ る こ とを強 調 して い る。 以 下 は,コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ ト

ワ ークか ら利 益 を得 る と考 え られ る ユ ーザ ・グル ープを挙 げた が,こ れ らもDFNの プ ロ ジ

ェ ク ト遂 行 の 目的 にな ってい る 。

・ 高 エ ネ ル ギ ー物 理 学 者

加 速 装 置 の よ うな研 究 用 大 型機 械 を異 な る研 究 所 の グ ル ー プが 共同 使 用 す る必 要 性 が あ

り,こ の た め コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・サ ー ビスへ の ニ ー ズが 高 ま って い る。 ドイ ツの研 究 者

グル ープ も含 む 国 際的 な組 織 グル ープHEPNETで は,DFNと は別 に独 自の コ ミュ ニ ケー シ

ョ ンの ニ ー ズを 明言 してい る 。 そ の 目標 は,全 般 的 に言 え ばDFNと 同 様 であ る 。

・ 回 路設 計 技 術 者

VLSI設 計 では,異 った コ ン ピ ュー タ上 で ソ フ トウェア ・パ ッケ ー ジが 回路 の設 計,

シ ミュレ ーシ ョ ン,試 験,相 互 連 絡 の た め に使 用 しな け れ ば な らな いの で,極 め て特 殊 で

一142一

、



複 雑 な専 門 化 され た 分 野 とな っ てい る 。 一時的 な ユ ーザや 職 業 的 なDFNユ ーザヘ ア ク セ

スで き る一般 的"サ ーキ ッ ト ・ラ イ ブ ラ リ"は す で に実 現 的 段 階 にあ る。

・ 土 木 技 術 者

異 な る技 術 項 目(機 械 工学 と造 船)に お い て,大 学 の 研 究 所 と企業 の研 究 所 とのCAD

とかCAMの 分 野 で の 共通 努 力 が,ネ ッ トワ ー クを通 じて 促 進 され るだ ろ う。

・ 文献 イ ンフ ォメ ー シ ョ ン ・サ ー ビ ス

ドイ ツの デ ー タベ ー ス機 構("専 門情 報 セ ンタ ー")は,特 殊 な ユ ーザ ・ニ ーズ に必 要

と され る仮 想 端 末 の開 発 に対 す る関心 を持 って い る。 これ らの ユ ーザ ・ニ ー ズは,他 の 公

共 デ ー タベ ー スお よ び民 間 デ ータ ベ ー ス に とって も有効 と思 わ れ るの で,ネ ッ ト ワー クに

よ って技 術 的,科 学 的,商 業 的情 報 サ ー ビスを提 供 す る こ とが で き る。

(4)共 同 作 業

DFNプ ロ ジ ェク トは,そ の先 駆 的 性格 と広 汎 な応 用範 囲 の た め に,ド イ ツにお け る今後

の コ ミ ュニケ ー シ ョ ン技 術 の発 展 の ため に極 め て重要 な もの と思 わ れ る 。 この分 野 で 得 られ

た ノ ウハ ウは,種 々の プ ロ ジ ェ ク トにお け る共 同 の研 究 作 業 と同 時 に開発 作 業 に よ る もの で

あ る。 これ らの主 要 目標 は,保 持 され てい る,あ るい は デ ジ タ ル コ ン ピ ュー タ に よ って支 援

され てい る異 な る種類 の 情 報 交 換 の た め の共 通 ベ ースを提 供 す る こ とに あ る 。

中 央 ア カ ウ ンテ ィン グ とか ロギ ン グが な いの で,DFNは 米 国 のARPANETあ るい はCS

NETと 類 似 の 機能 を果 す こ とに な る だ ろ う。各地 域,施 設 が い くっ か の 資 源 あ るい は専 門

家 を,そ れ らを持 っ てい な い他 の 地 域 施設 と分 か ち合お う と進 ん で 申 し出 てい る。 そ こで ネ

ッ トワ ー クの設 計 とそ の 組織 の 構 造 は,情 報 交 換 を容 易 に す る よ うな方 法 で行 わ れ る こ とに

な ろ う。

ネ ッ トワ ー ク ・プロ トコルの 共通 理 解 と実 現 は,DFNプ ロ ジ ェク トの バ ッ クボ ーンで あ

る 。 プ ロ トコル と ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビスの特 殊化 の ため の 方 法 と ツ ール,そ して そ れ らの

実 現,評 価,試 験 方 法,検 証 の た めの 方 法 と ツ ールが 開発 さ れ,専 門 化 した ユ ーザ に提 供 さ

れ ね ば な らな い。 そ の た め には形 式 記 述技 術 の専 門 家,プ ロ トコルの 開 発 者 と作成 者 の 間 で

の 共同 作業 が不 可 欠 で あ る。

ユ ーザ の新 しい サ ー ビスに順 応 す る能 力 が ,ネ ッ トワー クの 開発 に法 調 が 合 って い る か ど

うか は 明 らか で は な い 。 ユ ーザ の受 入 れ に と って生 じ得 る重 大 障 害 は,ネ ッ トワー ク ・サ ー

ビスの ア クセ ス時 間 と応 答 時 間 だ ろ う。そ の た め には,モ デ リ ン グ と評 価 の専 門 家 達 との 協

力 お よ びOSIの 各 種 の レイ ヤ にお け る デザ イ ンとか イ ン プ リメ ン テ ーシ ョンが,こ の ネ ッ

トワ ー クを ポ ピ ュラ ーな もの にす るた めに役 立 っ こ とに な ろ う。

一143一



㈲DFNの 管理 と資 金

この プ ロジ ェ ク ト全 体 は約40の 単 独 プ ロ ジ ェ ク トか ら成 り,そ の1番 目の プ ロ ジ ェ ク ト

は1983年7月 に開 始 された 。 ベ ル リンに所 在 す る中 央 プ ロ ジェ ク ト管 理 グ ル ー プは ・ この

プ ロ ジ ェ ク トに委 託 して い る2っ の 委 員会 に対 して 責任 を負 って い る 。 もちろ ん プ ロ ジ ェク

ト全 体 は,こ の プ ロ ジ ェク トに資 金 を 出 して い る ドイ ツ研 究 ・技 術 者 に対 して 責任 を負 って

い る。第1期(1年 間)は 設 計 の 目的 に専念 す る こ とに な ってお り,同 省 か らの 資 金 は お よ

そ700万 ドイ ツマ ル ク(5.6億 円)と な るだ ろ う。

(6)DFNで 用い られ る構 造 上 の定 義 と プ ロ トコル(1984年1月 現 在)

① 基 本 サ ー ビス

・タ イム ・シェ ア リング ・サ ー ビ ス

ー"ビ ル トシ ュル ム テ キ ス ト:Box"か らの 仮 想 端 末 の定 義

一 非 同期 性 の ラ イ ン指 向端 末 の た め のX.31X.28,X.29

・リモ ー トジ ョブ入 力

ジ ョブ転 送 と ス プ ー リ ングの た めの特 殊 プ ロ トコル(PIX-RJE)

● ファ イル転 送

一 仮 想 フ ァイ ル シス テ ム にお け る フ ァイル転 送(ユ ーザの 要 求 に よ っての み 実 現 され る)

-PAD向 き(プ リ ミテ ィブ)フ ァ イル転 送

● セ ッ シ ョ ン

必 要 な場 合 にはS.62(CCITT)が 採 用 さ れ る 。

・ トラ ン スポ ー ト

RJEと フ ァイ ル転 送 の た め にはISOト ラ ンス ポ ー ト:ク ラ ス0が 採 用 され るだ

ろ う,仮 想 端 末 ア プ リケ ーシ ョ ンにっ い ては,ま だ決 定 が 下 され てい な い。

・ネ ッ トワー ク

ドイ ツPTTのX.25サ ー ビス

② 先 進 サ ー ビス

・グ ラ フィ ック ・サ ー ビ ス

ーGKS規 格 あ る い はIGES定 義 の どち らか に 基 づ いて 開発 され る 。

●メ ー リ ング

CCITT-MHSの 勧 告 に基 い て開 発 が行 わ れ る。

一144一



欧州主要国におけるデータベースの現状と展望

発

発

日 昭 和60年3月

行 財団法人 デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター

東京都港区浜松町2丁 目4番1号

世 界貿易センター ビル7階 郵便番号105

電話03(459)8581(代)

日生 印刷 株 式会 社

東京都品川区平塚1丁 目8番10号

電話03(786)0404(代)

(無 断転載禁)
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